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１ 農業総合研究所の概要 

(1) 組織、体制のの概要 

本県の農業・食品関係試験研究機関は、明治中期以

降順次設立され、農政及び農業技術の変遷に伴って再

編整備を繰り返し、時代や研究ニーズを踏まえながら

農業技術の研究開発に努めてきた。この間、専門場所

体制の機能を発揮し、本県の農業・食品産業を全国ト

ップレベルに維持発展させる原動力の一つとなってき

た。 

一方、農業・食品を巡る国際環境や消費構造が大き

く変化し、農業及び食品産業については、地域の特性

を活かし消費者ニーズをとらえた新品種育成や新食品

開発をはじめ、「品質・味・健康・安全性」などを踏ま

えた生産・加工技術に加えて、「形・色・包装・保存・

貯蔵性」のほか「流通・市場性・サービス」まで含め

た、幅広い条件を踏まえた試験研究体制が求められる

ようになった。 

このため、①専門場所の研究の枠を越えた一体的な

総合研究体制、②産学官による共同研究・プロジェク

ト研究等の推進を図る連携体制と企画調整機能の強化、

③研究の高度化・効率化、研究ニーズ及び成果の収集・

提供を図る総合情報体制、④研修、交流及び技術相談

など開かれた試験研究体制、⑤国際農業技術交流・技

術研修体制など、試験研究推進体制の整備を図ること

が必要になった。 

このような状況の下で、作物研究センター、園芸研

究センター、畜産研究センター、食品研究センター、

高冷地農業技術センター、中山間地農業技術センター、

佐渡農業技術センターの７専門場所と管理部、企画情

報部、基盤研究部、アグリ・フーズバイオ研究部の共

通基盤部門による「統括型」の体制で新潟県農業の研

究を推進する。 

 

(2) 所 在 

新潟県農業総合研究所 

 新潟県長岡市長倉町857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0823 

        FAX 0258(39)8498 

 

新潟県農業総合研究所作物研究センター 

 新潟県長岡市長倉町857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0893 

        FAX 0258(35)0021 

 

新潟県農業総合研究所園芸研究センター 

 新潟県北蒲原郡聖籠町大字真野177 

 〒957-0111  TEL 0254(27)5555 

        FAX 0254(27)2659 

 

新潟県農業総合研究所畜産研究センター 

 新潟県三条市棚鱗178 

 〒955-0143  TEL 0256(46)3103 

        FAX 0256(46)4865 

 

新潟県農業総合研究所食品研究センター 

 新潟県加茂市新栄町2-25 

 〒959-1381  TEL 0256(52)0448 

        FAX 0256(52)6634 

 

新潟県農業総合研究所高冷地農業技術センター 

 新潟県中魚沼郡津南町大字中深見乙7910 

 〒949-8311  TEL 025(765)2145 

        FAX 025(765)3018 

 

新潟県農業総合研究所中山間地農業技術センター 

 新潟県北魚沼郡川口町牛ヶ島135-1 

 〒949-7505  TEL 0258(89)2330 

        FAX 0258(89)4315 

 

新潟県農業総合研究所佐渡農業技術センター 

 新潟県佐渡市中興甲351 

 〒952-1211  TEL 0259(63)4102 

        FAX 0259(63)3972 

 

(3) 組織機構図 

農業総合研究所   管理部 

               企画情報部 

               基盤研究部 

               アグリ・フーズバイオ研究部 

               作物研究センター 

               園芸研究センター 

               畜産研究センター 

               食品研究センター 

                高冷地農業技術センター 

               中山間地農業技術センター 

               佐渡農業技術センター 

 

         職員数 研究職 126名 

             行政職  24名 

           （うち普及   8 名） 

             現業職  55名 

             合 計 205名 
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２ 共同研究及びプロジェクト研究 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 共同研究   

県特 

国委 

(1) 稲体の活力診断に基づく高温条件下での環境ストレス耐性評

価 

(水稲の高温登熟条件下における高品質米生産技術の開発) 

001  ア  環境ストレス耐性簡易評価法の検討 

  イ  高温条件下での肥培管理と品質の関係解明 

002   (ア) 栽植密度、水管理等の要因が後期栄養に及ぼす影響の検討 

003   (イ) 分げつ様式の違いが後期栄養に及ぼす影響の検討 

004   (ウ) 緩効性肥料の施肥法及び栽植法が品質に及ぼす影響の検

討 

005  ウ  高温生育条件下での品質劣化防止のための後期栄養管理法

の開発 

006  エ 玄米品質劣化把握のための高温登熟性検定法の確立 

平15～19 

 

 

平16～19 

平16～19 

 

 

 

 

平16～19 

 

平16～19 

共同：北陸地域基盤研究

部、新潟大学 

 

作物研栽培科 

 

     〃   

     〃   

     〃   

 

   〃 

 

作物研育種科 

国委 (2) 食味向上に向けた穀物乾燥技術の開発と適応性評価 

007  ア 混合貯留乾燥による米の内部品質評価 

平18～21 

 

共同：生研セ 

食品研穀類食品科 

国委      (3) ダイズ種子伝染性病害の無毒化技術を中心とした健全種子

生産技術の開発 

  ア 褐斑粒原因ウイルスの種類と分布状況 

008   (ア) CucumovirusおよびPotyvirusの分布 
  エ 従来技術の褐斑粒抑制効果の検証 

009   (ア) 殺虫剤（粒剤、種子塗沫剤）の効果 

010   (イ) ウイルスの種類・発生程度が感染株除去効率に与える影響 

  オ 総合的褐斑粒発生防止技術体系の確立 

011   (ア) 乾熱処理と感染株除去を組み合わせた褐斑粒発生防止技

術の現地実証 

平16～20 

 

平16～19 

 

平17～19 

 

 

平19～20 

共同：東北研究セ 

 

 

作物研栽培科､育種科 

 

     〃 

     〃 

 

     〃 

 

経常   (4) 抗菌性飼料添加物に頼らない豚肉生産技術の検討 

 

  ア 豚肉生産技術の検討 

012   (ア) 子豚に対するマイタケ給与の影響 

013   (イ) 母豚へのマイタケ給与が子豚に及ぼす影響 

014  イ マイタケの免疫機能活性効果の解明 

平18～20 

 

 

平18～20 

平19～20 

平18～20 

共同：新潟大学、雪国ま

いたけ 

 

畜産研養豚養鶏科 

        〃 

        〃 

国委   (5) 稲発酵粗飼料、稲わら等自給粗飼料と地域資源を活用した発

酵TMR調製・給与技術の開発 

 

015  ア 酵素、添加物等利用により生産した稲ワラおよび稲発酵粗飼

料の飼料特性を評価 

016  イ 発酵TMR 調整法の検討および飼料特性評価 

017  ウ 発酵TMR の給与が乳生産に及ぼす影響について 

平18～22 

 

 

平18～20 

 

平18～22 

平19～22 

共同：畜草研、生研セ、

三重科技、大阪食技、徳

島畜研、愛媛畜試 

畜産研酪農肉牛科 

 

        〃 

        〃 

県事 (6) 畜産新技術の取組(平成17年度開始共同試験) 

018  ア ガラス化保存受精卵の直接移植に向けた検討 

平17～19 共同：全国共同16都府県 

畜産研繁殖工学科 

県事 (7) 畜産新技術の取組 

  ア ウシ胚の雌雄産み分け技術の実用化に関する試験 

019  (ア) ガラス化ストロー内希釈法における希釈液の検討 

平8～ 共同：全国共同14道県 

 

畜産研繁殖工学科 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

国委    (8) 地球温暖化が農林水産業に及ぼす影響の評価と高度対策技

術の開発 

020  ア 連作水田、転換畑におけるＧＨＧ発生実態の把握 

平18～22 

 

 

共同：農環研、山形県、

熊本県 

基盤研究部(栽培環境) 

国委 (9) ドリン系農薬汚染土壌の総合管理技術の開発 

 

 

 ア ドリン類吸収抑制剤と低吸収品種利用技術の現地実証試

験 

021   (ア) 活性炭施用のディルドリン吸着持続効果の確認 

平16～19 

 

 

 

 

 

共同：農環研、埼玉農総

研、東京農林総研セ、山

形農総研セ 

 

 

園芸研環境科 

国委 (10) 米粉の加工適性評価技術の確立と育成品種のパン・菓子類へ

の利用 

022  ア 米粒成分と米粉特性、作業性に関わる諸特性との関連解明と

評価方法の検討 

023  イ 製品製造時の特性把握と製品品質の検討 

平18～22 

 

 

共同：農研機構、作物研 

 

食品研穀類食品科 

 

        〃 

三県

共同 

(11) 山菜を利用した機能性食品の開発 

  ア 山菜の機能性評価 

024   (ア) 血圧上昇抑制機能評価、抗酸化機能評価 

  イ 特徴ある機能性成分の分析 

025   (ア) ベタシアニン類の分析 

026   (イ) アントシアニンの分析 

  ウ 機能性を利用した特色ある加工食品の開発 

027   (ア) 乾燥タケノコ製造法の開発 

028   (イ) 山菜茶の試作 

029   (ウ) ウワミズザクラのリキュール類の開発 

030   (エ) ナラ類種実リキュール類の開発 

031   (オ) ナツハゼのリキュール類の開発 

平18～20 

平18～20 

 

平18～20 

 

 

平19～20 

 

共同：山形県、福島県 

 

食品研園芸特産科 

 

        〃 

        〃 

 

        〃 

        〃 

        〃 

        〃 

        〃 

公募   (12) 水田からのメタン発生抑制技術の定量的評価 

～より高品質で地球環境にも優しい水稲管理手法の確立～ 

032  ア 土壌有機物がメタンガス発生に及ぼす影響の定量的評価 

033  イ 土壌の酸化―還元とメタン発生量の関係把握 

034  ウ 生育中期の水管理が作物体に及ぼす影響評価 

平15～19 

 

 

共同：農環研、野茶研 

 

基盤研究部(栽培環境) 

        〃 

        〃 

公募   (13) 新染色体倍加法を用いた種子繁殖及び早期開花性ユリの開

発 

 ア 種間雑種の稔性回復試験 

035   (ア) 花粉の倍加による種間雑種の稔性回復 

036   (イ) 受精卵処理による種間雑種の稔性回復 

平19～21 

 

 

平19～20 

平19～20 

共同：新潟大学、北海度、

佐賀県、秋田県、秋田県

立大学、カネコ種苗 

園芸研育種科 

     〃 

公募   (14) 農業環境規範に適合する家畜ふん堆肥の肥効評価システム

の確立 

037  ア 家畜ふん堆肥の緩効的窒素成分評価法の開発 

038  イ 牛ふん堆肥の肥効評価法の検証 

平18～20 

 

 

共同：中央農研、岐阜農

技、三重科技、畜環研 
畜産研環境・飼料科 
        〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

公募 

 

 

 

 

 

 

 

(15) マルチラインの持続的利用に向けたいもち病流行予測シス

テム 

  ア マルチラインにおけるイネいもち病突然変異菌の出現・定着

要因の解明 

039   (ア) 突然変異菌出現頻度の測定 

040   (イ) 越冬菌量の推定 

  イ 葉いもちと穂いもちの発病予測が可能なBLASTMULの開発 

   (ア) 発生予察技術の開発 

041     a  施肥量が穂いもち発病に及ぼす影響 

平18～20 

 

 

 

 

共同：北陸研究セ、宮城

古川農試、石川農研、福

井農試、総研大、石川県

立大 

作物研栽培科 

     〃 

 

 

     〃 

公募     (16) 土壌病原菌や有害線虫を駆除する薫蒸作物の開発と利用方

法の確立 

 

042  ア 薫蒸作物による土壌病害抑制効果の確認 

043  イ 薫蒸作物の線虫抑制効果の確認 

044  ウ 薫蒸作物の効果的鋤込み方法の確立調査 

045  エ 薫蒸作物の鋤込みによる土壌微生物への影響調査 

平18～22 

 

 

共同：雪印種苗､道立中央

農試､道立花・野菜技術

セ、北海道大学 

基盤研究部(栽培環境) 

        〃 

        〃 

         

公募 (17) 北陸の気象・重粘土壌条件下での高商品性省力果樹栽培技

術の開発 

  ア 重粘土質土壌等の水田転換畑に適した高商品性果実生産技

術の開発 

   (ア) 生理障害回避に有効な西洋ナシの優良台木利用技術の確

立 

046     a  自然分解性ポット等を用いた幼苗安定供給技術の確立 

 

047     b  植え痛みのない根域管理による大型苗木の安定供給技術

の確立 

048     c  挿し木繁殖方法の検討 

   (イ) 水田転換畑における西洋なしの商品性向上技術の開発 

049     a  品質評価指標の確立 

050     b  水田転換畑における台木が果実品質に及ぼす影響 

 

051     c  園地環境、栽培管理が果実品質に及ぼす影響 

  イ 多日照・多雪等の気象条件に即した省力的管理技術の開発 

   (ア) ぶどうの水稲育苗ハウスに適したアーチング樹形の開発 

052     a  アーチング整枝における樹形確立技術と収量構成要素の

検討 

   (イ) 水稲育苗に合わせたハウス内でのぶどう生育コントロー

ル技術の確立 

053     a  ハウス被覆時期の検討 

 ウ 現地実証ほの設置と栽培マニュアル・経営モデルの作成 

054   (ア) 栽培マニュアル・経営モデルの作成 

平17～21 

 

平17～19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平17～19 

 

 

 

 

 

 

平17～21 

 

共同：富山県、石川県、

福井県、新潟大、宇都宮

大、北越農事 

 

 

 

園芸研栽培・施設科、育

種科 

    〃 

 

    〃 

 

    〃 

園芸研栽培・施設科、育

種科、環境科 

    〃 

 

 

園芸研栽培・施設科 

 

 

 

    〃 

 

    〃 
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－ I - 7 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

公募     (18) 土壌微生物群集制御による土壌病害抑止力誘導技術の開発 

 

 

055  ア 発病抑止土壌及び連作障害土壌における土壌微生物性評価 

056  イ 病原微生物の選択低減方法の確立 

057  ウ 土壌還元消毒法による土壌微生物への影響評価 

058  エ 土壌病害抑止技術の組み立て 

平17～19 

 

 

平17～19 

平17～19 

平○～○ 

平18～19 

共同：北海道農研、岐阜

県､長野県､石川県、 

サカタのタネ 

基盤研究部(栽培環境) 

        〃 

        〃 

        〃 

公募 (19) エダマメの剥き豆調製による新形態加工食品の製造技術の

開発 

 

  ア 近赤外透過法を用いた剥き豆の非破壊的な食味判別技術開

発と原料の品質安定要因の検討 

059   (ア) 新潟茶豆の場内サンプルでの検量線の作成と現地サンプ

ルへの適応性の検討 

060   (イ) 新潟茶豆の現地サンプルに適応する検量線の作成 

061   (ウ) 多品種に適応できる汎用型検量線の作出 

062   (エ) 食味予測式の作成と良食味判定基準の設定 

   (オ) 剥き豆原料の品質安定要因の検討 

063     a  収穫前追肥の施用法 

064     b  先刈による倒伏防止 

065     c  食味を落とさない作業工程の検討 

平17～19 

 

 

 

 

 

 

 

共同：作物研、山形県農

総研、兵庫県農技セン

ター、食総研、ﾌﾟﾗﾝﾄｻﾎﾟｰ

ﾄｻｰﾋﾞｽ、兵庫県食品産業

協議会 
園芸研栽培・施設科 

 

〃 

〃 
〃 
 
〃 
〃 

〃 
公募   (20) 現場ニーズ把握と新技術の迅速な普及のための調査 ユリ

茎枯病（仮称）の発生実態調査 

  ア ユリ茎枯病の発生実態の把握 

066   (ア) 球根養成ほ場におけるウイルス汚染実態 

067   (イ) ユリ切り花生産ほ場におけるユリ茎枯症の発生実態 

平19 

 

 

 

 

共同：新潟大学 

 

 

園芸研環境科 

  〃 

公募   (21) マルチライン用異品種混入・花粉交雑検定ネガマーカーの開

発 

068  ア ネガマーカーセットの開発 

 

069  イ コシヒカリ新潟ＢＬ１～４号の純度検定技術の確立 

平19 

 

共同：北陸研究センター 

 

アグリ・フーズバイオ研

究部（稲育種工学） 

        〃 

 2 共同研究・プロジェクト   

国委     (22) 新潟県における飼料用イネ－高品質大麦輪作システムの確

立（北陸における高品質大麦－飼料用イネ輪作システムの確

立）        

070  ア  飼料用イネの給与技術の開発 

  イ  飼料用イネの効率的供給システムの開発 

071   (ア) 飼料用イネの供給システム 

072   (イ) 飼料用イネを用いた乳製品の製品差別化方策 

  ウ 飼料イネあと高品質大麦の安定栽培技術の開発 

073   (ア) 前作飼料イネが大麦の播種条件および生育･収量･品質に

及ぼす影響 

074   (イ) 適正播種期の解明 

075   (ウ) 越冬後の生育診断と肥培管理 

076   (エ) 越冬前の生育診断と肥培管理 

077   (オ) 現地実証 

平15～19 

 

 

共同：中央農研北陸研究

センター 

畜産研酪農肉牛科 

 

基盤研究部(経営流通) 

   〃 

 

作物研育種科 

 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 
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－ I - 8 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 

国委 

    (23) 生物的・耕種的手法を利用した病害発生制御技術の開発 

  ア  有用微生物（Pythium oligandrum 等）を利用した生物的防
除法の開発 

078   (ア) Pythium oligandrumを利用した土壌伝染性病害の生物的
防除 

079   (イ) 土壌還元消毒による土壌伝染性病害の発生抑制 

  イ  水稲育苗期に発生する病害の生物的・耕種的防除 

080   (ア) 有望菌株の防除効果 

081   (イ) ばか苗病に対する温湯消毒の効果 

082   (ウ) 温湯消毒と生物農薬の体系処理による防除効果 

  ウ  微生物資材の作物体への定着性および病害抑制効果 

083   (ア) 現地圃場におけるトマト青枯病へのPO製剤の効果検定 

084   (イ) Pythium oligandrumのイネへの定着性および病害抑制効
果 

  エ  他感物質（アレロパシー）等を利用した病害発生制御 

   (ア) 対抗植物および微生物資材等を用いたチューリップ土壌

病害 

085     a  植物土壌鋤込み処理による微斑モザイク病の防除 

平16～20 

平16～20 

 

 

 

 

平18～20 

 

 

 

平18～20 

 

 

 

平16～20 

 

北海道農研センター 
 

 

基盤研究部(栽培環境) 

 

   〃 

 

作物研栽培科 

   〃 

   〃 

 

基盤研究部(栽培環境) 

作物研栽培科 

 

 

 

 

園芸研環境科 

国委 

 

    (24) 主要農作物のカドミウム吸収抑制技術の開発 

 

 

086  ア  作物と土壌データに基づく農耕地のカドミウムリスク評価 

  イ  水稲・大豆に対するアルカリ資材等の施用効果と水管理方式

の検討 

087   (ア) 水稲に対するアルカリ資材等の施用効果と水管理方式の  

検討 

088   (イ) 大豆のカドミウム吸収に対する土壌改良資材の効果の検

討 

089   (ウ) 大豆作付け跡水稲でのカドミウム吸収抑制効果の検討 

090  ウ  クリーニングクロップの利用による土壌修復の検討 

  エ  園芸作物におけるカドミウム吸収抑制技術の検討 

   (ア) ナス等果菜類、根菜類における可食部カドミウム濃度の低

減技術の開発 

091     a  ナス台木品種の利用による果実中カドミウム濃度の低減

技術 

092     b  アルカリ資材施用によるカドミウム吸収抑制技術 

   (イ) サトイモ転換畑を対象にした土壌洗浄法による修復技術

の開発 

093     a  土壌洗浄法の持続効果の確認 

094     b  アルカリ資材との併用効果の確認 

   (ウ) カカオハスク等吸収抑制資材の施用効果 

095     a  有機物を利用したカドミウム（Cd）低減技術 

096      b  有機物を利用したカドミウム低減技術 

平15～19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同：農環研、野茶研、

森林研、高知県、太平洋

セメント 

基盤研究部(土壌保全) 

 

 

基盤研究部(土壌保全) 

 

基盤研究部(栽培環境)  

基盤研究部(土壌保全)    

   〃 

 

 

 

園芸研環境科 

 

  〃 

 

 

  〃 

  〃 

 

  〃 
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－ I - 9 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (25) イネ・システインプロテアーゼ阻害因子を機能性成分とする

食品素材の研究・開発 

 

 

097  ア イネ・システインプロテアーゼ阻害因子組換え蛋白質の

発現と精製 

098  イ  生化学的特性と存在量の解明 

099  ウ  抗菌活性の解明 

平17～20 

 

 

 

平17～19 

 

平17～19 

平18～20 

共同：新潟大学、新潟工

科大学 

バイオ研究部（園芸育種

工学）、 

食品研食品工学科 

  

   〃 

    〃 

公募   (26) 根圏環境の改善と生育診断による北陸産大豆の多収栽培技

術の開発 

 

  ア 大豆の生育診断指標の高度化と対応技術の開発 

100   (ア) 籾殻等を利用した根圏環境改善による窒素吸収維持 

  イ 土壌・気象条件と生育診断指標に基づく多収型生育相の実証 

   (ア) 大区画ほ場における根圏環境改善に基づく重粘土地帯で

の多収栽培体系 

101     a  重粘土地帯における多収型生育相の解明 

102     b  基肥施肥位置・量が初期生育に与える影響解明及び施肥

機の開発 

103     c  水分ストレス指標の開発 

104     d  大区画ほ場に対応する初期湿害防止技術の開発 

105     e  現地実証 

平19～21 

 

 

 

共同：北陸研究セ、富山

県、石川県、新潟大学、

金沢大学 

 

作物研栽培科 

 

 

 

作物研育種科 

基盤研究部(生産工学) 

 

作物研育種科 

基盤研究部(生産工学) 

作物研栽培科、育種科、

基盤研究部(生産工学) 

公募 

 

(27) 北陸特有の環境条件に即した野菜安定生産技術の開発 

  ア 北陸の環境条件に即した水田転換畑における露地野菜栽培

技術の開発 

   (ア) 前年秋季畝造成による初夏どり野菜の生産安定・作期拡大

技術の開発 

106      a  初夏どり品種の選定 

107      b  育苗・定植管理方法の確立 

108      c  施肥方法の確立 

  イ  北陸特有の気象・資源に即した野菜栽培技術の開発 

109   (ア) 地域資源を活用した低コスト栽培循環システムの構築 

110   (イ) 早期秋冷と寡日照を活用したイチゴ「越後姫」10月出荷

作型の開発 

  ウ 水田複合経営を踏まえた野菜作技術の経営評価と体系化 

   (ア) 水田複合経営における野菜作の新技術導入効果と生産拡

大支援策の解明 

111     a  いちご「越後姫」新技術導入効果と生産拡大支援策の解

明 

112     b  初夏どりカリフラワー導入にかかる経営試算 

平18～20 

 

 

 

 

 

 

 

共同：北陸研究セ、新潟

大学、富山県、石川県 

 

中山間農技 

 

 

 

 

 

園芸研栽培・施設科 

   〃 

 

 

 

 

基盤研究部(経営流通) 

 

中山間農技 
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－ I - 10 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

     (28) 新形質米の機能性を活かした新食品の開発 

113  ア 高アミロース系統の栽培特性の解明 

114  イ 高アミロース米の澱粉特性及び製粉技術の開発 

 共同：食総研、北陸研究

セ、石川総農研、応用栄

養学食品研究所、北陸製

菓、松屋商店 

作物研育種科 

食品研穀類食品科 

 3プロジェクト   

県特 

国委 

    (29) 一筆毎の水稲生育診断と栽培管理システムの確立 

  ア  作物生育情報測定装置に関する試験 

115   (ア) コシヒカリ 

116   (イ) 大豆 

平16～19 

平17～19 

 

作物研栽培科 

 

基盤研究部(生産工学) 

      〃 

県特 

事業 

    (30) 新規設立法人の経営資源を効率的に活用する経営発展方策

の解明 

  ア  法人の経営状況に応じた新規部門等導入可能度の把握 

117   (ア) 先進事例 Ａ 

118   (イ) 先進事例 Ｂ 

119   (ウ) 県内新規設立法人の経営発展方策 

  イ  平地向け戦略別導入技術の体系化 

120   (ア) 経営規模25ｈａ法人のシミュレーション 

121   (イ) 経営規模65ｈａ法人のシミュレーション 

  ウ  中山間地向け新規導入作物の選定 

   (ア) 地域条件、法人の成熟度、技術力に応じた新規導入作物の

選定 

122     a  新規設立法人の現地事例調査 

123     b  新規設立法人の経営実態調査 

124     c  法人の現地調査 

      (イ) マコモタケの収穫期拡大による安定生産技術の確立 

125      a  マコモタケの定植時期と収穫時期の関係 

126      b  マコモタケの施肥量と収穫時期の関係 

127      c  マコモタケの遮光開始時期と収穫時期の関係 

128      d  マコモタケの落水時期と収穫時期の関係 

129   (ウ) 転作田におけるウワバミソウ栽培試験 

      (エ) かぐらなんばんの高品質安定生産 

130      a  かぐらなんばんの施肥量が収量に及ぼす影響 

131      b  かぐらなんばんの（遮光方法） 

132      c  かぐらなんばんの簡易ハウス栽培 

133   (オ) 新規導入品目（メロン：ハウス早熟）の栽培実証 

平19～21 

 

 

 

 

基盤研究部(経営流通) 

      〃 

      〃 

 

基盤研究部(経営流通) 

      〃 

 

 

 

中山間農技 

高農技 

佐渡農技 

中山間農技 

 

 

 

 

  〃 

  〃 

 

 

 

佐渡農技 

県特 

重点 

    (31) トップブランド農産物開発事業 青いユリの作出 

134  ア  不稔の青いユリ作出に有効な導入遺伝子の組み合わせ解明 

 

135  イ  特定網室での遺伝子導入ユリ栽培と形質調査 

 

 

136  ウ  イオンビーム照射による不稔ユリの作出方法の確立 

 

平18～20 

 

 

 
バイオ研究部（園芸育種

工学） 
園芸研育種科、バイオ研

究部（園芸育種工学） 
バイオ研究部（園芸育種

工学）、園芸研育種科 
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－ I - 11 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (32) ユリ切り花の花しみ障害発生防止技術の確立 

  ア  花しみ障害発生実態の解明 

   (ア) 花しみ障害発生実態調査 

137     a  収穫出荷環境実態調査 

138     b  流通環境実態調査 

139     c  花しみ発生実態調査 

  イ  花しみ障害発生要因及び発生機構の解明 

   (ア) 発生要因の検討 

140     a  園芸研 

141     b  高農技 

142   (イ) 品種要因の検討 

平19～21 

平19 

 

 

 

 

平19～20 

 

 

 

 

 

 

 

園芸研栽培・施設科 

  〃 

高農技、中山間農技 

 

 

園芸研栽培・施設科 

高農技 

中山間農技 

県特     (33) かきの低樹高栽培における大玉高収量生産に向けた収量構

成基準及びほ場格付け技術の確立 

143  ア  ｢平核無｣低樹高樹の収量構成基準の確立 

  イ  かき産地情報活用技術の開発 

144   (ア) 生産関連情報の実態調査 

 

145   (イ) 果実生産状況に基づく園地実態調査 

平19～21 

 

 

 

 

 

園芸研栽培・施設科 

 

佐渡農技、園芸研栽培・

施設科 

  〃 

県特     (34) にいがた発園芸作物の有利販売とブランド力を支援する戦

略的アイテム化技術の開発 

146  ア  いちご｢越後姫｣循環式高設栽培システムの開発 

  イ  アスパラガスの生産拡大を可能とする栽培技術開発 

147   (ア) 半促成(ハウス)作型の検討 

      (イ) Ｆ１品種の特性にあった早期成園化技術の開発 

148      a  春どり栽培に適した品種の検討 

149      b  春どり栽培における収穫打ち切り時期の検討 

150      c  鱗芽の深さが収量・品質に及ぼす影響 

  ウ  小玉すいかの品質向上と安定生産技術の開発 

   (ア) トンネル作型における有望品種・台木の検討 

151     a  株間・栽植様式及び台木の検討 

152     b  子づる仕立における適品種の選定 

  エ  ぶどう大粒系有望品種の作型別適正技術の開発 

153   (ア) 有望品種の作型別品種特性の把握 

154   (イ) シャインマスカットの栽培特性の把握 

平18～20 

 

 

 

 

園芸研栽培・施設科 

 

     〃 

 

高農技 

     〃 

     〃 

 

 

園芸研栽培・施設科 

     〃 

 

     〃 

     〃 

県特     (35) ｢にいがた地鶏｣の生産性向上 

 ア  種鶏の選抜による｢にいがた地鶏｣の生産性向上 

155   (ア) 地鶏母方種鶏（横斑プリマスロック）の系統別能力調査 

156   (イ) 地鶏種鶏（蜀鶏、名古屋、横斑プリマスロック）の選抜に

よる「にいがた地鶏」の生産性向上 

157  イ  ｢にいがた地鶏｣導入の経営評価と導入支援策の解明 

平19～23 

 

平19～20 

平19～22 

 

平19～20 

 

 

畜産研養豚・養鶏科 

   〃 

 

基盤研究部(経営流通) 
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－ I - 12 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (36) 地域資源を活用した新特産品目の開発及び加工適性評価と

機能性の解析 

  ア  山菜及び地域在来野菜の優良系統の選定、増殖あ法の開発、

高生産技術及び新作型の開発 

   (ア) フキノトウの品薄期出荷技術の開発 

     a  フキノトウの早期成園化技術の開発 

158      (a) フキノトウ成園化のための地下茎長さの検討 

     b  優良系統利用による早だし栽培技術の確立 

159      (a) 早だし栽培に向けた貯蔵方法の検討 

160     c  佐渡におけるフキノトウの優良系統の選抜 

   (イ) ウルイ促成栽培技術の確立 

161     a  県内オリジナルウルイの開発 

162     b  ウルイ花芽分化時期及び肥大特性の調査 

   (ウ) オヤマボクチの長期継続栽培技術の開発 

163     a  直は栽培の検討 

164     b  長期収穫のための収穫方法及び追肥の検討 

   (エ) ウワバミソウの栽培技術の開発 

165     a  うおぬまミズナ（ウワバミソウ）栽培のための施肥量及

び収穫時期の調査 

   (オ) 佐渡在来カラシナの周年栽培化 

166     a  カラシナの早期収穫及び播種期の検討 

  イ  地域特産農産物の有利販売のための加工適性及び機能性評

価 

167   (ア) 鮮度保持流通技術の確立 

168   (イ) 地域資源農産物のポリフェノール成分含有等特徴的成分

の機能性解析 

169   (ウ) 各特産園芸農産物の特徴を考慮した加工の検討 

平17～19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山間農技 

 

  〃 

佐渡農技 

中山間農技 

  〃 

 

〃 

  〃 

 

  〃 

 

 

佐渡農技 

 

 

食品研園芸特産食品科 

   〃 

 

     〃 

県特     (37) 開発畑の経営安定を目指したダッタンそば、山うど、夏秋い

ちご等の安定生産技術の開発 

     ア  高標高開発畑の特徴を活かした園芸等生産技術の確立 

   (ア) ダッタンそば・山うど等の安定生産技術 

170     a  ダッタンそばの安定栽培法 

171   (イ) 夏秋いちご等の安定生産技術 

   (ウ) 新規景観植物の選定と導入技術 

172     a  直は栽培における生育量と雑草発生量の検討 

173     b  宿根性畑地保全植物の増殖性の検討 

  イ  新たな生産技術の経営的評価 

   (ア) 新たな生産技術の経営的評価 

174     a  ダッタンそば 

  ウ  特産加工品の開発 

175   (ア) ダッタンそば・山うどの成分検討 

 

176   (イ) 加工品の試作 

平19～21 

 

 

 

 
 
高農技 

 

 〃 

 〃 

 

 〃 

 〃 

 

 

基盤研究部(経営流通) 

 
食品研食品工学科、穀類

食品科 
    〃 
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－ I - 13 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (38) 有機物高度利用による環境負荷低減型バイオマス利用栽培

技術の確立 

  ア  施設園芸栽培に適応した低養分堆肥の利用技術の開発 

   (ア) 施設園芸栽培における塩類濃度上昇に及ぼす堆肥の影響

把握 

177     a  県内施設栽培土壌の実態把握 

178     b  低養分堆肥の評価と利用技術の開発 

  イ  肥料代替効果を生かした家畜ふん堆肥利用技術の開発 

      (ア) 家畜ふん堆肥の水稲及び園芸作物に対する養分供給特性

の把握 

179     a  基盤研究部 

180     b  畜産研 

   (イ) 肥料成分のバランスを考慮した堆肥利用技術の確立 

181     a  家畜ふん連用ほ場における土壌化学性の推移 

182     b  肥料としての家畜ふん堆肥の露地野菜栽培への利用 

  ウ  未利用バイオマス資源の有効利用技術の開発 

183   (ア) 果樹せん定枝堆肥の野菜栽培への施用法 

184  エ  バイオマスを用いた環境負荷軽減型栽培技術の実証 

平17～21 

 

平17～19 

 

 

 

 

平17～21 

 

 

 

 

 

平17～21 

 

平18～21 

 
 
 

 

 

園芸研環境科 

畜産研環境・飼料科 

 

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

畜産研環境・飼料科 

 

園芸研環境科 

  〃 

 

  〃 

基盤研究部(栽培環境) 

県特     (39) 野菜生産における環境保全型生産技術の総合体系化 

  イ  農薬代替技術・有機質肥料利用技術の確立 

      (ア) 有機質肥料肥効特性のパターン化 

185      a  有機質肥料の窒素無機化特性の把握 

186     b  有機質肥料を用いた場合の促成いちごの生育特性の把握 

   (イ) 化学農薬代替技術の評価検討 

187     a  病害防除技術の検討 

188     b  害虫防除技術の検討 

  ウ  主要品目における減減栽培の総合体系実証 

189   (ア) アスパラガス(露地立茎長期どり栽培) 

190   (イ) 秋冬ねぎ 

191   (ウ) さといも 

192   (エ) アスパラガス(露地春どり栽培) 

193   (オ) カリフラワー 

194   (カ) すいか (大玉) 

195   (キ) ほうれんそう 

196   (ク) こまつな 

平15～19 

 

 

 

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

園芸研環境科 

 

  〃 

  〃 

 

  〃 

  〃 

  〃 

高農技 

中山間農技 

  〃 

佐渡農技 

  〃 

県特     (40) 食品別に加工しやすい大豆生産に向けた新たな評価法の開

発 

  ア  主要加工要因に関与する大豆成分の検索 

197   (ア) 県内産エンレイの粒径と性状・成分及び耕種・産地間差 

 

198   (イ) 豆腐硬度と豆乳成分 

199   (ウ) 納豆加工における大豆の評価法の検討 

200   (エ) 味噌加工における大豆の評価法の検討 

201  ウ 栽培条件と大豆成分との関係把握 

平19～22 

 

 

 

 

 

食品研穀類食品科、園芸

特産食品科 

食品研穀類食品科 

食品研園芸特産食品科 

   〃 

作物研育種科 

 



14 

－ I - 14 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 

 

    (41) 米の高付加価値化と新規用途向け調製技術の開発 

  ア 調理用途に応じた米調製技術の確立 

202   (ア) 粒大の異なる品種系統の特性把握 

203   (イ) 調理用途に応じた米調製技術の開発（食品研） 

204   (ウ) 調理用途に応じた米調製技術の開発（基盤研究部） 

     イ 米の品質劣化防止技術の開発 

205   (ア) 酵素失活条件の検討 

206   (イ) 酵素失活後の適正な貯蔵条件の検討 

平18～20 

 

 

 

 
作物研育種科 
食品研穀類食品科 
基盤研究部（経営流通）

 
食品研穀類食品科、食品

工学科 

県特 

 

    (42) 県園芸作物中の未解明成分の解析と利用 

207  ア アスパラガス、カリフラワー、自然薯等に含まれる成分解析 

  イ アスパラガス、カリフラワー、自然薯等の有用成分と食味の

関係 

208   (ア) アスパラガス、カリフラワー、自然薯等の有効成分と食味

の関係（食品研） 

209   (イ) 施肥方法がジネンジョ選抜系統早生系品種のイモ肥大に

及ぼす影響 

210   (ウ) アスパラガスの作型・収穫時期や貯蔵方法の違い 

平18～20 

平18～20 

平19～20 

 

 

 

 

 

 

 

食品研食品工学科 
 
 
    〃 
 
中山間農技 
 

高農技 

創造 

 

    (43) 米を利用した粉食文化の創造 

211  ア 用途別高加工性米粉の調製法 

212  イ 製品製造時の特性把握と製品品質の検討 

213  ウ 米粉利用向き好適品種の選定 

平19～20 

 

 

食品研穀類食品科 
食品研穀類食品科 
作物研育種科 

県特     (44) 新たな消費動向に対応したユリ切り花生産技術確立 

     ア 切り花品質コントロール技術の開発 

214   (ア) 球根養成技術の改善による切り花品質の向上 

平16～18 

 

高農技 
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－ I - 15 － 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

1 共同研究

(1)稲体の活力診断に基づく高温条件下での環境 

ストレス耐性評価 

(水稲の高温登熟条件下における高品質米生産技術の

開発) 

研究の背景と目的 

 近年、生育期間の高温気象条件下で産米の品質低下 

や変動が大きくなっている。高温登熟条件での品質低 

下要因を解明し、それに対応した肥培管理技術を確立 

する必要がある。また、高温でも品質の低下しない品

種開発のための、より簡便な選抜手法を確立し、併せ 

て高温登熟性評価のための基準品種を選定する。 

001 環境ストレス耐性簡易評価法の検討 (土田) 

サーモトレーサを用いて高温ストレス耐性を評価す

る方法を検討した。早生品種間では、水稲の群落熱画像

による穂付近温度が低いほど外観品質が高い傾向が認

められたことから、品種間での高温ストレス耐性を評価

できる可能性が認められた。一方、コシヒカリの施肥処

理間でも出穂期頃では同様な関係が認められたものの

温度差が小さく、さらに検討が必要と思われた。 

002 栽植密度、水管理等の要因が後期栄養に及ぼす影

響の検討 (市川・東) 

栽植密度50株、60株/坪の２水準、植え付け本数3.5、

７本/株の２水準、水管理中干し慣行、中干し弱の２水

準、穂揃い期追肥 0、1、2kg/10a の３水準で実施した。

外観品質を向上させるためには、出穂期と各時期との葉

色差や早期倒伏の抑制、根活性の維持が重要であると考

えられた。葉色差は、中干し慣行、穂揃い期追肥の実施

で抑制でき、特に、追肥の効果が高いが玄米ﾀﾝﾊﾟｸ質含

有率を高める。倒伏は中干し慣行、60 株/坪、3.5 本/

株で抑制でき、特に水管理の効果が高い。 

003 分げつ様式の違いが後期栄養に及ぼす影響の検

討 (市川・東) 

施肥時期耕起前(窒素量 3kg/10a)、生育中期(窒素量

1.5,3kg/10a)の３水準、栽植密度 50 株、60 株/坪の２

水準、水管理中干し慣行、中干し弱の２水準で実施した。

整粒歩合は、２次分げつの穂や２次枝梗で低下しやすい

ことや、早期の倒伏程度と高い負の相関が有ることから、

過剰分げつや１穂籾数及び稈長を抑制するため、中干し

を適正に行い、中間追肥の施用を控えることが重要と考

えられた。 

004 緩効性肥料の施肥法及び栽植法が品質に及ぼす

影響の検討 (東・市川) 

緩効性肥料利用の施肥法と植付法が品質に及ぼす影

響を検討した。深植 4 本植及び穂肥 LP20 は登熟後半の

葉色が維持され、一籾重増加量が大きく白未熟粒発生が

少なかった。前年同様、登熟中期の稈基重は出液速度、

葉色差及び白未熟粒発生率との関係がみられた。 

005 高温生育条件下での品質劣化防止のための後期

栄養管理法の開発 (土田) 

被覆尿素の窒素発現パターンが高温登熟における外

観品質に及ぼす影響を検討した。リニア型被覆尿素を基

肥の速効性肥料と配合して本田に施用すると、出穂期以

降も持続的に窒素が供給されるため、登熟期間の葉色値

の低下を抑制できる。高温登熟条件下では、慣行施肥に

比べて基部未熟粒の発生が少なくなり、外観品質が高ま

る傾向が認められた。 

006 玄米品質劣化把握のための高温登熟性検定法の

確立 (石崎) 

玄米の品質を示す良質粒歩合は、かけ流し、ハウス、

プール及び人工気象室の 4 種の検定方法いずれにおい

ても低下し、品種間差が拡大することから、登熟期間の

高温処理は高温登熟性の把握に有効であった。検定方法

間における品種の良質粒歩合の順位は 0.58～0.73 の相

関係数を示し、高温処理の与え方が異なっても高温登熟

性の評価に大きな違いはないと推察された。高温登熟性

の基準品種として、「ふさおとめ」を強、「てんたかく」

「はなひかり」「越路早生」「コシヒカリ」をやや強、

「ひとめぼれ」「はえぬき」「ホウネンワセ」「キヌヒカ

リ」「どんとこい」を中、「味こだま」「加賀ひかり」「扇

早生」をやや弱、「トドロキワセ」「越の華」を弱に区分

した。ただし、中生品種である「コシヒカリ」「キヌヒ

カリ」「どんとこい」は、登熟温度が他の早生品種に比

べて高温処理で0.3℃程度、一般圃場で0.5～0.9℃低く、

高温登熟性が強めに評価された可能性があるため参考

品種とした。 

(2) 食味向上に向けた穀物乾燥技術の開発と適応性評

価 

研究の背景と目的 

籾殻混合貯留乾燥時の乾燥温度の相違による米粒成

分の粒内移動特性等内部品質の分析を行い、異なる乾燥

温度が米品質に及ぼす影響を明らかにし、最適の乾燥温

度を探る。 

007 混合貯留乾燥による米の内部品質評価  

(吉井・赤石・本間) 

籾殻混合貯留乾燥時の乾燥温度の相違による米粒成

分の粒内移動特性等内部品質の検討を行った。成分含量

の面では乾燥温度が高くなるほど糠部の全糖は減少し

やすく、還元糖・アミノ酸は内部に残存移行しやすい成

分であると考えられた。さらには、乾燥温度が高くなる

ほど 70％以下区分の胚乳中心部でのタンパク質含量が

高くなることが認められた。 
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－ I - 16 － 

(3) 種子伝染性病害の無毒化技術を中心とした健全種

子生産技術の開発 

研究の背景と目的 

ダイズ褐斑粒は植物ウイルスの感染により発生し、ダ

イズの品質低下をもたらす。主に保毒種子が翌年の伝染

源となるため、一般圃場における褐斑粒発生を抑制する

には、健全種子の生産が必要である。そこで、褐斑粒原

因ウイルスの県内分布を調査するとともに、従来のウイ

ルス対策技術の効果の検証と、これらの技術と保毒種子

率軽減技術を組み合わせた総合的褐斑粒発生防止技術

を開発する。 

008 CucumovirusおよびPotyvirusの分布 
(黒田・佐藤・石川) 

褐斑粒の原因ウイルスの県内分布を調査した。県内よ

り採取した 170 株のウイルス症状を示すダイズ株のう

ち、15株がPSV、その他からは新種のPotyvirusが検出
された。以上から、県内で発生するダイズウイルス病の

病原ウイルスは、褐斑粒を発生させない新種の

Potyvirusであると考えられた。 
009 殺虫剤（粒剤、種子塗沫剤）の効果  

(黒田・佐藤・石川・阿部) 

播種時に施用するエチルチオメトン粒剤は約 1 ヶ月

間、チアメトキサム水和剤塗沫では 2～3 週間殺虫効果

が持続した。ほ場におけるアブラムシ防除は褐斑粒発生

抑制に有効であったことから、作業性や防除計画を考慮

し薬剤を選択する必要があると考えられた。 

010 ウイルスの種類・発生程度が感染株除去効率に与え

る影響       (黒田・佐藤・石川・阿部) 

抜取効率に与える影響を調査するために、SMV と CMV

をほ場のダイズに接種し、それぞれ多発区と少発区を設

定した。抜取効率は、CMVよりもSMVが有意に高かった

が、発生程度の多少では差が無かった。以上から、ウイ

ルス感染株の抜取効率は、症状の強弱に影響され、発生

程度には影響されないと考えられた。 

011 感熱処理と感染株除去を組み合わせた褐斑粒発生

防止技術の現地実証  (黒田・佐藤・石川・阿部) 

種子の乾熱の有無と抜取の有無を組み合わせた 4 種

類の区を設定し、収穫物の褐斑粒率を調査したところ、

各処理は無処理に比較し有意に褐斑粒率を抑制した。特

に、乾熱処理はダイズの生育に大きな影響を与えず、ウ

イルス感染株除去と組み合わせて行うことで、褐斑粒発

生を抑制できると考えられた。 

(4) 抗菌性飼料添加物に頼らない豚肉生産技術の検

討 

研究の背景と目的 

BSEや鳥インフルエンザ等の疾病の発生に伴い食の安

全・安心への消費者の関心が高まっている。現在、家畜

の飼料には抗菌性飼料添加物が一部用いられているが、

薬剤耐性菌の発生に対する懸念などから成長促進目的

での飼料への添加を国際的に禁止する動きがある。この

ため、これに代わる天然物質等が求められており、近年、

マウスで免疫細胞等を活性化するマイタケ子実体抽出

物の効果が注目されている。そこで、新潟県が全国シェ

ア 64％を占める特産品である「マイタケ」を用いて、

豚に対する免疫機能活性効果の解明と抗菌性飼料添加

物に頼らない豚肉生産技術について検討する。 

012 子豚に対するマイタケ給与の影響 (大久保) 

マイタケと抗菌性物質の飼料添加が、豚の生産性およ

び免疫機能活性効果に与える影響について、現在分析検

討中。 

013 母豚へのマイタケ給与が子豚に及ぼす影響(藤井) 

分娩２ヶ月前から母豚にマイタケを給与し、分娩から

離乳までの子豚の発育および免疫活性効果への影響に

ついて、現在分析検討中。 

014 マイタケの免疫機能活性効果の解明 (大久保) 

マイタケ抽出物のβ－グルカンを豚へ給与し、豚の免

疫機能に与える影響について、現在分析検討中。 

(5) 稲発酵粗飼料、稲わら等自給粗飼料と地域資源を活

用した発酵TMR調製・給与技術の開発 

研究の背景と目的 

新たな「食料・農業・農村基本計画」の中で新たな食

料自給率目標が設定され、その向上に取り組むことが農

政の最重要課題に位置付けられている。畜産分野では、

飼料自給率を 24％（Ｈ15）から 35％（Ｈ22）に高める

ことが目標として設定されている。この目標を達成する

ためには、水田において稲発酵粗飼料をはじめとする飼

料作物の生産拡大と併せて、利用率の低い稲ワラの有効

活用、食品製造副産物等の活用が不可欠となる。そこで、

地域で生産される稲発酵粗飼料、稲ワラおよび食品製造

副産物等を積極的に活用した給与メニューを検討し、広

域流通を想定した発酵 TMR の調製法およびその給与技

術を開発する。 

015 酵素、添加物等利用により生産した稲ワラおよび稲

発酵粗飼料の飼料特性を評価 (関) 

アミノ母液添加した生稲ワラを発酵させた後、自給粗

飼料の一部を代替した発酵TMRを調整し、乳牛を用いた

消化試験を実施したところ、同等のエネルギー価があっ

た。 

016 発酵TMR調製法の検討および飼料特性評価 (関) 

発酵TMRは未発酵のTMRに比べてエネルギー価の低下

はない。また、稲発酵粗飼料を主な主原料とした発酵

TMRおよび稲わら混合発酵TMRのエネルギー価は流通乾

草を主な原料とする発酵TMRと同等である。 

017 発酵TMRの給与が乳生産に及ぼす影響について 

 (関) 

イネ発酵TMRの乳量はフレッシュTMRに比べ増加する
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傾向にあるが、乾物摂取量および乳成分率では差はない。

また、イネ発酵TMRの乾物摂取量および乳生産は流通乾

草を主な原料とする発酵TMRと同等で、ルーメン内発酵

や血液性状の異常は認められない。 

(6) 畜産新技術の取組（平成17年度開始共同試験） 

研究の背景と目的 

胚移植技術を普及定着させるためには、胚の長期保存

技術が不可欠である。近年、ガラス化法の改良により、

胚の保存後の生存率が飛躍的に向上している。しかし、

従来の緩慢凍結法と比べ、手技等が煩雑で融解が簡易に

できない欠点がある。ガラス化保存技術を簡易で汎用性

の高い保存技術として確立し、現場に普及させることを

目的とする。 

018 ガラス化保存受精卵の直接移植に向けた検討 

 (内山) 

直接移植が可能な牛胚ガラス化保存である

GESXP2020(Ｆ式)とVSED-EGSは、良質な体内胚では生存

性及び受胎性ともに従来の緩慢凍結法と同等の成績で

あり、野外での活用が可能である。また、GESXP2020(Ｆ

式)は低質の培養した胚等の保存には有効な保存方法で

あると考える。 

(7) 畜産新技術の取組 

研究の背景と目的 

酪農経営、肉用牛経営において目的に応じた子牛の生

産を行うためには、性判別胚の供給が必要である。また、

PCR 法に変わって LAMP 法によりそれまでよりも迅速か

つ簡易にウシ胚の性判別ができるようになった。そこで、

LAMP 法による性判別受精卵を効率的に生産し、フィー

ルドでの有効活用を図る。 

019 ガラス化ストロー内希釈法における希釈液の検討 

 (中川浩) 

性判別胚のガラス化保存時、ストロー内に胚と一緒に

封入する希釈液の検討を行った。本年度は実験室融解し

た場合と現場で融解した場合との比較も行っている。ガ

ラス化保存した胚の生存性はいずれの試験区も良好で

あり、移植成績はデータを収集中である。 

(8) 地球温暖化が農林水産業に及ぼす影響の評価と高

度対策技術の開発 

研究の背景と目的 

連作水田、転換畑におけるGHG発生の実態を把握して、

より合理的に GHG 発生を抑制する土壌管理技術を構築

する。また、土壌有機物変動の実態等から土壌炭素収支

を把握して、土壌の炭素蓄積量を増大するため土壌管理

技術を開発する。 

020 連作水田、転換畑におけるＧＨＧ発生実態 

 (白鳥・丸山) 

連作水田、畑転換2年目のほ場におけるメタンおよび

亜酸化窒素放出量を温暖化ポテンシャル(GWP)に換算し

た。水田のGWPは転換畑よりも約14倍も大きかったが、

GWPに対する寄与のほとんどは水田からのメタン放出に

よるものであり、水田から放出されるメタンの削減技術

を早急に確立する必要があると考えられた。 

(9) ドリン系農薬汚染土壌の総合管理技術の開発 

研究の背景と目的 
ドリン類は使用を中止してから 30 年以上が経過してい

るが、未だにきゅうり果実では残留基準を超えて検出され

る場合がある。このため、きゅうり果実中のディルドリン濃

度を基準値以下に低減する技術の開発および生産現場

への普及が緊急の課題となっている。そこで、本研究で

は活性炭施用によるきゅうり果実中ディルドリン濃度低減

技術を確立し、現場利用型マニュアルの作成に資する。 

021 活性炭施用のディルドリン吸着持続効果の確認 

 (横山・佐藤) 

粉状活性炭では施用後 4 年目においても安定した

ディルドリン吸収抑制効果が認められた。液状活性炭で

は、処理５年目になるときゅうり果実中のディルドリン

濃度が上昇傾向に転じたため、１回の活性炭処理の持続

効果は４年程度であると考えられる。ただし、持続性は

活性炭処理前の土壌中ディルドリン濃度に影響を受け

る。 

(10) 米粉の加工適性評価技術の確立と育成品種のパ

ン・菓子類への利用                            

研究の背景と目的 

パン・菓子類に求められる米粉特性を調査解析するこ

とで新たな評価基準を作成し、用途に適した米粉製造や、

適性の高い品種のパン・菓子類への利用を促進する。 

022 米粒成分と米粉特性、作業性に関わる諸特性との関

連解明と評価方法の検討 (髙橋(誠)・本間) 

米粉のでん粉損傷度は品種により異なったが、北陸

166 号で特に低かった。粒度構成は北陸 166 号、春陽、

夢十色で300mesh通過割合が高かった。米粉の飽和吸水

量はアミロース含量と相関が認められた。米粉ミックス

のアミログラフは、米粉のみより粘度が低い傾向が見ら

れた。ファリノグラフ500BU吸水率はアミロース含量と

の相関が認められた。同一生地粘度（ファリノグラフ

500BU）での製パンでは、パンのケービング率等でアミ

ロース含量の影響が推察された。 

023 製品製造時の特性把握と製品品質の検討 

 (髙橋(誠)・本間) 

ファリノグラフ粘度を変化させた場合の特性は、品種

により異なった。同品種でも生地粘度が変わるとパン比

容積に差が生じ、最大比容積を示す生地粘度は品種によ

って異なった。シュー皮製造ではスノーパール、はなえ

まき、北陸166号で作業性が低かった。シュー品質では

最大シュー体積を示すアミロース含量の存在が示唆さ

れた。 
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(11) 山菜を利用した機能性食品の開発 

研究の背景と目的 

新潟県に自生、栽培されている地域特産的野菜、山菜

などには、未解明の機能及び成分を含有するものが多く

ある。そこで、本県山菜類の新たな機能性を解明し、山

菜類に機能性情報を付与すること、また新たな機能性食

品を開発する。 
024 血圧上昇抑制機能評価、抗酸化機能評価 

 (浅野・西脇・佐藤(嘉)) 

前年度未調査の山菜類の血圧上昇抑制機能、抗酸化機

能の評価を行った。血圧上昇抑制機能の評価において、

ウワミズザクラ花穂とウドの葉が ACE 阻害率 70％を超

える数値を示した。抗酸化機能評価では、フキの葉柄が

高い抗酸化能を示し、ミョウガの抗酸化能は低かった。

エゴマでは茎より葉、白より黒エゴマがやや高い数値を

示した。キノメでは熱処理において蒸した方が煮たもの

より高い数値を示し、成長した芽では先と元で差は少な

かった。 

025 ベタシアニン類の分析 (浅野・西脇・佐藤(嘉)) 

山菜類の色素分析に際し、アカザ科、ヒユ科、タデ科

等の科に特有なベタシアニン分析条件を検討した。ポス

トカラム加熱システムをカラム出口に配した HPLC 分析

により、ベタシアニン類のピークは加熱により面積が減

少した。加熱温度90℃でピーク面積は半減し、140℃以

上の加熱条件で1%以下に減少した。 

026 アントシアニンの分析 (浅野・西脇・佐藤(嘉)) 

山菜類の色素分析に際し、ナツハゼ、ヤマブドウ、ウ

ワミズザクラ等の果実に含有されるアントシアニンの

分析方法を検討した。ポストカラム加熱システムをカラ

ム出口に配した２次元 HPLC 分析により、部分分解され

たDp、Cy、Pt、Pg、Pn、Mvの各アントシアニジンは2.2、

5.3、6.3、11.2、14.2、15.8 分に検出された。また、

結合している糖についても結合情報が得られた。 

027 乾燥タケノコ製造法の開発 

 (佐藤(嘉)・西脇・浅野) 

山菜類の中でも中山間地域に多く植栽されているタ

ケノコを風味保持に重点を置いた加工方法を検討した。

乾燥タケノコの製造工程には冷凍処理が必要で、吸水し

易く、復元が良好となった。風味を生かした乾燥タケノ

コの製造工程は、蒸し加熱では60分、茹で加熱では30

分処理を行い、厚さ2cmの輪切りにし、冷凍する。解凍

後は 60℃・48 時間乾燥することにより簡易に製造でき

た。 

028 山菜茶の試作 (佐藤(嘉)・西脇・浅野) 

山菜類の中でもお茶として飲料に適しているものを、

多くの山菜を用いて試作することにより評価した。それ

ぞれのお茶を試作したが、有望なお茶素材としては、ウ

ワバミソウ、オオバギボウシ、木の芽、マタタビ、オヤ

マボクチ若葉、ウド葉などが得られた。山菜茶は、その

山菜特有の香りがあるが、生で香りが強くとも乾物にす

ると全般に香りが薄くなる傾向があった。 

029 ウワミズザクラのリキュール類の開発 

 (浅野・西脇・佐藤(嘉)) 

ウワミズザクラの未開花の花穂から生成する香り成

分のベンズアルデヒドに着目しエタノール抽出条件を

検討した。ウワミズザクラの未開花の花穂や果実から生

ずる、香り成分のベンズアルデヒドは酢酸酸性条件下、

或いは加熱処理により生成が半減又は大幅に抑制され

た。香り成分含量及び抽出液の色調から総合的に判断す

ると、抽出前に凍結処理を行い、低温で抽出する方法が

最も適当な条件と考えられた。 

030 ナラ類種実リキュール類の開発 

 (浅野・西脇・佐藤(嘉)) 

ナラ（コナラ、ミズナラ）類種実の機能性成分の主と

なるポリフェノール成分に着目しエタノール抽出条件

を検討した。種皮無種実抽出液はエラグ酸が非常に高濃

度であったが、非常にえぐみを有していた。エタノール

抽出液中のポリフェノール含量、着色程度、官能評価等

を総合すると、本年度の結果からは、緑色種皮付きの種

実を用い60%エタノールで抽出を行ったものが最適と判

断された。 

031 ナツハゼのリキュール類の開発 

 (浅野・西脇・佐藤(嘉)) 

ナツハゼ果実のアントシアニンに着目しエタノール

抽出条件を検討した。06 産果実を使用したエタノール

抽出では、いずれの区も果実からの色素抽出は非常に効

率が低く、より効率的な抽出方法が必要であった。ナツ

ハゼのエタノール抽出液を利用する時の希釈等を考慮

すると、抽出条件には酸性、低温が必要であり、果実は

破砕或いは冷凍処理等により、色素が効率的に抽出され

るよう工夫する必要があった。 

(12) 水田からのメタン発生抑制技術の定量的評価 

研究の背景と目的 

水稲生育中～後期における土壌の水分、収縮、酸

化－還元の状況を把握して中干し程度の指標化を

検討するとともに、間断灌水による土壌養水分供給

量、メタンガス発生量の変化を測定して、地球環境

に優しく、米の高品質化のための水稲生育後期の栄養状

態に適した水管理手法を検討する。 

032 土壌有機物がメタンガス発生に及ぼす影響の定量

的評価 (白鳥・志賀・藤牧・前田・丸山) 

暗渠施工を伴うほ場整備により、排水不良の水田から

のメタン放出量を約 60％削減できる。また、排水不良

の水田では消雪から耕耘までの無降雨日数が増えるほ

どメタン放出量は少なくなり、メタン放出量の年次間変

動に春先の気象条件が大きく関わっていることが示唆
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された。 

033 土壌の酸化－還元とメタン発生量の関係把握 

     (白鳥・志賀・藤牧・前田・丸山) 

整備ほ場における土壌の全炭素、全窒素は未整備ほ場

よりも 30％程度少なく、仮比重、固相率も整備ほ場で

未整備ほ場より大きいことから、土壌有機物の減少に伴

って土壌が硬く締まった状態に変化したことが示唆さ

れた。暗渠施工を伴うほ場整備により機械の走行が可能

な地耐力は確保できるが、土壌有機物が減少して保水力

が低下していることから、有機物の投入による土づくり

が必要と考えられた。 

034 生育中期の水管理が作物体に及ぼす影響評価 

   (白鳥・志賀・藤牧・前田・丸山) 

暗渠施工を伴うほ場整備により、整備ほ場での水稲収

量構成が穂重型から穂数型へと変化し、整備ほ場での収

量、一穂籾数に消雪から春先まで、あるいは中干しから

出穂までの期間の無降雨日数が影響していることがわ

かった。整備ほ場では土壌の保水力が低下していること

がこれらの要因と考えられ、水稲生育中後期の水管理に

配慮する必要があると考えられた。 

(13) 新染色体倍加法を用いた種子繁殖及び早期開花性

ユリの開発 

研究の背景と目的 

輸入球根隔離検疫制度の撤廃によりオランダ産球根

が大量に輸入され、国内の球根・切り花産地は厳しい国

際競争を強いられている。そこで競争力のある産地を育

成するため、新染色体倍加法を用いたオリジナル品種を

開発する。 

035 花粉の倍加による種間雑種の稔性回復 

 (大塚・小田) 

種間雑種（ＬＡハイブリット）‘クーリア’‘カプレ

ット’‘セベコデジール’において、笑気ガス処理によ

る花粉稔性回復率を向上させるための最適な処理時期

は花蕾長５mm 前後であることを明らかにした。稔性回

復花粉をシンテッポウユリに交配したが胚は得られな

かった。 

036 受精卵処理による種間雑種の稔性回復(大塚・小田) 

笑気ガス処理を交配後１日目、３日目、５日目、７日

目に行った。笑気ガス処理による稔性回復率は得られた

種子をフローサイトメトリー（新潟大学所有）により分

析し、確認する。 

(14) 農業環境規範に適合する家畜ふん堆肥の肥効評価

システムの確立 

研究の背景と目的 

家畜ふん堆肥について農業環境規範で求められる適

正な施肥を行なうために、家畜ふん堆肥中窒素成分の迅

速な肥効評価法の開発、肥効の検証、適正利用促進ツー

ルの開発等により併用する化学肥料の施用量を過不足

なく決定するシステムを構築する。 

037 家畜ふん堆肥の緩効的窒素成分評価法の開発 

 (小柳) 

AD可溶窒素量と12週培養無機化窒素量との間には土

壌の種類によらず一定の関係が認められ、AD 可溶窒素

量に基づく緩効的窒素の評価法を普遍化できた。AD 可

溶有機物や AD 可溶窒素の分析法を簡略化し、実用的な

総合評価法(二次案)を構築した。 

038 牛ふん堆肥の窒素肥効評価法の検証 (小柳) 

(1) キャベツのポット栽培試験において供試した堆

肥の窒素肥効量はいずれも AD 可溶窒素との間にほぼ

y=0.5x－2.5 の関係にあり、夏期 2～3 月間程度の窒素

肥効量は AD 可溶窒素含量により推定できることを再検

証した。(2)水稲とキャベツ現地栽培試験で、堆肥の窒

素肥効を評価法等により予想し基肥より差し引くこと

により、通常施肥区と同等の収量が得られることを実証

した。 

(15) マルチラインの持続的利用に向けたいもち病流行

予測システム 

研究の背景と目的 

マルチラインでは全ての構成系統を侵す新レースに

よる抵抗性の崩壊が懸念されており、多犯性レースの発

生を回避または頻度を低く維持するための利用法を明

らかにする必要がある。そのためにレース長期変動予測

モデルの利用が有効である。そこで、共同研究機関が作

成するモデルの重要なパラメータである突然変異菌の

出現率および越冬菌量、施肥による穂いもち感受性変動

を明らかにする。 

039 突然変異菌出現頻度の測定 (石川・黒田・佐藤) 

イネいもち病菌の病原性変異菌出現頻度について、胞

子形成をオートミール培地上とイネ葉身の病斑上で行

う場合を調査した。出現頻度は葉身の病斑上で2.6×10
－6～1.1×10－5かそれ以下、培地上では 2.8×10－6～9.4

×10－５と推定され出現したレースの種類も多かった。

培地では病斑に比べ出現頻度が高い可能性が示唆され

た。 

040 越冬菌量の推定 (佐藤・黒田・石川) 

伝染源を設置した場内試験ほ場および現地の自然発

病ほ場で、穂いもちの発病程度を調査するとともに穂を

採取し保菌籾率を調査したところ、現地ほ場では穂いも

ち発病程度と保菌籾率に正の相関が認められた。発病程

度と保菌籾率の関係は、年次が違ってもほぼ一定であっ

た。しかし、場内ほ場では穂いもち発病程度が低く、明

瞭な相関は見られなかった。 

041 施肥量が穂いもち発病に及ぼす影響 

 (佐藤・黒田・石川) 

穂肥施用量と穂いもちの発病程度の関係について調

査した。ほ場試験では穂肥施用量が増加すると穂いもち
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発病程度が上がったが、施用量が多い区で判然としなか

った。ポット試験では、葉色と発病程度に正の相関が見

られ、穂肥の有無による発病程度に差が見られたものの、

施用量による差は小さかった。 

(16) 土壌病原菌や有害線虫を駆除する薫蒸作物の開発

と利用方法の確立 

研究の背景と目的 

グルコシノレート含量が多いチャガラシやク

レオメを育成し、土壌病原菌や有害線虫を減らす

薫蒸作物を育成する。その後、これら薫蒸作物の

栽培方法や鋤込み方法を確立し、土壌病原菌・有

害線虫・雑草抑制効果とその機作を明らかする。

本研究により、消費者が求める農薬に頼らない農

業に寄与できる。 

042 薫蒸作物による土壌病害抑制効果の確認 (前田) 

トマト青枯病に対する発病抑制効果は、チャガラシお

よびクレオメの系統間で異なることが明らかとなった。

クレオメの試験結果から、作物体に含まれるグルコシノ

レート量が高い系統ほど青枯病の発病抑制効果が高い

と推察された。 

043 薫蒸作物の線虫抑制効果の確認 (前田) 

チャガラシおよびクレオメの各系統を土壌に鋤込む

ことで、ネコブセンチュウ被害を軽減できたが、供試し

たクレオメは栽培期間中にネコブセンチュウの宿主と

なることが明らかとなった。 

044 薫蒸作物の効果的鋤込み方法の確立 (前田) 

グルコシノレート含量の異なるクレオメ 4 系統を用

いて、土壌鋤込み後のイソチオシアネート（ITC）発生

量と土壌中の青枯病菌に対する殺菌効果を調査した結

果、グルコシノレート含量が高いほど、鋤込み後の青枯

病菌に対する殺菌効果は高いことが明らかとなった。ま

た、土壌水分の違いによる影響を調べた結果、水分含量

が高いほどITC発生量は低下し、土壌中の青枯病菌への

殺菌効果は低下した。一方で、高土壌水分条件であれば

グルコシノレート含量に関係なく、土壌鋤込み後の還元

化によって土壌中の青枯病菌数を減少させる可能性が

認められた。 

045 薫蒸作物の鋤込みによる土壌微生物への影響調査

 (前田) 

チャガラシおよびクレオメの鋤込み後の土壌を用い

て土壌糸状菌群集の特徴的なバンドのシークエンスを

試みたが、菌種を同定することはできなかった。また、

土壌微生物活性を調べた結果、チャガラシ、クレオメに

特異的な反応は認められなかった。 

(17) 北陸の気象・重粘土壌条件下での高商品性省力果

樹栽培技術の開発 

研究の背景と目的 

水田農業を基盤とする北陸地域において収益性の高

い果樹部門導入等による経営基盤強化が課題となって

いる。そこですでに導入されている西洋なしについて高

品質果実生産のための優良台木利用技術の開発と商品

性向上を図る。また、水稲育苗ハウスを有効利用するた

めのぶどう栽培技術の開発に取り組む。 

046 自然分解性ポット等を用いた幼苗安定供給技術の

確立 (松本・本永) 

マメナシの茎頂培養時期前進で、接ぎ木時に十分な生

育量が確保でき、さらに、冷蔵した休眠枝を接ぐことに

より、生育の揃ったジフィーポット苗が1年で育成でき

ることが明らかになった。 

047 植え傷みのない根域管理による大型苗木の安定供

給技術の確立 (松本・本永) 

不織布ポットを利用した苗木の植え痛み防止効果とポット

の種類、定植方法等の利用方法を明らかにした。 

048 挿し木繁殖方法の検討 (松本・本永) 

本年は全般に発根率が低く、実用化のためには発根安定

化技術開発が必要と考えられた。 

049 品質評価指標の確立 (松本・本永・棚橋) 

果実外観品質画像ファイリングシステムを構築し、外

観不良果の発生原因及び考えられる対策と合わせ、携帯

型の「外観品質評価チャート」を開発した。 

050 水田転換畑における台木が果実品質に及ぼす影響 

 (松本・本永・棚橋) 

マメナシ台樹とヤマナシ台樹の根群調査を行い、マメ

ナシ台樹の根はヤマナシ台樹に比べ根量は少ないもの

の、根域分布は深層まで及んでおり、これが品質向上に

影響していると推察された。 

051 園地環境、栽培管理が果実品質に及ぼす影響 

 (松本・本永・棚橋) 

マメナシ台「ル レクチエ」の外観不良果発生園を対

象に園地環境と果実品質との関係について解析し、園地

環境や栽培管理の改善により、果面汚れの発生程度を軽

減できることを確認した。輪紋病の胞子飛散消長から適

切な袋掛け時期を示した。 

052 アーチング整枝における樹形確立技術と収量構成

要素の検討 (根津・本永) 

主枝長はハウス間口中間部までとし、棚下側枝は返し

枝を利用して確保することが着生新梢数及び着房数の

面で有効であることを明らかにした。また、10ａ当たり

1000kgの安定した収量を得るには１樹当たりの新梢数、

着房数を30程度とするのがよいことを明らかにした。 

053 ハウス被覆時期の検討 (根津・本永) 

水稲育苗終了後はハウスサイドを開放管理すること

により、５月の高温による葉やけ等の障害を回避できる

ことを明らかにし、さらに、７月下旬からのハウスビ

ニール除覆と環状はく皮処理を組み合わせることで収

穫期を半月～1ヶ月早められることが判明した。 
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054 栽培マニュアル・経営モデルの作成 

 (根津・本永) 

ピオーネでは 1 樹当たりで平均 20 房、８ｋｇ程度の

収量となった。10a 換算では 1.1t となり、ほぼ成木並

みの収量を得ることができた。水稲育苗期間中のぶどう

管理についても、特に問題となることは発生していない。

栽培マニュアルの作成については管理内容の把握とあ

わせて販売実績のデータ収集を行った。 

(18) 土壌微生物群集制御による土壌病害抑止力誘導技

術の開発 

研究の背景と目的 

農業における環境保全と食の安心安全という利益を

確保しつつ、農業生産の安定化を図るため、土壌燻蒸剤

などの化学農薬によらず、作物生産土壌（土着微生物）

が本来有する発病抑止力を誘導し病害抑制をおこなう。 

055 発病抑止土壌および連作障害土壌における土壌微

生物性評価 (前田) 

土壌理化学性を調べた結果、発病抑止土壌と半身萎凋

病発生土壌に違いは認められなかったが、発病抑止型土

壌における土壌微生物の多様性、抑止率は一般圃場に比

べて高いことが明らかとなり、土壌微生物が発病抑止機

構に関与していることが推察された。 

056 土壌病害抑止技術の組み立てのための分析手法の

検討 (前田) 

土壌微生物群集構造の簡便な評価法として、バイオロ

グ懸濁液法の改良を行った。トマトハウス土壌を対象に

オムニログシステムを用いた新たな手法の有効性を明

らかにした。トマトの青枯病の多発土壌では、少発生お

よび未発生土壌に比べてオムニログ法の発色値は高い

傾向が認められた。 

057 土壌還元消毒法による土壌微生物への影響評価 

    (前田) 

土壌還元消毒を行った結果、土壌微生物の多様性、抑

止性および発色積算値が高まることが明らかとなった。

蒸気消毒を行った土壌でも、土壌微生物の多様性、抑止

性は高い値を示した。土壌診断用バイオセンサーで分析

した結果、両消毒土壌とも、無処理土壌に比べて青枯病

菌の示す呼吸活性は低下することが明らかとなった。 

058 土壌病害抑止技術の組み立て (前田) 

トマトハウス土壌等を対象に、土壌微生物診断手法に

よる分析データーを収集した。トマトハウス土壌の多く

は土壌微生物の多様性、抑止性および発色積算値が低い

傾向にあり、その特徴は青枯病多発生土壌において顕著

であった。 

(19) えだまめの剥き豆調整による新形態加工食品の製

造技術の開発 

研究の背景と目的 

当県の主要品種である新潟茶豆は水田転作等へ

の導入から生産量が増加しているが、それに伴い

規格外品も増加し、有効利用法が課題となってい

る。莢剥き機が開発され、規格外品の剥き豆加工

に目途がついた。そこで剥き豆製品の差別化を図

るために食味に関与する成分である糖、アミノ酸

を近赤外透過法での定量法を確立し、一粒での判

別技術を開発する。 

059 新潟茶豆の場内サンプルでの検量線の作成と現地

サンプルへの適応性の検討 (本間・長谷川) 

センター内で栽培したサンプルにより作成した生剥

き豆、ゆで剥き豆それぞれの近赤外透過法の検量線は、

現地サンプルへの適合性がやや低く、現地サンプルを入

れて検量線の作成が必要であった。 

060 新潟茶豆の現地サンプルに適応する検量線の作成 

 (本間・長谷川) 

現地サンプルを入れて検量線を作成することにより、

精度の向上が図られ、栽培地の異なるサンプルに対して

適合する生剥き豆及びゆで剥き豆の両方に適合する可

溶性糖、総遊離アミノ酸、グルタミン酸、アラニンの近

赤外透過法の検量線が得られた。 

061 多品種に適応できる汎用型検量線の作出 

 (本間・長谷川) 

極早生品種から晩生品種 12 品種に対し、生剥き豆、

ゆで剥き豆それぞれで近赤外透過法の可溶性糖、総遊離

アミノ酸の検量線が得られた。 

062 食味予測式の作成と良食味判定基準の設定 

 (本間・長谷川) 

総遊離アミノ酸濃度と収穫後のゆでるまでの積算温

度により作成した予測式により、「新潟茶豆」の食味を

予測できることが明らかになった。また、これを基に良

食味えだまめの選別基準を設定した。 

063 収穫前追肥の施用法 (本間・長谷川) 

食味向上を図るために、収穫前追肥を慣行の粒状肥料

施用に代えて、収穫前の葉面散布を行ったが、結果は判

然としなかった。 

064 先刈による倒伏防止 (本間・長谷川) 

７葉期に主茎と初生葉節の分枝の生長点付近で先刈

することで収量は減少したが、倒伏の軽減が図られ、呈

味成分含量への影響も見られなかった。 

065 食味を落とさない作業工程の検討 

 (本間・長谷川) 

収穫後早く予冷を開始するほど食味の維持が可

能であった。良食味を維持するには、収穫後６時間

半以内に鮮度保持フィルムに入れ、予冷を開始す

ることが必要である。 
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(20) 現場ニーズ把握と新技術の迅速な普及のための調

査 

研究の背景と目的 

ユリ茎枯症の発生には、植物ウイルスが関与する可能

性が高いことがこれまでの研究で明らかになった。そこ

で、球根養成ほ場および切り花生産ほ場における植物ウ

イルスの汚染状況の把握して、茎枯症との関係を調べる。 

066 球根養成ほ場におけるウイルス汚染実態 

 (棚橋・小田・横山) 

県内 6 ヶ所の球根養成ほ場においてウイルス病の発

病調査およびウイルス感染状況を RT-PCR 法で調べた。

その結果、養成ユリ株のウイルス病の発生はほとんどな

かった。ウイルスの感染率は、LSV（0～4％）、LMoV（0

～5％）、CMV（0～1％）であった。 

067 ユリ切り花生産ほ場におけるユリ茎枯症の発生実

態 (棚橋・小田・横山) 

県内 7 ヶ所の切り花栽培ほ場において茎枯症の発生

実態調査をおこなった。茎枯症の発生は少なかった。茎

枯症株の多くは、葉にモザイク等のウイルス病様の症状

を生じた。健全株がウイルスの感染がないまたは極めて

低いのに対し、茎枯症株は高率にLMoVに感染していた。 

(21) マルチライン用異品種混入・花粉交雑検定ネガ

マーカーの開発 

研究の背景と目的 

コシヒカリ BL のいもち病害抑制効果を維持するには、

交雑による抵抗性遺伝子脱落系統や他品種の混入を防

止する必要がある。しかし、目視形質による混入株・交

雑株の選抜・抜き取りが困難なため、検査法の早急な開

発が求められている。本課題では、他品種の混入・交雑

が生じた場合にのみPCR増幅バンドが検出され、異品種

混入・花粉交雑を効率的に検定できるDNAネガマーカー

セットを、「コシヒカリ新潟BL1～4号」の4品種につい

て開発し、問題の解決を図る。 

068 ネガマーカーセットの開発 (橋本) 

コシヒカリ新潟 BL1～4 号について，特定の染色体領

域の塩基配列情報をもとに，SNP（１塩基多型）マーカー

を作成した。これらのマーカーのうち，コシヒカリ新潟

BL1～4号のみ増幅を生じないマーカー（ネガマーカー）

を複数選抜し，ネガマーカーセットを開発した。 

069 コシヒカリ新潟ＢＬ１～４号の純度検定技術の確

立 (橋本) 

068で開発したネガマーカーセットを用いて，コシヒ

カリ BL1～4 号の原種または原原種 288 個体の検定をそ

れぞれ行った結果，異品種および交雑種子の混入は確認

されなかった。このことにより，種子生産現場において

ネガマーカーセットによる種子の純度検定の可能性が

示唆された。 

 

2 共同・プロジェクト研究 

(22) 新潟県における飼料用イネ－高品質大麦輪作シ

ステムの確立（北陸における高品質大麦－飼料用

イネ輪作システムの確立） 

研究の背景と目的 

国産飼料の確保、県産大麦の品質向上及び水田高度利

用による所得確保の視点から、重粘土地域における飼料

稲と高品質大麦を組み合わせた収益性の高い輪作体系

の確立が急がれている。そこで、[飼料稲－大麦－飼料

稲]の２年３作輪作体系における飼料専用稲の飼料特性

を明らかにするとともに、飼料稲あとの大麦の高品質安

定生産技術を確立する。 

070 飼料用イネの給与技術の開発 (関) 

収穫時期の異なる稲発酵粗飼料の給与が乳生産に及

ぼす影響を分離給与方式で比較検討したところ、乳量

30kg 程度の乳牛に給与する流通乾草の半分程度を、出

穂後12日～33日に収穫調製した稲発酵粗飼料に代替し

ても同等の乳生産が可能であることが確認された。 

071 飼料用イネの供給システム (守屋) 

飼料イネの取り組みにおいては、耕種農家・畜産農家

の意識のズレが見られ、それは主に技術面よりも経営的

な意識レベルの要因による。このズレを解消し、導入・

定着を図るには JA 等による協議会の設立と消費者視点

による製品差別化に取り組むことが重要であり、それぞ

れ発展段階別の取り組みが必要である。 

072 飼料用イネを用いた乳製品の製品差別化方策  

                                   (守屋) 

消費者は乳製品の購入時に飼料を重視しており、飼料

イネ WCS を利用することで 30～50 円／L の価格上乗せ

が期待できる。また、販売する際は、地域性を考慮した

PR項目を加え、かつPR項目を店頭用と啓蒙用に使い分

けることで効果的な販売促進が可能となる。 

073前作飼料イネが大麦の播種条件および生育･収量･品

質に及ぼす影響 (佐藤・服部) 

大麦の前作を直播飼料稲と移植コシヒカリとし、試験

を実施した。飼料稲跡では大麦播種まで猶予期間が十分

確保でき、大麦作付前の排水対策作業等が適時適条件下

で実施でき、砕土率が上がり、苗立ちや越冬前の生育が

良好であり、安定した収量が得られた。 

074 適正播種期の解明 (服部・佐藤) 

「ファイバースノウ」を9月20日(早播)、9月30日

(標準播)、10 月 10 日(晩播)の 3 時期で播種を行った。

穂数や収量確保には晩播は適さない。千粒重は早播で小

さく、容積重は標播で高い傾向がみられるため、品質面

も考慮すると播種期は 9 月 30 日頃が最も適すると考え

られた。 

075 越冬後の生育診断と肥培管理 (服部・佐藤) 

目標収量を400㎏／10a、硝子率基準値40％以下を満
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たすための越冬後窒素追肥量は、成分3㎏／10aの越冬

後（消雪後）追肥に加え、茎立期と止葉抽出期の合計窒

素成分は5㎏／10a未満であった。なお、茎立期および

止葉抽出期追肥はリニア型被覆尿素肥料 40 日タイプの

越冬後追肥で代替が可能であり、追肥作業の省力化が図

られた。 

076 越冬前の生育診断と肥培管理 (服部・佐藤) 

砕土率の悪い条件（概ね 31％以下）では、種子の表

面散播と播種後の基肥表面施肥によって、苗立数および

越冬前の茎数・乾物重の増加が見られ、越冬前生育が改

善された。 

077 現地実証 (佐藤・服部) 

前作飼料稲の導入は大麦播種までの期間が十分確保

でき、排水対策作業などが適時、適条件下で実施できる

ことにより、砕土率が高まり、苗立ちや生育・収量が高

くなった。越冬後茎数に応じた被覆尿素肥料の施用によ

り収量を低下させず、硝子率を低減できると考えられた。 

 

(23) 生物的・耕種的手法を利用した病害発生制御技術

の開発 

研究の背景と目的 

環境保全型農業を推進するため、有用微生物、土壌還

元消毒および植物の他感物質等を利用にした病害制御

技術を開発し、その有効性を評価するとともに、本県に

おける化学合成農薬使用量の軽減をはかる。 

078 Pythium oligandrum を利用した土壌伝染性病害の
生物的防除 (太田・前田) 

県内土壌から新規Pythium oligandrum（PO）様18菌
株を分離した。10 菌株を用いてトマト青枯病発病抑制

効果を調査し４菌株で発病抑制効果が認められた。ほう

れんそう萎凋病に対しては、既にトマト青枯病抑制効果

が認められている MMR2 株で発病抑制効果が認められた

が、今年度分離した PO 菌株の発病抑制効果は明確に評

価できなかった。 

079 土壌還元消毒による土壌伝染性病害の発生抑制 

              (太田・前田) 

前年度 10 月に行った土壌還元消毒処理では処理期間

中の地温は 20℃以上に保たれており、本年度の作付け

においてトマト青枯病の発病を抑制することができた。

還元消毒処理後の土壌においてpHの上昇とECの低下が

認められた。糖蜜以外の資材を用いた土壌還元消毒法の

消毒効果を小規模で検討したところ、エタノールを20℃

以上で処理した場合に高い消毒効果がみられた。 

080 有望菌株の防除効果 (佐藤・黒田・石川) 

Pythium oligandrum（PO）の卵胞子懸濁液および各種
生物防除資材によるばか苗病及びもみ枯細菌病防除効

果を検討した。タラロマイセス・フラバス水和剤とトリ

コデルマ・アトロビリデ水和剤の 200 倍催芽時 24 時間

処理は、ばか苗病ともみ枯細菌病の同時防除に有効であ

った。 

081 ばか苗病に対する温湯消毒の効果 

 (佐藤・黒田・石川) 

ばか苗病に対する温湯消毒の効果を検討した。温湯消

毒 60℃10 分処理では、ばか苗病に対する防除効果はあ

るものの、その効果は十分ではなかった。また、処理時

間を短くすると防除効果の低下が見られた。 

082 温湯消毒と生物農薬の体系処理による防除効果 

 (佐藤・黒田・石川) 

温湯消毒に生物防除資材のタラロマイセス・フラバス

水和剤またはトリコデルマ・アトロビリデ水和剤を組合

せた体系処理により、温湯消毒単独処理及び生物防除資

材単独処理に比べ、ばか苗病防除効果が向上した。 

083 現地圃場におけるトマト青枯病への PO 製剤の効果

検定 (前田) 

PO 製剤により、青枯病に対する一定の発病抑制効果

が認められたが、その効果は処理回数を増やすことで低

下した。本現象が PO 製剤の材形自体もしくは処理方法

によるものかを明らかにすることが必要と考えられた。 

084 Pythium oligandrum のイネへの定着性および病害
抑制効果 (佐藤・前田・黒田・石川) 

Pythium oligandrum（PO）の卵胞子懸濁液を浸種前及
び催芽時に処理し、もみや根への定着性、もみ枯細菌病

菌量の推移とその防除効果を検討した。PO は浸種前処

理に比べ催芽時処理で多く検出された。もみ枯細菌病菌

は、PO処理とともに浸種液、催芽期以降の種子、幼芽、

根で減少し、発病を抑制した。 

085 植物土壌鋤き込み処理による微斑モザイク病の防

除 (棚橋・渡邉・横山) 

シロクローバおよびファセリアの土壌鋤込み処理は、

微斑モザイク病の感染・発病抑制したが、その程度は低

かった。植物の鍬込み量が、播種遅れにより確保できな

かったことが、その原因と考えられた。今後は、植物の

鍬込み量を増やして効果を再確認する必要があると考

えられた。 

(24) 主要農作物のカドミウム吸収抑制技術の開発 

研究の背景と目的 

農作物中の重金属類に関しては Codex 委員会で基準

値が策定され、早急な吸収抑制対策技術の確立が求めら

れている。そこでカドミウムリスクの評価、吸収抑制技

術の確立、生物修復に適した水稲品種の選定と効果の確

認、園芸作物における吸収抑制技術の確立を行う。 

086 作物と土壌データに基づく農耕地のカドミウムリ

スク評価 (本間・門倉・大峽) 

2年間の現地試験の結果、玄米カドミウム濃度は出穂

期以降の土壌データにより推定が可能（R2＝0.82）で、

潜在的なカドミウムリスク評価は土壌の 0.1N 塩酸抽出
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カドミウム濃度とこれらの土壌データによる評価が考

えられた。 

087水稲に対するアルカリ資材等の施用効果と水管理方

式の検討 (門倉・本間) 

玄米 Cd 濃度は、ようりん(250kg/10a)区で対照の約

20%低下した。しかし、石灰窒素(15kg/10a)、カキ殻粉

末(100kg/10a)区ではCdの吸収抑制効果は見られず、炭

カル(250kg/10a)区では、ｐH が上昇したにもかかわら

ず Cd 吸収が増加した。腐植質黒ボクグライ土ではｐH

上昇だけでは Cd の吸収抑制効果が小さいと考えられた。

＜5年間の要約＞中粗粒強グライ土において、ようりん、

ALC(粒状)、ケイ酸リン酸肥料、炭カル、苦土重焼リン

の施用により、土壌ｐH が高まり玄米 Cd 含有量が低減

した。ようりんは 2 年目、ケイ酸リン酸は 3 年目、ALC

は2年目、炭カルは2年目まで施用効果があった。腐植

質黒ボクグライ土ではようりん施用により玄米 Cd 含有

量が20%低減し、ようりんは土壌によらず効果が安定し

ていた。湛水処理による玄米 Cd 含有量の低減効果は大

きく、有効であった。 

088 大豆のカドミウム吸収に対する土壌改良資材の効

果の検討 (丸山・白鳥) 

大豆子実中カドミウム濃度はアルカリ資材を施用し、

土壌pHを高めることで低下することがわかった。また、

畑転換初年目の子実中カドミウム濃度は２年目に比べ

高い傾向にあることから、初年目の吸収抑制対策は必ず

実施する必要があることがわかった。水稲作付け時に施

用したアルカリ資材の翌年の大豆に対するカドミウム

吸収抑制効果は十分でなく、アルカリ資材の散布による

大豆のカドミウム吸収抑制対策は大豆作付け時に確実

に行う必要があることがわかった。 

大豆品種間で子実中カドミウム濃度に有意な差が認

められることから、低吸収品種を作付ける必要があるこ

とがわかった。 

089 大豆作付け跡水稲でのカドミウム吸収抑制効果の

検討 (本間・門倉・大峽) 

ダイズに施用したカドミウム吸収抑制を目的とした

アルカリ資材の効果は復田初年目は顕著に認められた

が、2 年目では効果は判然としなかった。3 年目では土

壌 pH の上昇効果はほとんど消失していたが、いくつか

の資材では玄米 Cd 含量は低下した。また、アルカリ資

材の再施用により土壌pHは高まったが、玄米Cd含量の

低下効果はみられず、田畑輪換におけるアルカリ資材の

施用効果は施用回数により効果の発現が異なる可能性

があることが示唆された。 

090 クリーニングクロップの利用による土壌修復の検

討 (本間・門倉・大峽) 

Cd低汚染土壌においてCd高吸収水稲を用いた3作の

修復栽培を行った結果、土壌 Cd 含量は約 33％低下し、

修復後に栽培したコシヒカリの玄米 Cd 濃度も低下し修

復効果が確認されたが、修復による土壌肥沃度の低下に

より収量はやや減少した。 

091 ナス台木品種の利用による果実中カドミウム濃度

の低減技術 (竹田・佐藤) 

トルバム・ビガー台木は台太郎台木に対して60～70％

のＣｄ吸収抑制効果を示した。アルカリ資材を併用した

場合、窒素、リン酸､加里肥料を改良した区（ノンスト

レス肥料区）で土壌ｐＨがＣＤＵ 肥料区よりも高く推

移し、20～45％のＣｄ吸収抑制効果を示した。 

092 アルカリ資材の施用によるカドミウム吸収抑制技

術 (竹田・佐藤) 

さといも、オクラいずれの品目でもアルカリ資材の施

用により土壌ｐＨが上がり可食部中Ｃｄの低減効果が

認められた。窒素、リン酸、加里肥料を土壌ｐＨに影響

が少ないものに替えることでアルカリ資材の施用効果

が助長され、アルカリ資材を多投しない場合でもＣｄ吸

収を抑制する効果が認められた。さといものＣｄ吸収抑

制のために苦土石灰を利用する場合、粉状のものが粒状

の資材よりも効果が高く、施用時の耕うん回数（2 回、

4回）はさといも中のＣｄ濃度に影響しなかった。 

093 土壌洗浄法の持続効果の確認 (佐藤・竹田) 

洗浄処理 2 年目においても、さといも可食部中の Cd

濃度はCodex基準値以下に抑えられていた。また、洗浄

処理による収量の低下は認められなかった。 

094 アルカリ資材との併用効果の確認 (佐藤・竹田) 

土壌洗浄処理によるさといも可食部中における Cd 吸

収抑制率は 44%、アルカリ処理による同抑制率は 64%で

あり、両処理区にそれぞれ無処理区との有意差が認めら

れた。また、両処理併用区の抑制率は84%と非常に高い

値であった。 

095 有機物を利用したカドミウム(Cd)低減技術 

 (佐藤・竹田) 

家畜糞堆肥を連用したほ場においてホウレンソウを

作付けしたところ、堆肥処理区で慣行区よりも葉中 Cd

濃度が低くなった。Cd 吸収抑制率は牛ふん堆肥、豚ふ

ん堆肥、鶏ふん堆肥でそれぞれ、34％、38%、37%であっ

た。なお、有意差は豚ふん堆肥と鶏ふん堆肥施用で認め

られた。Cd吸収抑制の一因として交換態Cdの減少が考

えられた。 

096 有機物を利用したカドミウム低減技術 

 (竹田・佐藤) 

カカオハスクを10アールあたり500kgまたは1,000kg

投入した時のさといも、なす、オクラのカドミウム吸収

抑制効果は、最大でも 15％程度にとどまり、施用する

資材の形状（炭化、破砕など）の改善が必要と思われた。

活性炭の施用はさといもにおいて効果が認められなか

った。 



25 

－ I - 25 － 

(25) イネシステインプロテアーゼ阻害因子を機能性成

分とする食品素材の研究・開発 

研究の背景と目的 

新たな機能性食品素材として期待できるイネの新規

システインプロテアーゼ阻害因子について、その生化学

的性状を解明すると共に、産業利用を実現する上で必要

な基盤技術を確立する。 

097 イネ・システインプロテアーゼ阻害因子組換え蛋白

質の発現と精製 (大坪・小林・太養寺) 

イネ・シスタチン（OC）遺伝子のうち、OC-IVとOC-VI

について組換え蛋白質を発現・精製した。収量[/L培養

液]は OC-IV で 2.3 mg、OC-VI で 47.3 mg であった。前

者はヒスチジンタグ付き蛋白質として、後者はネイティ

ブ型として取得した。これまでの検討により、A1, A2, B1, 

C1.1, C1.2の各クラスターを代表するOCを組換え蛋白

質として調製することが可能となった。 

098 生化学的特性と存在量の解明 (大坪・太養寺) 

OC-VIの各種システインプロテアーゼに対する阻害プ

ロファイルを調べ、それが既知の OC 分子種とは異なる

ことを見いだした。OC-VI は既知 OC とは異なり、歯周

病菌プロテアーゼに対しても明らかな阻害活性を示し

た。また、各 OC 分子種に対する特異抗体を作製するた

めに、立体構造に基づいて設計したペプチドを抗原とす

る手法を確立した。 

099 抗菌活性の解明 (太養寺・大坪) 

コシヒカリ精白米に含まれる歯周病菌プロテアーゼ

阻害因子が等電点 5.4-6.2、分子量 43 kDa 以下の蛋白

質であることを見いだした。更に、プロテオミクスの手

法を用いた網羅的同定を行い、21 種類の歯周病菌プロ

テアーゼ阻害因子を同定した。そのアミノ酸配列に基づ

いて設計したペプチドは、歯周病菌のプロテアーゼ活性

を阻害すると共に、歯周病菌増殖阻害作用も有していた。 

(26) 根圏環境の改善と生育診断による北陸産大豆の多

収栽培技術の開発 

研究の背景と目的 

重粘土地帯における大区画化された転換畑において、

根圏環境を改善するために、降雨時の表面水や作土層余

剰水を迅速に排水する技術、初期生育を良好にする基肥

施肥技術や籾殻などの有機物施用による土壌物理性の

改善、さらに生育期の水分ストレス指標を明確化し、土

壌水分を適正に管理することにより、生育診断に基づい

た理想生育相への誘導技術を確立する。 

100 籾殻等を利用した根圏環境改善による窒素吸収維

持 (南雲) 

水田転換畑に籾殻を 200～1,000kg/10a 施用し，耕耘

同時畝立播種栽培を行った．施用により土壌の仮比重の

減少及び現地気相率が増加し，子実肥大期後半の窒素固

定活性の維持が図られた．籾殻施用は子実肥大期の窒素

固定活性を増加させ，増収につながる可能性があること

が示唆された． 

101 重粘土地帯における多収型生育相の解明 

 (服部・佐藤) 

標準播の収量は播種後 50 日の生育と相関が認められ、

この時期の生育が一定以上確保され、その後も順調に生

育することで分枝の多い多収型の草姿になるものと思

われた。 

102 基肥施肥位置・量が初期生育に与える影響解明及び

施肥機の開発 (樋口・阿部・藤牧) 

開花期の生育量、収量について有意な差は見られず、

収量の高いほ場であったため石灰窒素深層施の効果が

明瞭でなかったが、種子から石灰窒素施肥位置が遠いほ

ど収量が高い傾向があった。 

103 水分ストレス指標の開発 (服部・佐藤) 

小葉と葉柄の角度は葉の調位運動が見られるため、太

陽高度を考慮して土壌水分との関係を検討する必要が

あった。湿潤度は生育の進みとともに高まり、時期別の

湿潤度の目安が示された。湿潤度の調査葉位は R5 以降

であれば上位3葉が適すると思われた。 

104 大区画ほ場に対応する初期湿害防止技術の開発 

  (阿部・樋口・藤牧) 

大豆畑における排水性を簡易的な土壌水分計により

計測した結果、弾丸暗渠の効果は認められた。本年度は、

もみ殻有無別での明確な差はでなかったものの、次年度

以降の排水効果持続の可能性があり、もみ殻充填弾丸暗

渠の有利性が示唆された。 

105 現地実証 (佐藤・服部) 

多収区は8月後半からの乾物生産が大きかった。培土

期追肥の効果は少収区でみられ、生育後半の乾物生産が

小さい場合に効果があると考えられた。成熟期前の土壌

乾燥が縮緬じわの発生と関係することが示唆された。 

(27) 北陸特有の環境条件に即した野菜安定生産技術の

開発 

研究の背景と目的 

稲作への依存度が高い北陸地域では、安定的な水田作

経営の育成が緊急の課題である。そこで、冬季の多雪・

寡日照や重粘土土壌など北陸特有の環境条件を克服し

た野菜の安定生産技術を開発し、「水稲＋野菜」による

複合経営化の促進・定着を図る。 

106 初夏どり品種の選定 (大井) 

初夏どりカリフラワーに有望と思われる品種はバロ

ックと知月であり、この品種を用いることで収穫量およ

び品質ともに高い初夏どりカリフラワーの栽培は可能

と考えられる。 

107 育苗・定植管理方法の確立 (大井) 

3月上旬は種試験区は3月中旬は種試験区に比べて収

穫時期の前進化と出荷量の増加が認められた。そのため、
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カリフラワーの初夏どり作型の育苗方法は 3 月上旬は

種が適していると考えられる。 

108 施肥方法の確立 (大井) 

3月上旬は種苗のバロックと知月で出荷量の多い施肥

量は、N 成分量 31 ㎏/10 ｱｰﾙと 26 ㎏/10 ｱｰﾙであると考

えた。 

109 地域資源を活用した低コスト循環栽培システムの

構築 (増田・種村) 

いちごに適応する地域資源培地として、籾殻くん炭

ピートモス混合培地、流木炭や生籾殻ダブルレイヤー培

地の２年目の特性を生育、収量、品質の面から明らかに

した。循環栽培においては、培地の種類によって補充す

る培養液の濃度が異なることが判明した。 

110 早期秋冷と寡日照を活用したいちご「越後姫」の１

０月出荷作型の開発 (増田・種村) 

前年１０月１６日採苗の越冬苗を１２℃２５日間の

暗黒処理後、８月２０日に定植すると開花株率８０％で

１０月１０日から収穫可能となり前年より約２０日間

前進した。現地試験では、地域資源を培地とした循環栽

培方式において、１０月出荷開始作型が実証された。 

111 イチゴ「越後姫」新技術導入効果と生産拡大支援策

の解明 (牛腸) 

イチゴ「越後姫」の早期出荷作型の収益は4,512千円

/10ａ、慣行作型は 4,190 千円/10ａで、新作型の方が

322千円増加し、経費は、慣行作型に比べ17千円/10ａ

増加する。労働時間は、1,684 時間/10ａであり、慣行

より218時間増加する。 

112 初夏どりカリフラワー導入にかかる経営試算 

 (大井) 

初夏どりカリフラワー10 ｱｰﾙ当たりの粗収益は406千

円、経費は280千円となり所得は126千円であった。ま

た、10 ｱｰﾙ当たりの労働時間は191時間となった。 

(28) 新形質米の機能性を活かした新食品の開発 

研究の背景と目的 

高アミロース米は、従来ピラフ、カレー等の調理に利

用されているが、その澱粉は難消化性であることが認め

られ、過血糖抑制効果等食物繊維としての機能が報告さ

れている。そこで、α粉・シート状食品への難消化性澱

粉の加工適性及びその利用技術を明らかにするととも

に、加工品に応じた製粉技術を開発し、製品化に向けた

検討を行う。 

113 高アミロース系統の栽培特性の解明 (石崎) 

新潟 79 号は、移植時期、基肥及び追肥の窒素量を変

えて栽培しても、加工性の指標となる糊化特性に年次間

差を上回る差が認められないことから、収量性を優先し

た栽培が可能と推察された。したがって、推奨される栽

培条件は、5 月中旬の移植、0.6kg/a の基肥窒素量及び

0.3kg/aの追肥窒素量となり、53.6kg/aの精玄米収量が

期待できる。 

114 高アミロース米の澱粉特性の解明及び製粉技術の

開発 (吉井・本間・赤石) 

新潟 79 号を用いて製造した米麺は、コシヒカリの米

麺に比べてコシが強く茹で伸びしにくく、さらに付着性

が弱いために麺線同士の絡まりが少ない特徴を有して

いた。また、コシヒカリと新潟 79 号の比率を変えて製

造した米粉麺は、新潟 79 号の比率が高くなるほど酸溶

解度及び糊化度が低下し難消化性成分が増加する傾向

が認められた。 

 

3 プロジェクト研究 

(29) 一筆毎の水稲生育診断と栽培管理システムの確立 

研究の背景と目的 

現在、多様な消費者ニーズに対応した米作りが求めら

れている。ひとつは実需・消費者が求める玄米タンパク

含有率の米を生産することであり、これには生育診断に

よる管理が不可欠である。従来のものさしや葉緑素計

SPAD502を用いた生育調査法を、携帯式生育情報測定装

置による調査法に置き換え、生育量を一筆毎に大量に把

握する手法を確立する。これにより、ほ場ごとの品質の

高位平準化技術を確立する。 

115 コシヒカリ (樋口・藤牧・阿部) 

本年度の試験では窒素吸収量が 8g/m2 を超えるよう

な過剰生育のサンプルが得られなかった。供試した期間

において NDVI と稲体窒素吸収量との関係は指数関数の

回帰曲線で示すことができ、決定係数は0.79であった。

茎数との関係は明確でなかった。 

116 大豆 (樋口・藤牧・阿部) 

R 反射率、IR 反射率、NDVI、NDVIsqrt と慣行測定項

目とを比較した。供試したサンプルでは測定器出力値と

主茎長、乾物重、窒素吸収量との関係が見られ、主茎長

と NDVIsqrt との決定係数が最も高かったが、分枝数、

窒素濃度と関係のあるものはなかった。 

(30) 新規設立法人の経営資源を効率的に活用する経営

発展方策の解明 

研究の背景と目的 

品目横断的経営安定対策を踏まえ、土地利用型作物を

基幹とした新規法人設立が急増している。これらの法人

の経営発展には規模拡大だけではなく複合化・多角化も

考慮する必要がある。そこで、制約条件を加味した導入

可能性の高い方策を検討し、新規部門導入のための条件

を体系化・整備することで、土地利用型作物を基幹とし

た法人が、実践可能な経営拡大方策を明らかにする。 

117 先進事例A (守屋) 

経営規模 110ha、うち水稲 35ha という限界水田地域

における土地利用型法人を対象に経営発展の展望を調

査した。JA 出資により、地域からの信頼を得て、規模
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拡大は順調に行われたが収益性の高い作物の作付比率

が低くコストダウンが最大の課題となる。JA 出資比率

を一定程度に抑え、経営者のリーダーシップを発揮でき

る体制を構築することによりメリットを活かしつつ会

社としての収益性確保の取組を可能としており、限界水

田地域における経営発展方策の一つとして有望と考え

られた。 

118 先進事例B (守屋) 

経営規模 140ha、うち水稲 99ha、大豆 44ha の経営規

模の土地利用型法人を対象に経営発展の展望を調査し

た。制度の変化を敏感にとらえ時代に合った会社形態を

採用し、地域からの信頼を得て規模拡大による経営発展

を可能とした。借地型の土地利用型作物を中心とした経

営体は、経営基盤が脆弱となるため地域の信頼、JA の

信用が重要でありJA出資の効果が確認された。 

119 県内新規設立法人の経営発展方策 (守屋) 

新潟市における土地利用型法人を対象に経営発展の

展望を調査した。4法人とも水稲＋大豆の規模拡大を志

向しており、支払地代の適正化が最大の課題となる。複

合化への取組は半数の法人で導入を検討していたが、育

苗ハウス利用と収支がプラスマイナスゼロ程度を当面

の目標としており、導入品目を検討する際の参考となる

と考えられた。 

120 経営規模25ha法人のシミュレーション (守屋) 

水稲17ha、大豆20haの経営規模の法人をモデルとし

た試算では収益は7,642千円となり、構成員に対し十分

な給与を支払うまで至らない。基本的な資本装備を変更

せずに水稲の規模を現状のほぼ倍の 35ha まで拡大した

場合、収益は13,016千円と70％程度の増加が見られる

が規模の増加率に比べ収益の増加率が低く、規模拡大に

よる経営発展は地代の低減や付加価値向上策とともに

実施することが望ましい。 

121 経営規模65ha法人のシミュレーション (守屋) 

水稲50ha、大豆20haの経営規模の法人をモデルとし

た試算では収益は8,752千円となり、構成員に対し十分

な給与を支払うまで至らない。基本的な資本装備を変更

せずに水稲の規模を 60ha まで拡大した場合、収益は

10,934 千円と 25％程度の増加が見られるが規模の増加

率に比べ収益の増加率が低く、規模拡大による経営発展

は地代の低減や付加価値向上策とともに実施すること

が望ましい。 

122 新規設立法人の現地事例調査 (長谷川) 

今年調査した 4 法人は将来的には園芸や加工にも取

り組みたい意向があり、新たな装備を必要とせず、既存

の施設や資源を活用した園芸導入に期待をしている。そ

こで中山間地でも導入可能な品目と考えられるマコモ、

かぐらなんばん、およびうおぬまミズナ（ウワバミソウ）

の実証を行った。 

123 新規設立法人の経営実態調査 (小林) 

新規設立法人(中山間地域)の新規品目導入・選定条件

について調査した。水稲との作業競合が少ない品目、特

に冬季に生産する品目が有効と考えられた。 

124 法人の現地調査 (西澤) 

調査対象４法人とも、今後の経営発展方策として水稲

栽培面積の拡大をあげている。有機栽培など商品の差別

化で、有利販売したい意向がある。水稲育苗ハウス後利

用等で園芸品目を模索している法人もあるが、構成員

個々の栽培技術レベルの差が課題である。 

125 マコモタケの定植時期と収穫時期の関係(長谷川) 

5月末以降定植することにより収穫開始時期を遅くで

きるが、分けつ本数が少ないため収量が少なくなると考

えられる。収穫時期をコントロールしても収量は確保す

る必要があるため、定植は田植え前5月中旬までに行う

必要があると考えられる。 

126 マコモタケの施肥量と収穫時期の関係 (長谷川) 

定植時期が遅れ、生育不良ではあったが、施肥量の違

いが収穫開始時期に影響が無いと考えられる。 

127 マコモタケの遮光開始時期と収穫時期の関係 

 (長谷川) 

8月中旬から遮光することで収量は落ちるものの収穫

時期を遅らせることが可能と考えられる。 

128 マコモタケの落水時期と収穫時期の関係(長谷川) 

栽培期間中を湛水状態にすることで収穫時期が遅れ

るが、分けつ本数が減り、1本重も小さくなるため収量

が減ると考えられる。なお、湛水状態での収穫作業は重

労働と思われる。 

129 転換田におけるウワバミソウ栽培試験 (長谷川) 

転作田では畦の高さ15㎝、30㎝いずれも明きょ等排

水対策をすることで栽培することが可能と考えられる。

なお、導入 1 年目の労力はかかるが、畦高 30 ㎝にする

ことにより根量が多く、次年度以降に収量差が生じると

思われる。 

130 かぐらなんばんの施肥量が収量に及ぼす影響 

 (長谷川) 

施肥量による品質、果形の違いは判然としなかったが、

収量が多く青枯病の発生が少ないことから 4 ㎏/ｱｰﾙが

良いと考えられる。 

131 かぐらなんばんの（遮光） (長谷川) 

かぐらなんばんの栽植を遮光方法を変えることによ

り、半緑化、完全軟白、黄ウルイと形態の異なるウルイ

を生産することが可能である。地元市場では半緑化の評

価が高かった。 

132 かぐらなんばんの簡易ハウス栽培における栽植密

度が収量、品質に及ぼす影響 (長谷川) 

販売金額までみると（経費は考慮しない）ハウスで株

間 40 ㎝で栽培する方法が最も良いと考えられるが、7
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月中旬以降かなり混んでくるためきちんとした整枝方

法の実施が必要と思われる。 

133 新規導入品目（メロン：ハウス早熟）の栽培実証  

 (西澤) 

果肉がトキ色で、佐渡特産品として振興している品種

「グランドール１号」は、新規法人の水稲育苗ハウス後

利用に適していると思われ、新規導入品目の１作目とし

て有望であった。 

(31) トップブランド農産物開発事業 青いユリの作出 

研究の背景と目的 

激化するユリの産地間競争の中で高品質・高付加価値

品種の開発が望まれている。青い花色のユリは存在しな

いため、開発できれば高品質・高付加価値品種となると

考えられるが、従来の交配育種によっては作出すること

が不可能であった。そこで、遺伝子導入によって青いユ

リを開発する。また、イオンビーム照射によってユリの

不稔化も行う。 

134 不稔の青いユリ作出に有効な導入遺伝子の組み合

わせ解明 (小林・奥原・近藤・小池) 

導入遺伝子 10 組合せでユリ 5 品種に導入を行い、遺

伝子導入系統を650系統得た。また、以前にホワイト阿

賀に導入した遺伝子が今年開花した花弁で転写されて

いることを確認した。 

135 特定網室での遺伝子導入ユリ栽培と形質調査 

 (野水・小田・大塚・亀山) 

遺伝子を導入したアカプルコ 13 系統、ホワイト阿賀

9系統、ジョージア12系統、LA93-31 1系統の栽培を特

定網室で行った。ホワイト阿賀は開花したが、花色は白

色であった。 

136 イオンビーム照射による不稔ユリの作出方法の確

立 (小林・奥原・近藤・小池・小田・渡邊) 

イオンビームを照射したアカプルコとホワイト阿賀

の栽培を行った。花粉の少ないホワイト阿賀が 21 個体

選抜された。アカプルコは開花しなかったので、今年度

は選抜できなかった。 

(32) ユリ切り花の花しみ障害発生防止技術の確立 

研究の背景と目的 

高温期にあたる7月から9月に出荷されたオリエンタ

ル系ユリ切り花の流通、販売段階において、花蕾に水浸

状または褐変症状（花しみ障害）が現れて問題となって

いる。ユリの商品性を著しく低下させる花しみ障害発生

要因の解明と防止技術の確立に取り組む。 

137 収穫出荷環境実態調査 (小田・徳高・堀本) 

県内ユリ切り花産地 27 生産者の収穫から出荷に至る

までの作業環境事例調査を行った。個人及び地域の冷蔵

施設の整備状況の違いによる貯蔵条件の差異や、品種構

成の違い、ほ場の条件等により若干の差異は認められた

が、作業の流れには地域間差は無かった。 

138 流通環境実態調査 (小田・堀本) 

下越地域から関東市場への1事例と、準高冷地から関

東及び関西市場への6月～9月の8事例について実際の

流通条件（温度、湿度）について調査した。貯蔵及び流

通条件、時期の違いにより設定温度や実際の温度変化は

異なっていた。数回の荷の積み替え時に一時的な温度上

昇及び結露が見られたが極端な高温や低温には遭遇し

ていないことが把握できた。 

139 花しみ発生実態調査 (徳高・堀本) 

花しみ障害発生の情報を受けて中山間地域を中心に6

事例現地調査を行った。事例から、収穫前～収穫直前に

かけての高温条件や収穫後の長時間の高温条件、長時間

の低温貯蔵が特徴的であった。 

140 園芸研 (小田・渡邉) 

極低温による凍結害との比較や結露での障害発生の

有無、花弁の糖質調査等を行った。花しみ障害の発生し

やすい蕾位置と花弁の糖含量とは傾向が異なることが

明らかになった。また、収穫後の放置条件や水あげ条件、

貯蔵条件が切り花重や花弁含水率、花しみ障害発生に及

ぼす影響について検討した。収穫後の高温条件とその後

の低温条件という温度の要因が大きいことが明らかに

なった。 

141 高農技 (堀本) 

収穫から貯蔵までの表面温度の推移や栽培管理（施肥、

水）が花しみ障害発生に及ぼす影響、蕾の生育と含水率

や Brix の推移、収穫後の蕾の変化を調査した。ソルボ

ンヌの表面温度は高温日照下で気温を上回ることが判

明した。また、生育に伴う含水率、Brix の変化、収穫

後の蕾の生長の様子を把握した。栽培管理と吸水や花し

み発生の関係は判然としなかった。 

142 品種要因の検討 (徳高) 

花しみ障害発生の品種間差異について検討した。オリ

エンタル系を中心に一部 LA 系統や OT 系統を含めて計

15 品種 5 本ずつ 3 回行い、品種によって花しみ障害の

発生程度は異なるものの、いずれも中位花蕾が中心であ

った。はっきりとした傾向は認められなかったが、オリ

エンタル系ユリの赤桃品種での発生が多かった。また、

花弁の含水率や Brix は品種及び蕾位置によってそれぞ

れ差異が認められた。 

(33) かきの低樹高栽培における大玉高収量生産に向け

た収量構成基準及びほ場格付け技術の確立 

研究の背景と目的 

産地における大玉果、安定生産実現のため、低樹高樹

の収量性や果実品質の現状を明らかにし、栽培様式に応

じた枝配置技術等新しい収量構成基準や、産地の個別農

家データを活用したほ場格付け技術を確立し、かき経営

の所得向上と産地の活性化に資する。 
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143 「平核無」低樹高樹の収量構成基準の確立 

 (本永・堀川) 

せん定時に残す1年枝数の多少は、枝の伸長や収量に

影響を及ぼすが、着果管理が同一ならば果実肥大への影

響は少ないと考えられた。 

144 生産関連情報の実態調査 (本永・堀川) 

県内 3 産地の果実選果及び出荷、ほ場格付けデータ、

作業日誌を収集加工し、生産関連情報としてデータを蓄

積するとともに、情報間の相関関係等の解析を行った。 

145 果実生産状況に基づく園地実態調査 

 (本永・堀川) 

生産関連情報を基に、県内3産地において、収量の高

低と果実肥大の大小別に園地を選定して園地実態調査

を行い、収量と果実肥大に影響を及ぼす要因をいくつか

抽出した。 

(34) にいがた発園芸作物の有利販売とブランド力を支

援する戦略的アイテム化技術の開発 

研究の背景と目的 

園芸を取り巻く情勢の変化に柔軟に対応できる経営

体質の強い複合営農を確立し、経営感覚に優れた経営体

の育成が求められている。このため、にいがた園芸生産

のけん引役となるブランド品目・重点品目の新たな市場

への参画を可能とする新アイテム化技術の確立ならび

に、｢にいがた発・園芸ブランド｣の拡大等各種運動や地

域振興計画とリンクさせながら販売力・ブランド力強化

と生産拡大を図る。 

146 いちご「越後姫」循環式高設栽培システムの開発 

 (増田・種村) 

籾殻くん炭ピートモス混合培地の肥効調節肥料管理

方式おける循環栽培で、ヤシガラ活性炭の培地混合によ

る生育阻害物質除去効果は３年間持続する。                               

肥効調節肥料は、溶出タイプ１８０日で窒素成分量株当

たり３ｇの施用が適当であった。１００日タイプでは、

チップバーンや株枯れが発生した。 

147 半促成（ハウス）作型の検討 (谷内田・本間) 

立茎時期は２年生時ではは４月２日、３年生時では４

月 10 日とすると当年の収量が高く、株養成量も確保が

可能である。 

148 春どり栽培に適した品種の検討 (大竹) 

３年生株では、スーパーウェルカムの収量性が最も高

かった。茎葉刈り取り時のＧＩはガインリムが最も大き

く次いでスーパーウェルカムが大きかった。 

149 春どり栽培における収穫打ち切り時期の検討 

 (大竹) 

５年生株では、収穫打ち切り時期を７月10日にする

ことで収量が最も多く株養成時のＧＩも確保すること

ができた。 

 

150 鱗芽の深さが収量・品質に及ぼす影響 (高橋) 

定植１年目と２年目に処理した３年生株及び定植３

年目に処理した５年生株では、鱗芽位置が深いほど収穫

開始は遅れるが、３本Ｌ以上の収量・立茎数が増加した。 

151 株間・栽植様式および台木の検討(谷内田・本間) 

４月６日定植、株間・栽植様式（仕立て本数）を３水

準、台木種類を３水準で検討を行った。果重について、

平均果重２kgを得るための平均つる間隔は約13cmと判

断された。着果率、果実のばらつきや果実外観・果実品

質を考慮すると仕立て本数は４本が良かった。台木品種

の違いによる着果率、果実のばらつきや果実外観・果実

品質への影響は小さかった。 

152 子づる仕立てにおける適品種の選定 

 (谷内田・本間) 

４月６日定植、６品種、子つる５本４果改良整枝栽培

で検討した結果、「姫甘泉５号」が生育、果実外観、果

実品質において、対照「サマーキッズ」に比べ優れ有望

と判断された。「ひとりじめＨＭ」についても、果径比

がやや大きいが果実品質において対照品種に比べ優れ、

やや有望と判断した。 

153 有望品種の作型別品種特性の把握 (根津・本永) 

シャインマスカット無核栽培においては花穂整形時

先端 5cm に調整し、フルメット 5ppm をジベレリン処理

1 回目又は 2 回目に加用することにより着粒数 45～50

粒、果房重450～500ｇの房を得られると考えられた。 

154 シャインマスカットの栽培特性の把握 

 (根津・本永) 

シャインマスカットの有核栽培においては果実の揃

いを考慮し、上７段を切除しその下 20 段を利用するこ

とがよいと思われた。また、シャインマスカットの果皮

色と果実糖度には高い相関があり、収穫基準として果皮

色の利用が可能であると思われた。 

(35) 「にいがた地鶏」の生産性向上 

研究の背景と目的 

平成 16 年から本格的に現地生産が始まった「にいが

た地鶏」は、中山間地域を中心に生産量が年々増加して

いる。 

しかし、在来種100％の組み合わせにより作出された

地鶏のため、高品質であるが発育が遅く体重のバラツキ

も大きい。このため出荷時に廃棄および規格外となるも

のが１割程度発生している。 

また、出荷までの日数が長く飼料要求率も高いため生

産コストの増加の要因となっている。 

今後、安定的に「にいがた地鶏」の生産拡大を進める

ためには、高品質の特性を維持したまま増体量の向上・

出荷体重の均一化を図るとともに、中山間地域における

「にいがた地鶏」導入の経営評価を行う必要がある。 
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155 地鶏母方種鶏（横斑プリマスロック）の系統別能力

調査 (時田) 

母方種鶏の性能では、増体成績では８８系統が優れて

おり、産卵成績はＸＳ系統がよい成績で交雑系統はそれ

ぞれ中間の成績であった。 

156 地鶏種鶏（蜀鶏、名古屋、横斑プリマスロック）の

選抜による「にいがた地鶏」の生産性向上(時田) 

選抜の基礎となる種鶏（蜀鶏、名古屋、横斑プリマス

ロック）の日齢別体重について調査を実施し基礎データ

を得た。 

157 「にいがた地鶏」導入の経営評価と導入支援策の解

明 (牛腸) 

生産面からみるにいがた地鶏導入条件は、副業または

複合品目として取り組み、水道や電気設備の整った低コ

ストの飼養施設を所有しており、廃材利用や自家施工に

より低コストで修繕工事を施工できる生産者であるこ

とが必要である。 

(36) 地域資源を活用した新特産品目の開発及び加工適

正評価と機能性の解析 

研究の背景と目的 

中山間地域における農業分野の活性化対策として、地

域の自然件を活かした特色ある農産物の生産・加工や消

費者と直結した流通等、高付加価値型農業の展開に向け

た技術開発等を行う。 

158 フキノトウ成園化のための地下茎長さの検討 

 (大井) 

伏せ込む地下茎の量が同じであれば、地下茎の長さに

よる生育・収量に違いはないと思われる。ただし、地下

茎が長いほど調整時間や伏せ込み時間が短縮されるた

め15㎝に調整した方がよいと考えられる。 

159 早だし栽培に向けた貯蔵方法の検討 (大井) 

根株貯蔵に使用する保湿資材を底面給水シート及び

新聞紙、水のみで比較した場合、収穫時期及び収量に違

いはないが、作業性は底面給水シートが良かった。 

160 佐渡におけるフキノトウの優良系統の選抜(西澤) 

供試した佐渡在来フキ 4 系統から、品薄期（１月､２

月）におけるトウ数及び収量面で優れた系統は確認でき

なかった。 

161 県内オリジナルウルイの開発 (大井) 

促成栽培において軟白部をつくるためのもみがらの

厚さを 18 ㎝、23 ㎝、30 ㎝で比較した場合、18 ㎝が軟

白部と葉のバランスが良く市場評価が高かった。 

162 ウルイ花芽分化時期及び肥大特性の調査 (大井) 

2 年養成株の重量・着芽数は 11 月下旬までゆるやか

に増加することから、株の堀取りはできるだけ遅い方が

充実した株ができる。  

163 直は栽培の検討 (長谷川) 

秋施肥マルチに消雪後直播を行った方が発芽が良く、

生育は定植苗と同等となり、労力は定植に比べて 12 時

間程度省力することが可能であった。 

164 長期収穫のための収穫方法及び追肥の検討 

 (長谷川) 

６月、１０月の年間２回収穫を継続することで株の充

実を図ることができた。また、全量基肥で春に肥料を多

く施すことで、年間3回収穫とほぼ同等の収量を得るこ

とが可能である。 

165 うおぬまミズナ(ウワバミソウ)栽培のための施肥

量及び収穫時期の調査 (大井) 

収穫後に追肥をN成分0.3㎏/ｱｰﾙを施すことで収穫量

はやや多くなるものの、もとの株充実度に差があった可

能性があるため、追肥の効果は判然としなかった。 

166 カラシナの早期収穫及び播種期の検討 (西澤) 

カラシナ（葉）の露地及びハウス栽培においては、６

月中旬以降９月中旬までは辛みもあり、栽培が可能であ

った。辛み成分の前駆体であるシニグリンの播種期・施

肥量別の含量については、今後さらに検討が必要である。 

167 鮮度保持流通技術の確立(佐藤(嘉)・西脇・浅野) 

ウワバミソウを供試し、呼吸特性及び保存性を検討し、

鮮度保持流通技術を検討した。呼吸量は温度依存的に高

温ほど多かった。各温度において呼吸に伴うエチレンガ

スは検出されなかった。ウワバミソウは、LDPE30 等で

包装し、０℃の低温流通を行うことで高品質な状態で

10日間は鮮度保持が可能と考えられた。 

168 地域資源農産物のポリフェノール成分含有等特徴

的成分の機能性解析 (浅野・西脇・佐藤(嘉)) 

地域資源を生かした特色ある特産品目の開発のため、

アピールデータとして重要な山菜類の特徴的成分や機

能性成分を調査分析した。抗酸化機能評価では、オヤマ

ボクチの若葉、展開葉共に高い抗酸化能が認められた。

ＡＣＥ阻害活性測定では、オヤマボクチの若葉が阻害率

80％を超える高い数値を示し市販の緑茶同等以上であ

ったが、ミズナでは 70％を超える試料は認められなか

った。 

169 各特産園芸農産物の特徴を考慮した加工の検討 

 (佐藤(嘉)・西脇・浅野) 

地域資源を生かした特色ある特産品目の開発のため、

山菜類の素材・特徴に適した特産加工品を開発した。カ

ラシナを加熱処理した後、通風乾燥することにより辛み

発現成分を保持したカラシナ乾燥品が製造できた。ウワ

バミソウの葉はお茶として嗜好性のある飲料に適し、蒸

し、裁断、乾燥と簡便な工程で製造できた。 

(37) 開発畑の経営安定を目指したダッタンそば、山う

ど、夏秋いちご等の安定生産技術の開発 

研究の背景と目的 

開発畑における安定的複合経営の実現、農地の有効活

用を図るため、①省力的土地利用型、②集約的収益型、
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③農地保全・多面的機能増進型作物生産技術を開発する。 

170 ダッタンそばの安定栽培法 (大竹) 

ダッタンそばは、５月第１半旬～８月第４半旬で栽培

可能であり、８月第１～第４半旬が最も適した播種時期

であると考えられた。また、５月第４半旬までに播種す

れば二期作も可能であると考えられた。 

171 夏秋いちご等の安定生産技術 (小林) 

夏秋いちごの安定生産を図るため、細霧冷房よる温度

低下程度を調査した。葉面の濡れが長時間続かないよう

に細霧冷房を作動させた場合、ハウス内温度は1℃低下

する。湿度は約50%となる。 

172 直は栽培における生育量と雑草発生量の検討 

 (堀本) 

農地保全・多面的機能増進型作物の種子を直はし、抑

草効果を調査した。効果があったのはハゼリソウだった。 

173 宿根性畑地保全植物の増殖性の検討 (堀本) 

宿根性グランドカバープランツ等の増殖性を調査し

た。ビンカやイブキジャコウソウが優れた。 

174 ダッタンそば (中村) 

開発畑において稲作農家がダッタンそばを５ha 導入

した場合の試算を行った。８月上旬に播種し、自家採種

種子を使用し、乾燥・調製を自己処理し、販売単価を

180円とすることで、農業所得は956千円向上する。 

175 ダッタンそば・山うどの成分検討 (中島・野呂) 

液体クロマトグラフィーを用いる分析法でダッタ

ンソバに含まれるルチン量を再現良く測定する方法

を確立した。H19 年に高冷地農業技術センターで収穫

されたダッタンソバには普通ソバ（とよむすめ）の

60～70 倍多いルチンが含まれていた。また、酸加水

分解による方法でルチン以外の成分としてプロアン

トシアニジンの存在を確認した。 

176 加工品の試作 (野呂・中島) 

ダッタンソバに含まれるルチンは加工時の酵素反応

により苦み成分であるケルセチンに変化し食味が低下

する。そこで、焙煎処理や過熱水蒸気処理等の加熱処理

およびマイクロウェーブ処理が酵素活性等に与える影

響について検討を行った結果、酵素の失活にはマイクロ

ウェーブ処理より熱処理による影響が大きいことが判

明した。 

(38) 有機物高度利用による環境負荷低減型バイオマ

ス利用栽培技術の確立 

研究の背景と目的 

水田、畑、施設など使用目的に応じた有機物の高度利

用を図るとともに、未利用資源の利用方法を開発し、環

境負荷の少ないバイオマス利用栽培技術を確立して県

内生産者及び消費者のニーズに応える。 

177 県内施設栽培土壌の実態把握 (佐藤・竹田) 

県内施設園芸土壌 121 点についてアニオンの分析を

行ったところ、濃度分布に二極傾向が見られた。EC は

硝酸イオン、硫酸イオン、塩化物イオンと強い相関が見

られた。この相関を利用して、EC および硝酸態窒素濃

度の測定値から硫酸イオン濃度推定式が得られた。 

178 低養分堆肥の評価と利用技術の開発 (平栁) 

窒素成分の少ない低養分堆肥でもカリ含量を考慮し

て施肥する必要があった。カリ含量を考慮した低養分堆

肥と硫酸根の無い尿素を用いることで低ストレス肥料

と同様に EC の上昇と、水溶性硫酸イオン、塩化物イオ

ンの増加を抑えることができると考えられた。 

179 基盤研究部 (白鳥) 

 中干しが土壌中での家畜ふん堆肥の窒素無機化に及

ぼす影響を検討するため、湛水区と排水区を設けて室内

培養試験を行った。その結果、土壌が酸化傾向に変わる

と堆肥の窒素無機化が抑制され、水田における家畜ふん

堆肥の肥料代替効果は中干し、間断潅水に伴う土壌の酸

化により低下し、水稲生育後半での養分供給量が減少す

るものと考えられた。 

180 畜産研 (小柳) 

 全窒素、全炭素、リン酸緩衝液により県内の施設土壌

の可給態窒素を統一的に評価することは難しいと考え

られた。また可給態窒素の評価より無機態窒素の評価が

重要であると考えられた。 

181 家畜ふん連用ほ場における土壌化学性の推移 

 (佐藤・竹田) 

堆肥連用区でリン酸、交換性塩基類、全炭素、全窒素

が蓄積する傾向が見られた。このことから、塩基類の過

剰な蓄積を避けるため、不足している肥料分を補い、作

物の健全な生育を確保する必要が示唆された。また、堆

肥だけでは必要な生育量を確保できないことも明らか

になった。 

182 肥料としての家畜ふん堆肥の露地野菜栽培への利

用 (佐藤・竹田) 

家畜ふん堆肥由来のリン酸とカリの成分量を化学肥

料から差し引いて春ﾎｳﾚﾝｿｳと秋ﾊｸｻｲを栽培した。堆肥の

連用によって、地力窒素の蓄積が確認された。このこと

から、家畜ふん堆肥の連用ほ場では、リン酸、カリだけ

ではなく、窒素の施用も削減できることが示唆された。 

183 果樹せん定枝堆肥の野菜栽培への施用法 (竹田) 

半促成および抑制きゅうり栽培で、なし、ももせん定

枝堆肥を投入したことによると考えられる生育障害は

発生しなかった。収量はなしせん定枝堆肥区が最も多か

った。ももせん定枝堆肥区の収量は、慣行区と同等であ

った。土壌アッセイ法による各試験区のレタスに対する

生育抑制率は、なしせん定枝堆肥区では認められなかっ

たが、ももせん定枝堆肥区では胚軸長で 25％、根長で

約6％の生育抑制が認められた。 
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184 バイオマスを用いた環境負荷軽減型栽培技術の実

証 (白鳥) 

中干し後に家畜ふん堆肥の肥料代替効果が低下する

ことが示唆されたため、中干しを行わずに水稲の減化学

肥料栽培を実施した結果、収穫期の窒素吸収量、収量は

化学肥料区と同等となった。家畜ふん堆肥の肥料代替効

果を有効利用するには中干しを避ける必要があるが、温

室効果ガスであるメタンの放出量が多くなるため、より

窒素含有率の高い、即効性の堆肥の作出が必要と考えら

れた。 

(39) 野菜生産における環境保全型生産技術の総合体系

化 

研究の背景と目的 

消費者から「安全・安心」が求められており、生産・

経営が持続的に可能で、環境への負荷を低減する野菜主

要品目の特別栽培農産物（節減対象農薬の使用回数及び

化学肥料の使用量を慣行栽培の５割以下に削減して生

産された農産物）の生産拡大が求められている。その推

進を図るため、基礎的な技術開発を行うとともに個別の

栽培技術を総合体系化し、生産、品質、労働性、経営等

の評価を行う。 

185有機質肥料の窒素無機化特性の把握 (丸山・白鳥) 

砂丘未熟土では培養時の土壌水分を 24 時間ほ場容水

量に調整することで、培養中の無機態窒素の損失がなく

なり、正確な有機質肥料の窒素無機化インキュベーショ

ン試験が可能となることがわかった。また、砂丘未熟土

では、ぼかし処理済みの有機質肥料が最も速効的で、次

いで、なたね油かす、ぼかし肥でないもの、窒素源が魚

タンパク質主体のものの順に窒素の無機化が速いこと

がわかった。 

186 有機質肥料を用いた場合の促成いちごの生育特性

の把握 (佐藤・竹田) 

‘越後姫’（高設栽培） に対して有機質を主体とした

肥料の単用施用を行ったところ、慣行栽培と比較して植

物体が5割程度に小さくなるものの、減収割合は3割か

ら1割程度に抑えられた。今後、肥料の種類や施用方法

を工夫することで、減収割合をより低く抑えられる可能

性がある。 

187 病害防除技術の検討 (横山・棚橋) 

ねぎの軟腐病について、プロペナゾ－ル剤の施用時期

と施用間隔の違いによる防除効果を検討したところ、１

回目を６月下旬、２回目をその 30 日後に施用した区の

被害株率が最も低かった。また、定植時に大豆子実を植

え溝施用することによって、軟腐病の発生が抑制される

ことが示唆された。 

188 害虫防除技術の検討 (松澤・棚橋) 

有機物施用後のタネバエ被害に対する耕種的防除技

術および施設栽培での微小害虫に対する物理的防除技

術の検討を行った。作付け前 10 日の有機物すき込み処

理ではタネバエ被害が激発したが、20 日前以前のすき

込み処理では被害が増加することはなかった。ハウス開

口部と外周への光反射資材設置によるコナジラミ類お

よびアザミウマ類に対する侵入抑制効果は低かった。 

189 アスパラガス(露地立茎長期どり栽培) 

 (竹田・横山・松澤） 

基肥は化学肥料のままで被覆肥料を使い、追肥を全て

有機質肥料に替えたが、収穫の推移および総収量は、慣

行区との差はなかった。病害虫では、最も問題となる茎

枯病の防除をほぼ慣行並とし、その他を大幅に削減した。

茎枯病の発生が目立ったが、慣行区との差はなかった。

その他は目立った病害虫の発生はなかった。新潟県にお

けるアスパラガス立茎長期期どり栽培の減農薬減化学

肥料栽培は可能と考えられる。 

190 秋冬ねぎ (松澤・横山・佐藤) 

砂丘畑および普通畑において実証を行った。減減栽培

において被害が問題となる、軟腐病およびタネバエの対

策に重点を置いて、施肥および薬剤防除の方法を見直し

た。砂丘畑では減減区の2L、Lの本数が少なくなり減収

した。普通畑ではほぼ慣行区並の収量および品質が確保

された。新潟県における秋冬ねぎの減農薬減化学肥料栽

培は砂丘畑では困難であるが普通畑では可能と考えら

れる。 

191 さといも (松澤・竹田・棚橋) 

施肥では基肥を中心に有機質肥料に代替し、病害虫防

除では殺虫剤を中心に削減した。全般に種イモの腐敗が

多く両区とも生育差が大きかったが、目標収量は確保さ

れ、慣行区との差もなかった。病害虫ではコガネムシ幼

虫による被害がやや目立ったが、他に問題となる病害虫

はなかった。新潟県におけるさといもの減農薬減化学肥

料栽培は可能と考えられる。 

192 アスパラガス(露地春どり栽培) (大竹) 

化学肥料窒素成分は 23 ㎏以下、化学合成農薬使用回

数は８回で栽培は可能であると考えられた。ただし除草

対策に課題が残った。 

193 カリフラワー (大井) 

10～11 月収穫のカリフラワーでは、なたね粕と黒マ

ルチの併用によって、慣行と同程度の品質･収量を得ら

れ、労働時間は慣行より3時間減少し、資材費は慣行の

18%増となった。本作型におけるカリフラワーの減農薬･

減化学肥料栽培は可能であると考えられる。 

194 すいか(大玉) (長谷川) 

スイカの春施肥、小型トンネル改良整枝栽培で減減区

の経費は農薬費が半分以下に抑えられたが、割高な有機

肥料や黒マルチ等を利用したため 2,500 円程度増加し

た。労働時間は、防除時間が減少したが、除草対策の黒

マルチ被覆や病気葉の摘葉等で1時間増加した。本作型
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におけるスイカの減農薬・減化学肥料栽培は可能と考え

られる。 

195 ほうれんそう (西澤) 

露地９月播種の減減区では、施肥・畦上げ後太陽熱消

毒(7/18～8/30)及び防虫ネットトンネル（0.6mm）を被

覆したが、ハスモンヨトウの多発生により、可販収量が

減少し、目標収量に達しなかった。 

196 こまつな (西澤) 

露地９月播種の減減区では、施肥・畦上げ後太陽熱消

毒(7/18～8/30)及び防虫ネットトンネル（0.6mm）を被

覆したが、ハスモンヨトウの多発生により、可販収量が

減少し、目標収量に達しなかった。 

(40) 食品別に加工しやすい大豆生産に向けた新たな評

価法の開発 

研究の背景と目的 

大豆の加工適性評価は、長らくタンパク質、炭水化物、

脂質等の一般成分で判断されてきた。近年、大豆品質に

対する実需ニ－ズは多様し、これに応じる視点から一般

成分以外の要因に着目する研究が必要となった。そこで、

実需ニ－ズに則した加工要因を左右する大豆成分につ

いて詳細に検討し、その関係を解明する。また、その加

工適性評価法を、原料の選定に活かすとともに、加工用

途にあった大豆栽培法を検討する。 
197  県内産エンレイの粒径と性状・成分及び耕種・産

地間差 (諸橋・野呂・下條・渡辺) 

加工要因に関与する大豆成分の検索のため、県内産エ

ンレイを粒径・耕種法別に分け、性状・成分について検

討を行った。その結果、粒径では百粒重、種皮率、タン

パク質、炭水化物に有意差が認められ、耕種法では、種

皮率、蛋白質、炭水化物、フィチン酸、イソフラボン含

量に有意差が認められた。 

198 豆腐硬度と豆乳成分 (諸橋・野呂) 

豆腐加工性評価法の構築のため、今年度は加工性評価

の一つとして豆腐硬度を取り上げ、大豆・豆乳成分との

関連について検討をおこなった。その結果GDL凝固豆腐

では、種皮率・豆乳タンパク質・豆乳 P/Ca・種皮熱水

抽出全糖に、塩化マグネシウム凝固豆腐では、豆乳蛋白

質・豆乳P/Caに相関が認められた。 
199 納豆加工における大豆の評価法の検討 

 (下條・渡辺) 

エンレイを粒径別に分けて、それぞれにおいて耕種法

や産地の違いと蒸熟大豆及び納豆の性状・成分のばらつ

きを調べたところ、蒸熟大豆の硬度は、いずれの粒大も

産地間の変動が大きかった。 

また粒径別に大豆成分と蒸熟大豆・納豆の性状・成分

との間の相関をとると、どの粒径においても吸水倍率が

フィチン酸と高い正の相関があった。 

 

200 味噌加工における大豆の評価法の検討 

 (渡辺・下條) 

産地・粒径別の大豆で試醸した味噌の各性状は、産地

のみならず粒径の影響が大きかった。また、官能評価は、

大粒＞中粒＞小粒の順であり、粒径が色調の濃淡や冴え

にも影響していることが推定された。 

大豆成分では、フィチン酸は大粒及び中粒ともに、Ｙ

値と高い相関を示し、さらに吸水倍率と正の相関、処理

大豆硬度と負の相関があることから、色調に対する影響

因子として可能性が示唆された。 

201 栽培条件と大豆成分との関係把握 (服部・佐藤) 

基肥施肥量、Ca や K の投入（子実 Ca 含量の差）、土

壌水分による成熟期の生育および収量への影響は認め

られなかったが、粒大、種皮率、蛋白および脂肪含量な

ど子実品質や成分には土壌水分の影響が最も大きく、蛋

白および脂肪含量には土壌水分以外に Ca と K の投入に

よる影響が認められた。 

(41) 米の高付加価値化と新規用途向け調製技術の開発 

研究の背景と目的 

近年、自家炊飯を除く加工米飯の生産量は増加してい

るところから、白飯以外の調理用途（どんぶり物、カレ

－等）に適した原料米の安定供給が望まれているととも

に、小麦アレルギ－対応も含めた米を主原料とした洋菓

子類への提供が切望されている。更には、喫緊の課題と

して、備蓄米（150 万 t）の品質劣化防止技術の確立が

実需者から要望されている。 

そこで、調理用途向け調整技術、洋菓子向け米粉調整

技術及び米の品質劣化防止技術の確立を図る。 

202 粒大の異なる品種系統の特性把握 (石崎・松井) 

粒大の異なる 5 品種系統について農業形質を把握し

た。新潟84号及び長1902は大粒、ゆきん子舞はやや大

粒、こしいぶきは中粒、長1798は小粒と評価された。 

203 調理用途に応じた米調製技術の確立 

 (赤石・吉井・本間) 

異なる粒厚に調製したこしいぶきと調理用途（丼・ｶ

ﾚｰ）適性が高いとされる品種の特性を比較検討した。調

理用途向き品種はアミログラフのｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ/ﾌﾞﾚｰｸﾀﾞｳﾝ

比が大きく糊化温度が高く、炊飯時の膨脹容積が大きい

特徴があり、この傾向は前年の結果と一致した。こしい

ぶき玄米を網目 2.0mm および 2.1mm で粒厚選別すると、

粒厚の大きい区分で、これら調理用途適性に係わると考

えられる特性値が変化し調理用途適性米の特性に近づ

き、この傾向はタンパク質含有量が高いこしいぶきで低

いこしいぶきより顕著であった。  

204 調理用途に応じた米調製技術の確立 (守屋) 

こしいぶきの粒厚及びタンパク質含量を変化させカ

レーへの適応性を検討した。その結果、2mm以下の低タ

ンパクのもので基準品種を上回り、また、その他の区分
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においてもカレーに対する適応性は基準品種であるき

らら397と同等と判断されたが、篩い目による差、タン

パク含量による差は明確には見られなかった。 

205 酵素失活条件の検討 

 (高橋(靖)・佐藤(和)・赤石・吉井) 

過熱水蒸気、飽和水蒸気、マイクロ波、熱風で加熱処

理をした玄米のリパーゼ活性を検討したところ、リパー

ゼの失活には過熱水蒸気、飽和水蒸気処理が有効であっ

た。 

206 酵素失活後の適正な貯蔵条件の検討 

 (高橋(靖)・佐藤(和)・赤石・吉井) 

未処理玄米（対照）、飽和水蒸気処理玄米、過熱水蒸

気（125℃、200℃）処理玄米の貯蔵試験を行いヘキサナー

ル量の変化を検討した結果、6ヶ月経過した時点で15℃

貯蔵では対照区と飽和水蒸気区でほぼ一定なのに対し

て過熱水蒸気区では増加した。室温貯蔵では対照区では

増加する傾向が見られ、過熱水蒸気区では明らかに増加

した。また、飽和水蒸気区はカビが発生した。古米臭の

官能評価では、15℃貯蔵、室温貯蔵のいずれの区からも

古米臭は感じられなかった。 

(42) 県園芸作物中の未解明成分の解析と利用 

研究の背景と目的 

県産アスパラガス、カリフラワー、自然薯等について

含有成分の解析による有用成分の解明を行い、貯蔵法・

出荷時期等による有用成分への影響を検討し、付加価値

の高い園芸作物として差別化を図る。また、加工処理法

による有用成分への影響も検討し機能性を付与した利

用食品の開発を行う。 

207 アスパラガス、カリフラワー、自然薯等に含まれる

成分解析 (中島・佐藤(和)) 

アスパラガス、自然薯に含まれるプロトディオシンの

定量分析のための至適前処理条件およびアスパラガス

に含まれるグルタチオンのトリフルオロ酢酸、水、アセ

トニトリルを移動相とする高速液体クロマトグラ

フィーによる分離条件を確立した。 

208 アスパラガス、カリフラワー、自然薯等の有用成分

と食味の関係 (中島・佐藤(和)) 

アスパラガス、カリフラワー、自然薯に含まれるポリ

フェノール、ルチン、グルタチオン、遊離アミノ酸、S-

メチル-L-システインスルホキシドなど有用成分の測定

を行い、収穫時期あるいは品種による影響について検討

を行った。 
209 施肥方法がジネンジョ選抜系統早生系品種のイ
モの肥大に及ぼす影響 (長谷川) 

早生系品種Ｙ－４、Ｙ－７のイモの肥大をよくするに

は、定植後２０日に基肥を施用し、その後追肥を実施す

る方法である。 

 

 

210 アスパラガスの作型・収穫時期や貯蔵方法の違い 

 (大竹) 

春どり栽培の収穫開始初期の若茎 Brix 値が最も高か

った。また、雪ムロでは収穫物を被覆しないで貯蔵して

も鮮度を１週間は保持することができた。 

(43) 米を利用した粉食文化の創造 

研究の背景と目的 

高品質米粉麺、洋菓子用途に適した米粉の製造と、高

品質な米粉利用技術の開発により、県内食品産業の活性

化を図る。 

211 用途別高加工性米粉の調製法(本間・野呂・高橋) 

米の品種、粉砕方法、加工特性等の性状把握を行い、

用途別米粉の調整技術を検討する。今年度はアミロース

含量が異なる新潟県産の秋雲、コシヒカリ、新潟 79 号

について、ピンミル粉砕、気流粉砕処理を施し米粉を作

製し成分、性状を測定した。粉砕方法について検討した

場合、ピンミル粉砕の方が粒度が粗く澱粉損傷度が高い

一方、糊化特性も糊化開始温度が高く、全体的に粘度が

低い傾向にあった。気流粉砕米粉は洋菓子類、ピンミル

粉砕粉は麺類への適性が推測された。 

212 製品製造時の特性把握と製品品質の検討 

 (野呂・高橋・本間) 

用途別に適した米粉の選定と高品質な製品製造技術

の開発により、県内食品産業に利用される技術開発を目

指す。本年度はアミロース含量の異なる３品種を用いて

製造試験を行い、製品品質について検討を行った。米粉

麺についてはアミロースが高い順に製麺性が優れてお

り、また澱粉資材の添加による麺の硬度・引っ張り強度

の増加を確認した。米粉洋菓子については品種により生

地の性状（粘度、比重）が異なる事を確認した。またケー

キ作製時、柔らかく物性の経時変化が小さい秋雲が官能

評価も良好であった。 

213 米粉利用向き好適品種の選定 (石崎) 

アミロース含量の異なる 11 品種・系統について、収

量性、耐病性及び蛋白質含有率を調査した。早生の長

1989、中生の秋雲及び新潟 79 号が有望からやや有望で

あった。 

(44) 新たな消費動向に対応したユリ切り花生産技術

確立 

研究の背景と目的 

新たな消費動向（業務需要からホームユース等へ）

に対応した品質の切り花生産のため、切り花品質のコ

ントロール技術及び新しい種間交雑品種（LA、OT ハ

イブリッド等）の栽培技術を確立する。 

214 球根養成技術の改善による切り花品質の向上 

 (堀本) 

養成種球サイズが切り花品質に与える影響を確認し

た。12～14cm種球の方が14～16cmよりも総丈及び重量



35 

－ I - 35 － 

が増加する傾向にあった。比較的肥大がよかった 2006

年産では、12～14cm 種球の方が、約５～８輪のユリ切

り花を生産するのに適していた。 
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３ 研 究 成 果 

(1) 普及に渡した技術情報 (平成20年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

【普及技術】本県農林水産業経営や食品産業にとって、特に、有益な実用化技術 

【活用技術】本県農林水産業経営や食品産業の指導に活用できる主要な技術情報 

No. 成  果  名 担 当 

 

 

1 

2 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

8 

 

9 

【普及技術】 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 
いもち病抵抗性同質遺伝子系統「コシヒカリ新潟BL11号、12号」の育成 
水稲新奨励品種「コシヒカリ新潟BL11号」の選定 

アミロース含有率が高い加工向け新形質米品種「こしのめんじまん」 

（複合営農推進に向けた技術） 

西洋なし「ル レクチエ」の果実外観評価チャート 

 
不織布ポットを利用した西洋なし「ル レクチエ」の苗木生産と定植方法 
 

チューリップ八重咲き新品種「新潟13号」、ユリ咲き新品種「新潟14号」の育成 

 
分離給与方式で乳生産に影響しない稲発酵粗飼料の収穫時期 
ガラス化法を用いた性判別胚の受胎率向上技術 

（中山間地域に対応した技術） 

佐渡における夏そば新品種「なつみ」の特性 

 

 

作物研 育種科 

作物研 育種科 

作物研 育種科 

 

園芸研 育種科、栽培・

施設科 

園芸研 栽培・施設科、

育種科 

園芸研 育種科、栽培・

施設科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

 

佐渡農技、食品研 

 

 

1 

2 

 

3 

4 

5 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

11 

12 

13 

 

14 

15 

 

16 

 

【活用技術】 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 
外食及び中食産業の米に関するニーズと米契約販売部門の発展方向 
「コシヒカリ」の品質向上のための後期栄養維持施肥法 
（複合営農推進に向けた技術） 

ダイズ紫斑病に対する薬剤１回、２回散布の散布薬剤および時期 

砕土が悪い場合の大麦播種・施肥法と硝子率を高めない越冬後施肥法 

水稲育苗ハウスを利用したぶどうのアーチ栽培技術 

いちご「越後姫」の高冷地無仮植苗の特性 

 

西洋なし「ル レクチエ」の果実外観不良症状の分類と対策 

 

輪紋病の胞子飛散に対応した「ル レクチエ」の袋掛け方法 

 

稲発酵粗飼料を主な粗飼料源とする泌乳牛向け発酵ＴＭＲ 
（中山間地域に対応した技術） 

多雪地域のアスパラガス栽培における立茎本数 

多雪地域におけるアスパラガス１季どり栽培の収穫打ち切り時期 

秋施肥マルチを活用したオヤマボクチの秋期直播方法による省力化 

積雪地におけるフキノトウの早春（１月）出荷技術 

（環境保全型農業推進に向けた技術） 

なたね油かすは水稲の穂肥に適する有機質肥料である 

施設園芸栽培における塩類集積の要因とその簡易診断法 

 

主要野菜における特別栽培農産物の栽培実証事例 

 

 

 

基盤研究部 

作物研 栽培科 

 

作物研 栽培科 

作物研 育種科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科、

高農技 

園芸研 育種科、栽培・

施設科、環境科 

園芸研 環境科、育種科、

栽培・施設科 

畜産研 酪農肉牛科 

 

高農技 

高農技 

中山間農技 

中山間農技 

 

基盤研究部 

畜産研 環境・飼料科、

園芸研 環境科 

園芸研 環境科、高農技、

中山間農技、佐渡農技 
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No. 成  果  名 担 当 

17 

 

18 

19 

20 

21 

水稲－大豆輪作体系下でのカドミウム吸収抑制に効果的なアルカリ資材の施用方法 

（食品産業振興のための技術開発の推進） 

風味ある乾燥タケノコの製造法 
葉付ウワバミソウ（仮称：うおぬまミズナ）の鮮度保持技術 
ミズナ茶の製造方法 
辛味が再現できる乾燥カラシナの製造法 

基盤研究部 

 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 園芸特産食品科 

 

(2) 研究成果情報 

ア 研究情報 (平成20新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

今後の研究遂行、普及指導、行政施策上何らかの形で情報として活用される可能性があるもの 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

3 

 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

 

11 

 

12 

13 

14 

15 

16 

 

17 

 

18 

19 

 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

 

 

26 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 

ほ場整備による乾田化により土壌の保水力が低下し水稲の草型が変化する 

水稲の高温登熟性検定法の評価と基準品種の選定 

「コシヒカリ」の登熟期間の生育と基部未熟粒の関係および穂揃い期追肥の影響 

（複合営農推進に向けた技術） 

水田地帯における飼料用イネを用いた牛乳の効果的な販売促進方法 

水田転換畑での大豆栽培における暗渠排水を利用した地下かんがい技術 

「エンレイ」収穫可否判断での茎水分状態の推定 

ダイズ縮葉モザイクウイルス（Soybean leaf rugose mosaic virus,仮称）の発生 

大豆に発生するフタスジヒメハムシの県内における発生消長 

「梨なす」と「横田丸」の葯培養方法 

イオンビーム照射によるねぎ抽苔時期の突然変異誘発 

 

マメナシ台木が西洋なし「ル レクチエ」の樹体生育および果実品質に及ぼす影響 

 

えだまめの近赤外透過法による呈味成分値予測 

えだまめ「新潟茶豆」の食味推定法 

誘引剤トラップによるタネバエ成虫の発生消長 

初産妊娠牛の分娩後生理性状を安定化させる飼料給与技術 

時間分解蛍光免疫法によるウシ黄体形成ホルモン（LH）と卵胞刺激ホルモン（FSH）

の測定 

庭先で直接移植可能な牛胚のガラス化保存法 

（中山間地域に対応した技術） 

かき「平核無」におけるせん定強度が果実肥大に与える影響 

佐渡在来カラシナの継続出荷が可能なは種時期 

（環境保全型農業推進に向けた技術） 

糖蜜を用いた土壌還元消毒法が土壌微生物群集に及ぼす影響 

新潟県の低地水田土壌における土壌炭素含有率の変化と土壌管理による変動 

砂丘未熟土における有機質肥料の無機化インキュベーション条件 

砂丘未熟土で使用される主な市販有機質肥料の窒素無機化特性 

伝染病からの距離別に葉いもちの病斑数を推定する式 

県内施設園芸土壌における肥料成分集積の実態 

 

 

低養分堆肥の副資材の種類及び堆肥化期間が作物と土壌に及ぼす影響 

 

基盤研究部 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

 

基盤研究部 

基盤研究部 

基盤研究部 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

バイオ研究部 

園芸研 育種科、バイオ

研究部 

園芸研 育種科、栽培・

施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

 

畜産研 繁殖工学科 

 

佐渡農技 

佐渡農技 

 

基盤研究部 

基盤研究部 

基盤研究部 

基盤研究部 

作物研 栽培科 

園芸研 環境科、畜産研 

環境・飼料科、基盤研究

部 

畜産研 環境・飼料科 
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No. 成  果  名 担 当 

 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

（食品産業振興のための技術開発の推進） 

湿熱処理による米の難消化性向上 

エゴマの加熱処理による酸化程度と破砕特性 

環境負荷を軽減できる細分化処理ダイズの発酵食品への利用 

液体クロマト質量分析装置によるフィチン酸加水分解物選択的検出法 

ＨＰＬＣ分析におけるポストカラム加熱法によるベタシアニン類の判別方法 

ポストカラム加熱及び２次元ＨＰＬＣ分析によるアントシアニンのアグリコン同定

法 

 

食品研 穀類食品科 

食品研 穀類食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 食品工学科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 園芸特産食品科 

 

イ 関東東海北陸研究成果情報(平成19関東東海北陸農業研究成果情報に掲載) 

【技術】農業者・普及センター・農協・メーカー・消費者・検査機関などを対象とし、主に農業上の技術革新に関する

もので、生産技術等として普及・活用される成果 

【科学】試験研究機関（独立行政法人・都道府県・民間・大学等）・検査機関・消費者などを対象とし、主に科学的な

技術・情報に関するもので、学術的に極めて有効な新手法・新知見等の成果 

【行政】農林水産省・地方農政局等・都道府県（行政部局）などを対象とし、主に行政施策の手法に関するもので、行

政施策の改善に、極めて有効または参考になる成果 

No. 成  果  名 担 当 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

10 

 

11 

12 

13 

 

14 

15 

 

16 

 

17 

【技術】  

<畜産草地部会> 

(普及) 稲発酵粗飼料が主な粗飼料源の発酵ＴＭＲは泌乳牛用飼料として有用である 

(普及) 飼料中中性デタージェント繊維（ＮＤＦ）の簡易推定法 

(普及) 飼料中粗脂肪の簡易推定法 

(参考) 分離給与方式で乳生産に影響しない稲発酵粗飼料の収穫時期 

(参考) 低蛋白ＴＭＲの分解性蛋白質含量の違いが乳生産に及ぼす影響 

(参考) 稲発酵粗飼料を給与した肥育牛の血中ビタミンＡ濃度の推移 

 

(参考) 「にいがた地鶏」への小米混合給与が増体に及ぼす影響  

<花き部会> 

(参考) 南半球産球根を利用したチューリップ切り花の10～11月出荷作型  

<北陸・水田畑作物部会> 

(普及) 香りに優れ、安定多収栽培のためのそばの収穫時期と仕上げ水分 

(普及) いもち病真性抵抗性同質遺伝子系統「コシヒカリ新潟 BL9 号」「コシヒカリ新

潟BL10号」の育成 

(普及) 水稲新奨励品種「コシヒカリ新潟BL9号」「コシヒカリ新潟BL10号」の選定 

(参考) 水稲の高温登熟性検定法の評価と基準品種の選定 

(参考) 飼料稲跡大麦「ファイバースノウ」の栽培特性と硝子率を高めない越冬後追肥

法 

(参考) コシヒカリの密播・露地・プール育苗法 

(参考) コシヒカリの密播・疎植栽培における生育・収量目標 

<北陸・生産環境部会>  

(参考) カスガマイシン耐性イネもみ枯細菌病菌の国内初確認  

<北陸・土壌肥料部会> 

(参考) 高温登熟条件下におけるコシヒカリ品質向上のための後期栄養維持施肥法 

 

 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 酪農肉牛科、

環境・飼料科 

畜産研 養豚・養鶏科 

 

園芸研 栽培・施設科 

 

作物研 

作物研 育種科 

 

作物研 育種科 

作物研 育種科 

作物研  

 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

 

作物研 栽培科 

 

作物研 栽培科 

 

18 

19 

【研究】 

(参考) コシヒカリ新潟BLの混植における穂いもち発病抑制要因 

(参考) コシヒカリ新潟BLの混植ほ場におけるいもち病菌のレース頻度 

 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 
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No. 成  果  名 担 当 

 【行政】  

 

20 

 

21 

<経営部会> 

(参考) 水田地帯における飼料用イネを用いた牛乳の効果的な販売促進方法 

<北陸・生産環境部会> 

(参考) 新潟県の低地水田土壌における土壌炭素含有率の変化と土壌管理による変動 

 

基盤研究部 

 

基盤研究部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

II 農業総合研究所・研究部 
 

所 長

副所長

管 理 部

専門技術員室 
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企画情報部
企
研

基盤研究部
経
栽
土
生

アグリ・フーズ
バイオ研究部 稲

園
微

組織構成図
 

 務 課 

画調整室 
究情報室 

営・流通グループ 
培環境グループ
壌保全グループ
産工学グループ

育種工学グループ
芸育種工学グループ
生物工学グループ 
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１ 研 究 概 要 

 (1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1基盤研究部   
経常     (1) 新潟県における米の新たな契約型産地育成方法の解明 

     ア 新たな契約型産地育成方法の解明 
251   (ア) 中食業態における契約条件把握 
252   (イ) 生産者における取り組み条件の分析 
253   (ウ) 契約に向けた実践可能度把握 

 
 
平17～19 
   〃 
   〃 

 
 
経営･流通 
   〃 
   〃 

経常     (2) 水田転換畑における地下水位コントロール技術の解明 
254 ア 地下水位調整水こうの設置による土壌水分及び地下水位 

の動向把握 
255  イ 作物別の最適地下水位の検討 

 
平17～19 
 
   〃 

 
生産工学 
 
   〃 

県特 (3) 地域農業をリードする担い手を支援する経営管理手法の
開発 

256  ア 企業的経営体における経営管理の実態把握と把握方法の
開発 

 
 
平18～20 
 

 
 
経営･流通 
 

経常     (4) 担い手農業者のための土づくり支援技術の開発 
257  ア 有機物等施用ほ場における土壌生産性、物理性及び化学 

性変化の定量的評価 
258  イ 土壌、栽培管理の違いが土壌生物性、物理性、化学性の

変化に与える影響の検証 

 
平19～21 
    
   〃 

 
土壌保全 
 
   〃 

経常     (5) 土壌有害金属類の吸収抑制技術の確立 
 ア 汚泥肥料等の有機資材に含まれる有害重金属の動態解明 

259   (ア) 水稲への施用試験 
260   (イ) 大豆への施用試験 
261  イ 施肥改善による土壌重金属の吸収抑制技術 

 
 
平19～21 
   〃 
   〃 

 
 
土壌保全 
   〃 
   〃 

国事     (6) 土壌機能増進対策事業 
   ア 有機物資源連用試験 

(ア) 基準点調査長岡圃場（細粒グライ土） 
262     a  稲の生育と収量・品質 

263     b  土壌の窒素発現と稲の生育 
264     c  地力増進後の減肥による稲の生育と収量・品質の変化 
265   (イ) 基準点調査滝谷圃場（中粗粒灰色低地土） 
266   (ウ) 窒素発現量の推移 

 
 
昭59～ 
   〃 
   〃 
   〃 
   〃 
   〃 

 
 
土壌保全 
   〃 
   〃 
   〃 
   〃 
   〃 

 2アグリ・フーズバイオ研究部   
経常     (1) 多様な育種素材の活用と葯培養技術を利用した稲優良系

統の育成 
267  ア 遠縁交雑材料の葯培養による固定化 

 
 
平18～21 

 
 
稲育種工学 

経常     (2) 新潟に特徴的な園芸作物の組織培養の高度化 
268  ア チューリップ子球の増殖条件の検討 
269  イ ナス（新潟黒十全など）の葯培養法の確立 

 
平17～19 
   〃 

 
園芸育種工学 
    〃 

 
(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

1 基盤研究部 

251 中食業態における契約条件把握 (中村・守屋) 

県内の持ち帰り弁当店における米のニーズの把握

を行った。実需者と契約を行うには、各店舗に共通す

るニーズへの対応と店舗特有のニーズの把握を行い、

自分の米の強みを出せる業者と交渉を行うことで契
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約の可能性が考えられる。 

252 生産者における取り組み条件の分析  

 (中村・守屋) (中村・守屋) 

生産者の業務用米の取り組み経緯から、取り組み条

件の分析を行った。業務用米は品質維持を強く望まれ

るため、低温貯蔵・高度な精米施設が必要である。こ

れらの施設整備には多くの資金が必要となるため、JA

等の施設を有効利用するなどの対応も必要となる。ま

た、実需者ニーズに対しては、大手の会社とは異なる

細やかな対応を行い、生産者としての側面をもつメリ

ットを十分に発揮することが取り組み拡大につなが

る。 

253 契約に向けた実践可能度把握 (中村・守屋) 

実需者ニーズ及び生産者の取り組みから米販売の

発展方向を整理した。生産者が新たに米契約販売を行

う場合、業態・業者ごとに異なるニーズ把握が必要で

あり、自らの優位性が発揮できる業者を選定すること

が重要である。米の契約部門を発展させるためには、

商品の多様化、施設への投資等による商品力の高度化

戦略と、投資を抑えながらロット拡大する戦略がある

。自らの経営資源や地域条件に応じた発展方向を選択

することが必要である。 

254 地下水位調整水閘の設置による、土壌水分及び地

下水位の動向把握 (藤牧・樋口・阿部) 

転換畑に補助暗渠を施した後、暗渠排水の水閘を 

－30cmに設定し地下かんがいを実施すると、地下水位

は概ねコントロール可能であり、高温・小雨時に大豆

の乾燥害を回避する技術として有効であると考えら

れた。 

255 作物別の最適地下水位の検討 

 (藤牧・樋口・阿部) 

地下水位を解放、－50cm、－30cmの3水準に設定し

てポット試験を行った結果、最適地下水位は、サトイ

モが－30cm程度、ネギは－50cm程度、エダマメは－

30cm～－50cm程度が適当と考えられた。 

256 企業的経営体に対応できる経営管理手法の開発    

 (牛腸) 

県内の多くの農業法人は、法人設立後の経営安定を

図りながら、米及び加工品の販路拡大、園芸生産拡大

等による売上高向上戦略が必要である。経営戦略遂行

のためには、役員が主体的に参画して戦略を計画、目

標管理へと落とし込み、目標管理手法に取り組むこと

が有効と考えられる。 

257 有機物等施用ほ場における土壌生物性、物理性及

び化学性変化の定量的評価 (丸山・白鳥) 

通常の肥培管理を行っているほ場では、交換性カル

シウム、マグネシウム及び有効態リン酸量は水稲栽培

期間を通してほとんど増減がないことがわかった。ま

た交換性カリウム量は水稲栽培期間中に増減し、穂揃

期までに減少した交換性カリウムは成熟期に増加す

る傾向がみられ、耕起前の量に近い値となることがわ

かった。 

258 土壌、栽培管理の違いが土壌生物性、物理性、化

学性の変化に与える影響の検証 (丸山・白鳥) 

冬期間の秋に施用した土壌改良資材の冬期間中流

亡量及び土壌に対する影響を検討するためpH 4.5の

模擬酸性雨を土壌へ浸透させた。中粗粒灰色低地土、

多湿黒ボク土とも土壌の持つ酸に対する緩衝能によ

り浸透液のpHは模擬酸性雨よりも高くなることがわ

かった。このことから、模擬酸性雨により何らかの肥

料成分が流出すると推察された。また、多湿黒ボク土

は中祖粒灰色低地土に比べて模擬酸性雨浸透液の後

半のpHが高い傾向にあり、湿黒ボク土の方が中祖粒灰

色低地土比べて緩衝能が高いと推察された。 

259 水稲への施用試験 (門倉・大峽) 

A市農業集落排水汚泥肥料（肥料の種類：し尿汚泥

肥料、2.4Nkg/10a、3.6 Nkg/10a）およびB市農業集落

排水汚泥発酵肥料（肥料の種類：発酵汚泥肥料、

2.4Nkg/10a、3.6 Nkg/10a）の2種類を基肥として施用

した。連用3年目。汚泥の肥料的効果は、水稲の基肥

としての代替は可能であったが、生育後半まで窒素発

現は続かず、通常の穂肥が必要であった。本年で汚泥

施用3年目であるが、重金属の蓄積については、はっ

きりしなかった。水稲では倒伏防止のため汚泥肥料の

施用量は少なく、含まれる重金属も微量であるためと

考えられた。  

260 大豆への施用試験 (大峽・門倉・本間) 

本年は汚泥肥料の施用によって大豆の収量が増加

した。また、A汚泥肥料施用区では収穫後Fe,Mn酸化物

結合態カドミウム含量が増え全カドミウムも増加し

たが、B汚泥肥料施用区では逆にカドミウム含量が減

少した。また、汚泥施用量が多くなると、茎葉中のカ

ドミウム割合が増加することが示唆された。 

261 施肥改善による土壌重金属の吸収抑制技術 

 (本間・門倉・大峽) 

玄米Cd含量は施肥法により変動することが明らか

となった。また、Rbトレーサー法により根系分布につ

いても違いが明らかとなったが、玄米Cd含量との関連

については更に詳細な検討が必要である。 

262 稲の生育と収量・品質 (大峽・門倉・本間) 

本年度は窒素吸収量が平年より多くなった。また、

化学肥料、わら堆肥および総合改善区では過剰生育に

よる早期倒伏および籾数過剰による登熟不良で収量

および品質が平年より低くなった。しかし、稲わら区

では総籾数の増加も少なく、登熟が平年より良かった

ため、収量、品質とも平年より高くなった。 
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263 土壌の窒素発現と稲の生育(大峽・門倉・本間) 

本年度は、生育期間の大半で地温が平年より低く推

移したが、両試験区とも窒素発現量が平年よりも多く

、それに伴い水稲の窒素吸収量も出穂期以降は平年よ

り高く推移した。そのため、両試験区とも出穂期以降

茎数および葉色が平年より高く推移した。 

264 地力増進後の減肥による稲の生育と収量・品質の

変化 (大峽・門倉・本間) 

基準点長岡圃場（来歴24年目、細粒グライ土）のわ

ら堆肥区において、減肥直前7年間（1994～2000年度

）と減肥後7年間（2001～07年度）の窒素発現、水稲

の生育、収量および玄米品質に有意な差は認められな

かったことから、有機物連用に伴う地力増進の効果が

現れていることが明らかになった。 

265 基準点調査滝谷圃場(中粗粒灰色低地土)         

 (大峽・門倉・本間) 

移植一ヵ月後の稲の生育は平年より悪かったが、そ

の後平年並みまで回復、推移した。また、有機物連用

3区で登熟歩合が平年より高く、精玄米重も平年より

多くなり良質粒歩合も平年より高かった。しかし、千

粒重が平年より少なく、玄米タンパク含有率が平年よ

り高くなった。 

266 窒素発現量の推移 (大峽・門倉・本間) 

長岡圃場では化学肥料単用区およびわら堆肥区の

窒素発現量が平年より高く、それに伴う早期倒伏によ

って収量、品質が低下したことが示唆された。一方、

滝谷基準点圃場の窒素発現量は、各試験区とも平年よ

り低く、倒伏程度が少なかったことで登熟は良好であ

ったが、千粒重が小さくなった。 

 

2 アグリ・フーズバイオ研究部 
267 遠縁交雑材料の葯培養による固定化 (橋本) 

高収量、良食味固定系統の作出を目標に、コシヒカ

リ/タカナリ及びコシヒカリ/桂朝２号のF1を９月か

ら養成し、３月に培養材料が得られた。現在葯培養を

行っている。 

268 チューリップ子球の増殖条件の検討 

  (近藤・小池・奥原・小林) 

新潟県オリジナル系統である新潟1～4、11号を培養

し、すべての系統で小球根は増殖した。また、培養に

は品種間差があることが示唆された。低温処理期間を

比較し、低温処理期間が長くなると雑菌による汚染率

が高くなり、短いと腋芽の枯死率が高い傾向があった

。 

269 ナス（新潟黒十全など）の葯培養法の確立 

  (近藤・小池・奥原・小林) 

「越の丸」の親系統である「横田丸」の葯培養を行

った。4種類のサイトカイニンを添加した培地で葯培

養方法を検討し、そのうち３種類のサイトカイニンを

添加した培地で葯からの植物体再生に成功した。得ら

れた植物体は、ほとんどが半数体であった。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成20年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
 

【普及技術】 
(なし) 

 
 

 
1 
2 
3 
 

【活用技術】 
外食及び中食産業の米に関するニーズと米契約販売部門の発展方向 
なたね油かすは水稲の穂肥に適する有機質肥料である 
水稲－大豆輪作体系下でのカドミウム吸収抑制に効果的なアルカリ資材の施用
方法 

 
基盤研究部 
基盤研究部 
基盤研究部 
 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報 (平成20年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 
2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

ほ場整備による乾田化により土壌の保水力が低下し水稲の草型が変化する 

水田地帯における飼料用イネを用いた牛乳の効果的な販売促進方法 

水田転換畑での大豆栽培における暗渠排水を利用した地下かんがい技術 

「エンレイ」収穫可否判断での茎水分状態の推定 

「梨なす」と「横田丸」の葯培養方法 

イオンビーム照射によるねぎ抽苔時期の突然変異誘発 

糖蜜を用いた土壌還元消毒法が土壌微生物群集に及ぼす影響 

新潟県の低地水田土壌における土壌炭素含有率の変化と土壌管理による変動 

砂丘未熟土における有機質肥料の無機化インキュベーション条件 

砂丘未熟土で使用される主な市販有機質肥料の窒素無機化特性 

県内施設園芸土壌における肥料成分集積の実態 

 

基盤研究部 
基盤研究部 
基盤研究部 
基盤研究部 

バイオ研究部 

園芸研、バイオ研究部 

基盤研究部 

基盤研究部 

基盤研究部 

基盤研究部 

園芸研、畜産研、基盤

研究部 

 
   (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成19年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

 (なし)   

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

1 

2 

(参考) 水田地帯における飼料用イネを用いた牛乳の効果的な販売促進方法 

(参考) 新潟県の低地水田土壌における土壌炭素含有率の変化と土壌管理による

変動 

基盤研究部 

基盤研究部 

 
(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

Effectiveness of a subsurface drainage system in poorly-drained 

paddy fields on reduction of methane emission.  

（白鳥 豊、渡辺秀一、古川勇一郎、鶴田治雄、犬伏和之） 

Soil Sci. Plant Nutr. 53, 

387-400 

 

平19.8 
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論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

有機物施用が出穂期後の水田土壌および水稲の窒素吸収に及ぼす影

響 

（大峽広智） 

圃場と土壌 Vol.39-10・11 

 

平19.10 

 

Induction of Mutations by the Ion Beam Irradiation to the 

Bulb-scales of Lilium cv. Acapulco. 

 (近藤正剛、小池洋介、小林仁、長谷純宏、横田裕一郎) 

JAEA Takasaki Annual Report 

2006 

平20.3 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

「土壌の生物性への影響から見た有機物資材の類別」 

第２報 有機質資材が土壌微生物多様性に与える影響 

（吉田清志、佐藤強、横山和、森川千春、峯村晃、前田征之、橋本

好弘） 

平成19年度日本土壌肥料学会 

 

 

 

平 19.8.22

～24 

 

 

熱水土壌消毒が土壌微生物群集に及ぼす影響 

（森川千春・峯村晃・前田征之・吉田清志・橋本好弘・横山和成） 

平成19年度日本土壌肥料学会 

 

平 19.8.22

～24 

水管理が水田土壌における家畜ふん堆肥の窒素無機化に及ぼす影

響 

（白鳥 豊、丸山一成、前田征之、田齊 忍、犬伏和之） 

日本土壌肥料学会2007年大会 

 

平19.8.24 

 

有機物施用が出穂後の水田土壌および水稲の窒素吸収に及ぼす影

響 

（大峽広智、門倉綾子、本間利光） 

日本土壌肥料学会2007年東京

大会 

平 19.8.22

～24 

カドミウム低汚染土壌における水稲を用いたファイトレメディエ

ーション 

（本間利光、大峽広智） 

日本土壌肥料学会2007年東京

大会 

平 19.8.22

～24 

チャガラシおよびクレオメの鋤込みによるトマト青枯病とネコブ

センチュウの防除効果（第2報）鋤込み後のイソチオシアネート発

生と土壌微生物群集構造への影響 

（前田征之、菅野真実、関口博之、佐久間太、北村亨、張新望、丸

山一成、白鳥豊、小田切文朗、藤井義晴、橋爪健） 

平成19年度園芸学会秋季大会 

 

 

 

 

平 19.9.29

～10.1 

 

 

 

Effectiveness of a subsurface drainage system in 

poorly-drained paddy fields on reduction of methane emissions

（白鳥 豊、渡辺秀一、古川勇一郎、鶴田治雄、犬伏和之） 

第８回ＥＳＡＦＳ国際会議 

 

 

平 19.10.22

～23 

 

カドミウム高吸収稲を用いた汚染土壌の修復 

（本間利光、大峽広智） 

研究成果発表会 

食と環境の安全を求めて： 

農林水産生態系における有害

化学物質 

平19.11.29 

 

イオンビーム照射がユリの培養細胞へ与える影響 

(近藤正剛、小池洋介、小林仁、長谷純宏、横田裕一郎) 

 

 

第2回高崎量子応用研究シンポ

ジウム 

（第2回高崎量子応用研究シン

ポジウム要旨集） 

平 19.6.21

～22 

 

 

コシヒカリ新潟BL1～4号用異品種混入・花粉交雑検定DNAネガマー

カーセットの開発 

(田淵宏朗、橋本憲明、林敬子、吉田均) 

日本育種学会 

（育種学研究第10巻別冊1号） 

 

平 20.4.27

～29 
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(3) 現地指導 

ア 研究成果名：農業法人が簡単に自己診断できる経営管理チェックリスト（平成19年度普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 実施場所 

 実施回数 
（年月日）

指導内容 

基盤研究部 

牛腸奈緒子 

長岡農業普及指導セン

ター 

川口町新規設立法人 

川口町 1回 

H19.7.26 

チェックリストの記入、分析、経営改善

対策指導等 

基盤研究部 

守屋透 

魚沼農業普及指導セン

ター 

管内新規設立法人 

JA北魚沼小出支店 1回 

H19.7.26 

チェックリストの特徴説明及び意見交

換 

 

イ 研究成果名：水稲育苗用装備を利用したひめいわだれそうマット苗の大量育苗法（平成18年度活用技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日）

指導内容 

基盤研究部 

樋口泰浩 

三条農業普及指導セン

ター 

生産者 

JAにいがた南蒲い

ちい農機車両セン

ター 

1回 

H19.8.31 

技術説明および意見交換 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

にいがた植防だより (社)新潟県植物防疫協会 平19.6 前田征之 

農業技術体系・作物編追録第29号 

「収穫適期を判断する携帯水分計による子

実水分の簡易測定法」 

(社)農山漁村文化協会 平19.12 樋口泰浩 

 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平19.11.12 十日町地域ユリ切花研修会 8 前田征之 

平19.10.4～5 土壌断面調査法現地検討会  42 基盤研究部 

本間利光、白鳥豊 

平19.11.26～28 地力分析診断研修会  8 基盤研究部 

本間利光、門倉綾子

、大峽広智 

平20.1.30 園芸生産技術・環境保全型農業推進研修会 45 前田征之 

 
(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講    師 

稲作経営科 ２学年 生物工学特論 14 橋本憲明 

 
(4) 農業大学校研究科 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

農業環境 18     18 近藤正剛、小池洋介、白鳥豊 

稲作特論  36   36 本間利光、門倉綾子、大峡広智 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平19.10.29 
 
 

長岡市農業委員会 
 
 

農業委員研修 
 
 

農業総合研究所の業務
内容と最近の技術につ
いて 

大源正明 
 
 

平20.1.21 JA新潟教育センター JA営農指導員養成研修 生物工学 橋本憲明 
 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部

福田真利 長岡技術科学大学 実務訓練 平19.10.9～平20.1.31 バイオ研究部 

 

(7) 取材対応 

年月日 取材機関 取 材 内 容     応対者   報道日 
H20.2.27 

 

日本農業新聞 経営管理チェックリストの開発 牛腸奈緒子、

中村正明 

H20.3.12 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 

   所在地  長岡市長倉町857番地 

   建物面積 延10,268㎡ 

   圃場面積 田14.51ha, 畑4.25ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 
運営費 12,389     12,389 
維持管理費 42,657   53 104 42,500 
経常研究費 2,531     2,531 
ほ場・飼育管理費 0      
受託試験費 912    912  
種苗供給・指導事業費 0      
政策研究費 31,187    16,895 14,292 
備品整備費 2,024     2,024 
施設整備費 0      
庁舎修繕費 0      
その他 8,667     8,667 
その他（他課事業） 14,647      
合   計 115,014 0 0 119 17,911 82,403 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 
所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 所長 宮本 正司 
管理部・総務課(
庶務) 
 
 
 
 
 
 

管理部長・総務課長 
副参事 
主査 
主任 
主事 
〃 
技術員 
 〃 

佐藤 明 
阿部 均 
渡部 津栄武 
室橋 恵 
佐藤 純輝 
関  真知子 
今井 隆志 
木村 和浩 

(土壌保全) 
 
 
 
 (生産工学) 
 
 
 

主任研究員 
〃 
研究員 
技術員 
専門研究員 
主任研究員 
 〃 
技術員 

本間 利光 
門倉 綾子 
大峽 広智 
川瀬 守 
阿部 栄登 
樋口 泰浩 
藤牧 洋介 
竹田 守人 

企画情報部 
企画調整室 
 
 
研究情報室 
 
 

副所長・企画情報部長 
企画調整室長 
専門研究員 
研究員 
研究情報室長 
専門研究員 
主任研究員 

星  豊一 
藤巻 雄一 
秋本 隆司 
阿部 綾 
楠  正敏 
大源 正明 
岩津 雅和 

アグリ・フーズ
バイオ研究部 
(稲育種工学) 
 (園芸育種工学) 
 
 
 
(微生物工学) 
 
 

ｱｸﾞﾘ･ﾌｰｽﾞ研究部長 
 
主任研究員 
専門研究員 
主任研究員 
 〃 
研究員 
専門研究員 
〃 
主任研究員 

山本 匡里 
 
橋本 憲明 
小林 仁 
奥原 宏明 
近藤 正剛 
小池 洋介 
中島 正晴(兼務) 
大坪  貞視(兼務) 
太養寺真弓(兼務) 

基盤研究部 
(経営・流通) 
 
 
(栽培環境) 

基盤研究部長 
専門研究員 
主任研究員 
〃 
主任研究員 
〃 
研究員 
研究員 

小田切文朗 
牛腸 奈緒子 
守屋 透 
中村 正明 
白鳥 豊 
前田 征之 
丸山 一成 
太田 沙由理 

農総研専技室 副参事 
〃 
主査 
〃 

田村 良浩 
水沢 誠一 
阿部 浩一 
堀  武志 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成19年 
4月1日付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成18年 
3月31日付 

転 出 
 
 
 
 
 
 
 

転 入 
 
 
 
 

所 内 
 
 
 
 

採 用 
 
 
 

退 職 
 

横山 泰裕 
 
高野 隆 
 
原田 惇 
権平 正 
 
土佐わかな 
佐藤 明 
藤巻 雄一 
 
阿部 綾 
 
大源 正明 
 
渡部津栄武 
近藤 正剛 
 
奥原 宏明 
 
関 真知子 
太田沙由理 
中島 昭夫 
大野イツ子 

中山間地農業技術センター・センタ
ー長 
十日町地域振興局農業振興部・普及
課課長代理 
農業総務課政策室・主査 
新潟地域振興局農林振興部・普及課
主査普及指導員 
総務事務センター・主事 
管理部長（総務課長） 
企画情報部・企画調整室長 
 
企画情報部企画調整室・研究員 
 
企画情報部研究情報室・専門研究員 
 
管理部総務課庶務係・主査 
アグリ・フーズバイオ研究部・主任
研究員 
アグリ・フーズバイオ研究部・主任
研究員 
管理部・主事 
基盤研究部・研究員 
 
 

企画情報部・企画調整室長 
 
企画情報部研究情報室・専門研究員 
 
企画情報部企画調整室・主任研究員 
基盤研究部・主任研究員 
 
管理部・主事 
保健環境科学研究所・次長 
長岡地域振興局農林振興部・参事（
普及課長） 
村上地域振興局農林振興部・普及指
導員 
アグリ・フーズバイオ研究部・専門
研究員 
管理部・主任 
アグリ・フーズバイオ研究部・研究
員 
 
 
 
 
管理部長（総務課長） 
管理部・事務員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

総合気象観測装置  

 

(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講 師 

平成19年度短期集

合研修および知的

財産研修 

大源正明 農林水産試験研究分野の

特許出願の基礎 

平19.9.12～9.14 （独）農業・食品産

業技術総合研究機

構 

 

(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 

    1,121 名 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日

特許広報広告 
年月日・番号 
公開広報 
番号・年月日 

特許登録 
番号・年月日

イネの培養方法 星洋介、大源正明 平11－93191  特開 

2000－279046 

平12.10.10 

第3887658号 

平18.12.8 
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遺伝子導入用の植物細胞処理装置 星洋介、近藤正剛、

小林仁、松本伊左尾 

特願 

2002-88554 

平14.3.27 

特開 

2003-274953 

平15.9.30 

第3887658号 

平18.12.08 

ジネンジョの製造方法 近藤正剛、星洋介、

小林仁、松本伊左尾 

特願 

2002-223470 

平14.7.31 

特開 

2004-057149 

平16.2.26 

 

ユリ科ユリ属植物への遺伝子導入方法 星洋介、近藤正剛、

小林仁、松本伊左尾 

特願 

2002-362239 

平14.12.13 

特開 

2004-187628 

平16.7.8 

第3940768号 

平19.04.13 

 

(9) 栄 誉 

    なし 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

III 作物研究センター 
 

組  

育 種 科 品種育
品種選
畑 作

栽培品
作物栄
病 害
虫 害

栽 培 科 

作物研究センター長 
織構成図
 

成グループ 
定グループ 
 物グループ 

質グループ 
養グループ 
 グループ 
 グループ 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 センター内プロジェクト   

県特 

 

    (1) 持続的安定生産を確保するための水田高度利用体系の確

立 

 ア 地力低下ほ場における安定生産技術の確立 

301   (ア) 水稲安定栽培 

302  (イ) 大豆安定栽培 

 イ 生産力回復に有効な緑肥作物の検討 

303  (ア) 積雪地帯でも利用可能な緑肥作物の選定 

 ウ 緑肥作物等の利用による減農薬、減化学肥料栽培の実証 

(ア) 緑肥作物等の利用による減農薬、減化学肥料栽培の実 

   証（水稲） 

304     ａ 緑肥作物 

305     ｂ 籾殻 

 

 

 

平 18～21  

   〃 

 

   〃 

    

 

    

   〃 

   〃 

 

 

 

作物栄養 

   〃 

 

畑作物 

 

 

 

栽培・品質 

   〃 

経常     (2) 品質・収量の高位安定生産化に向けた主要作物の栽培技術

の改善 

 ア 水稲の高品質・安定栽培技術 

306   (ア) コシヒカリの生育予測技術の改善 

307     ａ 生育予測モデルの選択 

308     ｂ 水稲気象感応生育調査 

  (イ) 品質安定化のための栽培管理技術の検討 

310     ａ 穂肥施用時期と出穂期葉色及び品質、食味の検討 

311     ｂ 植付け深さによる登熟期の稲体活力への影響の検討 

  (ウ) 無ハウス疎植による省力低コスト水稲栽培技術の改善 

313     ａ 育苗の安定化 

314     ｂ 施肥技術の改善 

315     ｃ 水管理技術 

  (エ) 難防除雑草の除草技術の検討 

317     ａ 抵抗性雑草調査 

318     ｂ 有機栽培におけるコナギの効率的除草法の検討 

319  (オ) 高品質米安定生産のための施肥技術の開発 

320  (カ) 「こしいぶき」における育苗箱全量施肥法の確立 

321  (キ) 水稲における加工苦土肥料の施用効果確認試験 

322  (ク) 環境分解型被覆肥料の土中埋設試験 

 イ 優良水稲種子の効率的生産技術 

323   (ア) 早生種割れ籾の発生軽減技術の検討 

324   (イ) こしいぶきの優良種子生産のための本田栽培管理法の 

 検討 

 ウ 畑作物の高品質安定生産技術 

325   (ア) 大麦の生育予測技術 

326   (イ) 大豆気象感応調査 

327   (ウ) 大麦気象感応調査 

 

 

 

平 19～21 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

栽培・品質 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

作物栄養 

   〃 

   〃 

   〃 

 

品種選定 

   〃 

 

 

畑作物 

   〃 

   〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 2 育種科   

経常     (1) 水稲の基幹新品種の育成 

328  ア 系統育成 

329  イ 生産力検定 

330  ウ 特性検定 

331  エ 新系統 

 

平９～  

   〃 

   〃 

   〃 

 

品種育成 

   〃 

   〃 

   〃 

国委 332 (2) 水稲系統適応性検定試験 昭 28～ 品種育成 

県事     (3) 主要作物種子対策事業 

     ア 水稲奨励品種決定調査 

333   (ア) 基本調査及び特性調査 

334   (イ) 有望系統の現地適応性 

335  イ 麦類奨励品種決定調査 

336  ウ 大豆奨励品種決定調査 

337  エ 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

338  オ 大豆原原種、原種の維持と増殖 

339  カ 大麦と小麦の原原種、原種の維持と増殖 

 

 

昭 28～ 

   〃 

昭 52～ 

昭 28～ 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

品種選定 

   〃 

畑作物 

   〃 

品種選定 

   〃 

〃 

経常 (4) 水稲同質遺伝子系統の原種生産システムの確立 

340  ア 自然交雑による BL のコンタミネーションの検討 

 

平 18～20 

 

品種選定 

国委 341 (5) 大豆系統適応性検定試験 昭 61～  畑作物 

 3 栽培科   

経常     (1) 新たな栽培環境に対応した稲・大豆病害虫の発生予察技

術、防除技術の開発 

 ア 水稲病害虫の発生予察法、防除法の改善 

    (ア) いもち病菌種子保菌抑制技術の確立 

342     ａ いもち病の種子感染時期 

343     ｂ いもち病の種子保菌に及ぼす薬剤残効 

344   (イ) イネ紋枯病防除薬剤の効果比較 

  (ウ) アカスジカスミカメの発生生態と総合的防除技術 

345     ａ 水田における発生生態 

          ①イネに対する産卵 

          ②イネにおける幼虫発育 

346     ｂ 水田周辺生息地の除草の密度抑制効果 

347  (エ) アカヒゲホソミドリカスミカメの薬剤感受性のモニタ 

 リング 

 イ 大豆病害虫の発生生態と減農薬防除技術 

    (ア) 紫斑病の防除技術 

348     ａ 1 回散布の効果 

349     ｂ 2 回散布の防除適期 

    (イ) 新規ダイズ病原ウイルスの諸性状と発生生態 

350     ａ ダイズ縮葉モザイクウイルスの物理的・生物学的性状 

351     ｂ ダイズ縮葉モザイクウイルスの遺伝子解析 

352     ｃ ダイズ縮葉モザイクウイルスの診断技術の開発 

353     ｄ ダイズ縮葉モザイクウイルスの伝染方法 

354   (ウ) フタスジヒメハムシに対する種子塗沫殺虫剤の防除効 

 果 

355   (エ) マメシンクイガに対する殺虫粒剤の防除効果 

 

 

 

 

平 19～21 

   〃 

   〃 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

 

 

 

 

病害 

   〃 

   〃  

 

 

虫害 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

病害 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

虫害 

 

   〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

356   (オ) 合成性フェロモントラップによるマメシンクイガの発 

 生消長調査（予備試験） 

   〃 

 

   〃 

県特   (2) コシヒカリＢＬによる農薬低減栽培技術の確立 

ア コシヒカリＢＬの継続利用技術の開発 

357   (ア) 新レース発生・分布拡大過程 

  (イ) いもち病菌の個体群動態の解明 

358     ａ 非親和性菌保菌種子から苗への感染 

359     ｂ 混植内のレース別菌株動態 

360     ｃ 混植比率が種子のレース頻度に及ぼす影響 

361     ｄ 非親和性菌による種子保菌程度の系統間差 

362     ｅ イネいもち病菌の伝染勾配 

      (ウ) 品種の抵抗性評価 

363     ａ 県内品種の葉いもちほ場抵抗性評価 

364     ｂ 新 BL 系統の非親和性菌による穂の発病程度 

 イ アカヒゲホソミドリカスミカメの要防除水準 

  (ア) フェロモントラップによる発生量調査法 

365     ａ フェロモントラップの形状 

366     ｂ フェロモントラップの設置場所 

367     ｃ フェロモントラップの誘殺消長 

368   (イ) 水稲における増殖率と品種間差異 

  (ウ) フェロモントラップ誘殺数と次世代幼虫密度、斑点米 

 発生量の関係 

369     ａ すくい取り法による成幼虫数と斑点米発生量の関係 

370     ｂ フェロモントラップ誘殺数と斑点米発生量の関係 

 

 

平 19～21  

 

   〃 

   〃 

    

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

   〃 

   〃 

 

 

病害 

 

  〃 

〃 

  〃 

  〃 

〃 

 

〃 

  〃 

 

 

虫害 

  〃 

  〃 

  〃 

 

 

  〃 

  〃 

経常     (3) 新潟コシヒカリグレードアップ事業 

     ア  いもち病菌レース分析支援体制の整備 

371   (ア) 県内のいもち病菌レース 

 

 

平 17～ 

 

 

病害 

県事     (4) 地域ぐるみ環境保全型農業拡大支援事業 

372  ア  育苗箱施用剤削減実証 

373  イ  斑点米カメムシ防除削減 

 

 

平 17～ 

   〃 

 

虫害 

  〃 

県事     (5) 「新潟米」ブランド力強化総合対策事業 

374  ア  登熟期間の水管理法の改善 

 

平 19～20 

 

作物栄養  

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

1 センター内プロジェクト 

301 水稲安定栽培 (土田) 

緩効性肥料を用いた地力窒素を補う施肥法が品質

に与える影響を検討した。登熟後半の高温とフェーン

で胴割粒が多発した本年は、比較的地力窒素発現が少

ない水田で外観品質が低下した。施肥法としては、穂

揃期追肥、全量基肥施肥では収量、品質とも対照、比

較と同等以上であった。 

302 大豆安定栽培 (南雲) 

転換畑大豆栽培において，地力と乾物生産，収量の

関係について検討した．大豆栽培により可給態窒素

（風乾土培養，水田状態及び畑状態）の減少が認めら

れた．またシグモイド型被覆尿素施肥による乾物重増

加については慣行施肥区の乾物重が大きくなるほど

効果が少なくなる傾向が認められた。 

303 積雪地帯でも利用可能な緑肥作物の選定 

 (佐藤・服部) 

緑肥跡の大豆の収量は冬作緑肥では草種による有

意な差はみられなかったが、大麦跡でエンレイの収量

がやや多く、ヘアリーベッチやレンゲ区で非着生大豆
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の主茎長が長かった。夏作緑肥ではセスバニア田助区

でエンレイの収量が高かった。 

304 緑肥作物 (市川・東) 

緑肥作物はヘアリーベッチ、レンゲ、ナタネ３草種、

播種時期を早播（水稲立毛中）、晩播（水稲収穫後）

の２水準、除草剤散布は有り、無しの２水準で実施し

た。各緑肥作物とも 1年目では、地力増進効果や除草

効果につては判然としなかった。しかし、ﾍｱﾘｰﾍﾞｯﾁ

は、慣行並の生育・収量であり、減化学肥料栽培での

使用が可能と考えられた。ただし、倒伏が多く、品質

が低下することから、栽培管理法について検討が必要

である。また、少雪年の検討であったことから、各草

種とも平年の根雪日数で検討する必要がある。 

305 籾殻 (市川・東) 

籾殻施用は０、100、200kg/10a の３水準で秋すき

込みした。籾殻施用による地力増進効果は判然としな

かった。ただし、籾殻のすき込みにより可給態窒素の

発現量は、高まる傾向にあることから、今後も継続検

討する必要がある。また、籾殻のすき込み量が多いと、

水稲の生育・収量に影響を及ぼす可能性がある。 

306 生育予測モデルの選択 (奈良・東) 

作物研究センターの生育ステージ（91～06 年の 15

年分、移植日 4/20～5/31）および生育期間の気象デー

タを用い、ノンパラメトリック DVR 法の予測技術の検

討を行った。出穂期予測を行う場合、過去 5年間の日

平均気温を使用すると精度の高い予測が可能である。

高い予測精度を得るためには、予測年からより近い過

去のデータを用いて作成したモデルを使用すること

が有効である。 

307 水稲気象感応生育調査 (東・奈良) 

２時期に移植したコシヒカリと、こしいぶきについ

て、水稲気象感応調査を実施した。 

308 穂肥施用時期と出穂期葉色及び品質、食味の検討

 (市川・奈良) 

1 回目穂肥有り、無しの２水準（窒素成分 1kg/10a）、

2 回前穂肥時期、出穂前 10、7、4、出穂期、穂揃い期

の５水準（窒素成分 1kg/10a）で実施した。１回目穂

肥施用は登熟期間の葉色や収量が高まるが、整粒歩合

が低下する。2回目穂肥は施用時期が遅いと葉色差が

小さく、未熟粒率が低下する傾向にあった。また、2

回目穂肥時期が遅くても玄米ﾀﾝﾊﾟｸ質含有率が高まら

なかったが、食味は低下する。 

309 植付け深さによる登熟期の稲体活力への影響の

検討 (東・市川) 

植え付け深さは浅植（１～２cm）、標準（３～４cm）、

深植（５～６cm）の３水準、１株本数は２、４、６の

３水準で実施した。深植は登熟後半の葉色が維持され、

登熟後半の茎葉や籾の乾物重増加量が大きく、白未熟

粒の発生や胴割れ粒の発生が少なかった。 

310 育苗の安定化 (市川・東) 

播種期は 4/15、4/20、4/25 の３水準、被覆資材は

ｼﾙﾊﾞｰﾗﾌﾞ、ｼﾙﾊﾞｰﾐﾗｰの２水準、播種量は 140、200、

250g/箱の３水準、育苗日数は 20、25、30 日の３水準

で実施した。無加温・露地・プール育苗は、育苗期間

の平均気温が 13℃又は有効積算温度で 120℃以上に

なったら可能であると考えられた。移植可能なマット

強度を確保するには、4/20 以降の播種または 4/15 播

種で 25 日育苗以上であるが、発根力から 30 日育苗は

劣る。被覆資材についてはほとんど差がなかった。 

311 施肥技術の改善 (市川・東) 

基肥は窒素成分で 1、2、3kg/10a の３水準、1回目

穂肥は 0、1kg/10a の２水準、2回目穂肥は 0、1kg/10a

の２水準で実施した。密播・疎植栽培の基肥は窒素成

分で 3kg/10a、穂肥は 1kg/10a を２回実施する施肥体

系が慣行栽培に近い収量で、高い品質が得られると考

えられた。 

312 水管理技術 (市川・東) 

施肥は基肥-穂肥を窒素成分で 2-2、3-2kg/10a の２

水準、栽植密度を 40、50 株/坪、中干し開始時期を早

期（移植 1 ヶ月後）、慣行（目標穂数の 7～80%）の

２水準で実施した。密播苗を疎植し慣行並みの収量、

品質を得るためには、基肥量は窒素成分で 3kg/10a

必要で、中干し時期は、目標穂数の 70 から 80％を確

保した頃と考えられた。 

313 抵抗性雑草調査 (東) 

作研センター、佐渡農技センターで採取した SU 剤

抵抗性の疑いのあるコナギ及び作研センターで採取

したキクモについて生草重、葉令による簡易検定を実

施した。コナギは作研センター産が感受性、佐渡農技

センター産は抵抗性、キクモは抵抗性と判断された。 

314 有機栽培におけるコナギの効率的除草法の検討

 (東) 

散布資材は米糠、菜種油粕(各 10kg/10a 散布)の２

水準、散布時期は移植後１日、５日、９日の３水準で

実施した。菜種油粕は、移植後やや深水条件で米糠よ

り雑草発生を強く抑制した。特に、移植翌日の散布は、

コナギの発生を強く抑制した。水稲の生育は菜種油粕、

米糠とも移植翌日の散布で抑制を受けたが、菜種油粕

は回復し除草剤区並の収量となったが、米糠は回復せ

ず穂数減により減収した。また、資材の散布時期が遅

くなると、雑草発生の影響が大きくなり減収した。 

315 高品質米安定生産のための施肥技術の開発 

 (土田) 

 携帯式作物生育情報測定装置を利用した高品質米

安定生産技術を確立するため、幼穂形成期生育量と穂

肥時期・穂肥量が収量、外観品質、玄米タンパク質含
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有率に及ぼす影響を検討した。収量と玄米タンパク質

含有率に与える影響は生育量、１回目穂肥量、２回目

穂肥量ともほぼ同程度であった。整粒歩合では生育量

の影響度が大きく、生育量を高めると整粒歩合を低下

させる傾向であった。 

316 「こしいぶき」における育苗箱全量施肥法の確立

 (土田) 

早生品種「こしいぶき」に適したシグモイド型被覆

尿素を確認し、育苗箱全量施肥法を確立するため、

LPS100 と LPS60 の穂肥効果を確認した。被覆尿素の

効果を比べると、収量は LPS100≧LPS60、整粒歩合は

LPS60≧LPS100 であったが、いずれも目標以上であり、

有意な差は認められなかった。 

317 水稲における加工苦土肥料の施用効果確認試験 

 (南雲) 

農林公社を通じて委託のあった加工苦土肥料について、

水稲に対する効果を確認した。加工苦土の施用により最

高茎数はやや少なかったが、収量はやや高めとなった。

また土壌中の交換性苦土濃度の増加が見られた。 

318 環境分解型被覆肥料の土中埋設試験 (土田) 

水田及び畑土壌において、環境分解型の被膜の分解

性を従来型と比較した。水田土壌に埋設したエコタイ

プの被膜は、埋設年が早いほど模擬耕耘処理による完

全粒回収率が低下する傾向であった。畑土壌では外観

上に大きな違いは見られなかったが、模擬耕耘処理に

よる回収率が低下することから、崩壊性が高まってい

るものと思われた。 

319 早生種割れ籾の発生軽減技術の検討 

 (阿部・加藤・関田) 

わせじまんを用い移植時期と穂肥施用の時期・量を

変えて割れ籾発生率との関係を調査した。遅植えによ

り出穂期を８月上旬まで遅らせると、割れ籾の発生が

軽減され、穂肥施用の時期・量のちがいによる発生軽

減は遅植えの効果に比べ小さかった。 

320 こしいぶきの優良種子生産のための本田栽培管

理法の検討 (阿部･加藤・関田) 

栽植密度を２水準、基肥量を３水準、穂肥の有無、

穂揃期追肥量を２水準の試験構成で栽培し、割れ籾発

生を検討した。基肥Ｎ量を10a当たり1.5kg施用する、

または穂肥を施用し２次枝梗着生籾を少なくしない

栽培法が、割れ籾発生を軽減する可能性があった。 

321 大麦の生育予測技術 (服部・佐藤) 

現行法よりも精度は落ちるものの、消雪日に影響さ

れない出穂期予測方法として、積算気温法、ノンパラ

メトリック DVR 法による出穂予測が可能であった。ま

た、幼穂長、節間長から、茎立期と止葉抽出期の判定

や出穂前日数の予測が可能と考えられた。 

 

322 大豆気象感応調査 (服部・佐藤) 

標準播、晩播ともにほぼ平年並の生育量が確保され、

収量は高かった。標準播では不稔の減少と１莢粒数の

増加、晩播では有効莢数の増加が多収の要因と考えら

れた。標準播、晩播ともに縮緬じわの多発により、平

年より品質は劣った。 

323 大麦気象感応調査 (服部・佐藤) 

暖冬で根雪も無かったことから、生育は平年よりか

なり早く、出穂期は平年より 11 日、成熟期は平年よ

り 4日早かった。早期出穂による登熟期間の日照不足

と低温、登熟後期の少雨等により、細麦が多発し、子

実重は少なかった。 

 

2 育種科 

324 系統育成 (松井・名畑・石崎) 

強稈、耐病、多収で良質・加工特性の優れる酒造好

適米、糯米及び新形質米の育成のため、系統育種法、

集団育種法及び葯培養法を併用して選抜した。育成系

統中より 26 組合せを有望とし、内 3 系統に地方番号

を付した。 

325 生産力検定 (石崎・松井・名畑) 

予備試験及び本試験に供試したのべ 143 系統のう

ち粳米は 23 統、酒造好適米は 2系統、糯米は 3系統、

新形質米は 1系統が有望またはやや有望であった。 

326 特性検定 (石崎・松井・名畑) 

いもち抵抗性は 3231 系統、穂いもち抵抗性は 131

系統、高温登熟性は 45 系統、耐冷性は 47 系統、倒伏

抵抗性は14統、穂発芽性は131系統、食味は93系統、

玄米成分は 131 系統について検定した。 

327 新系統 (石崎・松井・名畑) 

新潟 93 号（長 1896）、長 1414（新潟 70 号）/越南

165 号：晩生の耐倒伏性の強い高品質良食味系統。成

熟期がコシヒカリより 7 日程度遅い中間型の晩生粳

系統。耐倒伏性は強。穂発芽性はやや易。葉いもち抵

抗性は中、穂いもち抵抗性はやや強。玄米重はコシヒ

カリよりやや少。玄米千粒重はコシヒカリより大。玄

米品質はコシヒカリより優れ上下。食味はコシヒカリ

並の上中。 

新潟酒 94 号（長 1755）、一本〆/東北 154 号：早

生の耐冷性が強い酒米系統。成熟期が五百万石と同じ

穂重型の早生酒米系統。耐倒伏性はやや強。穂発芽性

は難。耐冷性はやや強。葉いもち抵抗性は中、穂いも

ち抵抗性はやや強。玄米重、玄米千粒重及び玄米品質

ともに五百万石並の上中。 

新潟糯 95 号（長 1863）、東北糯 161 号/わたぼう

し：極早生多収の糯系統。成熟期がわたぼうしより 4

日程度早い偏穂重型の極早生糯粳統。耐倒伏性はやや

強。穂発芽性易。葉いもち抵抗性は中、穂いもち抵抗
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性はやや強。玄米重はわたぼうしより多。玄米千粒重

はわたぼうしより大。玄米品質はわたぼうし並の上中。 

328 水稲系統適応性検定試験 (石崎) 

指定試験地及び独立行政法人で育成された 55 系統

の地域適応性を検定した。有望系統は早生で 1 系統

（東糯 1226）、中生で 4系統（収 7699、収 7698、収

7819、福系 9149）晩生で 3 系統（収 7732、和 1152、

和 1169）の合計 8系統であった。 

329 基本調査及び特性調査 (名畑・石崎・松井) 

水稲奨励品種決定調査の基本調査・特性調査で 10

系統を供試し、有望とした。有望系統は以下のとおり。 

極早生（比較わせじまん）：新潟 83 号：出穂期 1

日遅く、食味良、品質並。 

早生（比較こしいぶき）：新潟 89 号：出穂期 4 日

早い、耐倒伏性極強、収量やや劣る、品質やや優る、

食味並。新潟 90 号：出穂期 2日遅い、耐倒伏性極強、

収量やや劣る、品質並、食味やや劣る。新潟 84 号：

出穂期 5日遅い、収量やや優る、食味・品質並。 

中晩生（比較コシヒカリ）：新潟 88 号：出穂期 5

日遅い、収量やや優る、品質良、食味良。新潟 91 号：

出穂期 6日遅い、収量やや優る、品質良、食味良。新

潟 92 号：出穂期 6 日遅い、収量やや優る、品質良、

食味良。 

糯（比較こがねもち）：新潟糯 73 号：出穂期 4 日

遅い、収量やや優る、品質良。 

コシヒカリ BL 系統（比較コシヒカリ）：コシヒカ

リ新潟 BL11 号：コシヒカリと特性は同じ。コシヒカ

リ新潟 BL12 号：コシヒカリと特性は同じ。 

330 有望系統の現地適応性 (名畑・石崎・松井) 

コシヒカリ新潟 BL11 号は、新潟及び上越では特性

が標準と同等で有望と評価。新発田及び十日町では、

生育、収量、品質の差異から再検討と評価された。 

コシヒカリ新潟 BL12 号は、上越では特性が標準と

同等で有望と評価。新潟及び十日町では、生育、収量、

品質の差異から再検討と評価。新発田では、生育の差

異及び品質が劣るとの理由から棄却と評価された。 

コシヒカリ新潟 BL11 号は、２か年の試験結果から、

奨励品種採用に際し、実用的に問題となる特性のちが

いはないと判断した。 

331 麦類奨励品種決定調査 (佐藤・服部) 

標準品種をファイバースノウとし、北陸皮 41 号、

北陸皮 42 号、北陸皮 43 号、東山皮 102 号、東山皮

105 号、東山皮 106 号、東北皮 39 号を供試した。そ

の結果、再検討を北陸皮 42 号、北陸皮 43 号、東山皮

105 号、東山皮 106 号、東北皮 39 号、棄却を北陸皮

41 号、東山皮 102 号とした。 

332 大豆奨励品種決定調査 (佐藤・服部) 

本県に適する大豆品種の選定を行った。本調査で

中・晩生系統の東山 208 号、黒大豆系統の東山黒 215

号を「やや有望」とし、東山 213 号、東山 216 号、東

山青 211 号を「再検討」、東北 162 号、四国 4号を棄

却した。 

333 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

 (阿部・加藤・関田) 

９品種の原原種生産を行い、860kg を採種した。ま

た、貯蔵種子を併せた 322kg を原種栽培に使用した。

貯蔵原原種種子量は 22 品種、3,600kg である。 

委託栽培３品種を含む 14 品種について原種生産を

行い、47,620kg を採種した。貯蔵種子と当年産を併

せた 15 品種、24,840kg を県内 16 か所の指定採種ほ

に配付した。 

334 大豆原原種、原種の維持と増殖 

 (阿部・加藤・関田) 

あやこがねとたまうららの原原種生産を行い 75kg

を採種した。また、原種生産に 237kg を使用した。貯

蔵原原種種子量は４品種、439kg である。 

原種生産ではあやこがねとたまうららをセンター

内で、エンレイを委託で栽培し、3,740kg を採種した。

貯蔵種子と当年産を併せた 2品種、5,220kg を指定採

種ほ 10 か所に配付した。 

335  大麦・小麦の原原種、原種の維持と増殖 

 (阿部・加藤・名畑) 

大麦ファイバースノウの原原種生産を行い、40kg

を採種した。また、貯蔵種子を併せた 85kg を原種栽

培に使用した。貯蔵原原種種子量は大麦 2品種、960kg、

小麦 1 品種 120kg である。 

ミノリムギの原種生産を委託栽培と併せて行い、

1,500kg を採種し、ファイバースノウの原種生産を行

い、200kg を採種した。貯蔵種子及び当年産のミノリ

ムギ、1,640kg を指定採種ほ２か所に配付した。 

336 自然交雑によるＢＬのコンタミネーションの検

討 (加藤・関田・阿部) 

ほ場内及びポット栽培において糯品種と粳品種を

株内混植して、キセニア現象を利用した自然交雑率を

調査した結果、自然交雑率は 0.07～0.22％、株内交

雑率は 0～0.142％の発生があった。また、コシヒカ

リ BL 混合種子の当代自植２世代後の農業特性を比較

しても両世代で大差はなかった。 

337 大豆系統適応性検定試験 (佐藤・服部) 

作物研究センター、東北農研センター、近中四農研

センター、長野県中信農試で育成された 25 系統を供

試した結果、やや有望：東山系 Y59、東山系 Y108、再

検討：東山系 z3、東山系 Y409、東山系 Y481、東山系

Y811、東山系 z13、作系 36 号、善系 23 号、善系 26

号、善系 31 号を再検討とした。 
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3 栽培科 

338 いもち病の種子感染時期 (佐藤・黒田・石川) 

時期別にいもち病菌を接種し、種子への感染時期を

調査した。穂いもちの発病は出穂期前後に感染したも

ので多く、出穂 15 日以降急減した。種子保菌率は、

出穂期前後に感染したもので高い傾向であったが、出

穂期の30日後に感染したものでも1～8％程度の種子

保菌が認められた。 

339 いもち病の種子保菌に及ぼす薬剤残効 

 (佐藤・黒田・石川) 

いもち病の種子保菌に及ぼす薬剤残効を、薬剤処理

したイネを時期別に接種することにより検討した。穂

いもちの被害もみ及び胞子形成もみ抑制効果は、粒剤

ではピロキロン粒剤が高く出穂から 1週間程度、液剤

ではどの剤でも散布 9 日後の被害もみ及び胞子形成

もみ抑制効果は不十分と考えられた。 

340 イネ紋枯病防除薬剤の効果比較 

 (石川・黒田・佐藤) 

紋枯病防除粒剤の効果をほ場による接種試験で比

較した。箱施用剤ではﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ剤が 6 月末接種による

水平・垂直進展を抑制し効果が高く、8月接種による

上位進展の抑制効果もある程度期待できると推定さ

れた。水面施用剤はいずれも効果は高かった。 

341 イネに対する産卵 (石本・山代) 

出穂日、出穂５日後、出穂 10 日後、出穂 20 日後の

イネへの放飼試験により、アカスジカスミカメの産卵

能力を評価した。いずれのイネにおいても、ふ化幼虫

数は極めて少なく、アカスジカスミカメはイネに対し

ては産卵が困難と考えられた。 

342 イネにおける幼虫発育 (石本・山代) 

幼虫発育試験では、玄米のみ、玄米とイネ幼苗を与

えた場合、羽化率は高く、玄米は好適な餌と考えられ

た。出穂後のイネへの放飼試験では、登熟初期の穂と

割れ籾の多い穂が幼虫発育に好適と考えられた。これ

らのことは、アカヒゲホソミドリカスミカメ幼虫と共

通していた。 

343 水田周辺生息地の除草による密度抑制効果 

 (山代・石本) 

水田周辺のアカスジカスミカメ生息地を、稲の収穫

後に雑草管理することによる密度抑制効果を検討し

た。機械除草及び除草剤処理によって、越冬前の成幼

虫密度は顕著に低下した。 

344 アカヒゲホソミドリカスミカメの薬剤感受性の

モニタリング (山代・石本) 

県内 3 地域のアカヒゲホソミドリカスミカメ個体

群について、ジノテフランとエチプロールに対する薬

剤感受性を検定した結果、いずれも感受性レベルであ

った。 

345 1 回散布の効果 (石川・黒田・佐藤) 

紫斑病防除薬剤の 1回散布による防除効果を、播種

した種子の紫斑粒混入率の異なる条件で検討した。播

種種子の紫斑粒率が高いほど、収穫物の紫斑粒率も高

まり、薬剤の効果も低下した。ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ剤の効果

が高く、ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ剤の効果は認められなかった。紫斑

粒混入割合の高い種子は潜伏感染粒が多く、両者に高

い相関関係が認められた。 

346 2 回散布の防除適期 (石川・黒田・佐藤) 

紫斑病の多発条件で、2回散布の防除時期を検討し

た。開花 2 週間後の 1 回散布、2、4 週間後の 2 回散

布の防除効果は認められなかった。開花 2週間後の 1

回散布、3、5 週間後および 4、6 週間後の 2回散布の

効果は有意に高かったこれまで指導してきた開花 2、

4 週間後より 3～5 週間後でより安定した効果が期待

できると考えられた。 

347 ダイズ縮葉モザイクウイルスの物理的・生物学的

性状 (黒田・佐藤・石川) 

県内で新たに発見されたダイズ縮葉モザイクウイ

ルス（SLRMV）は、幅約 10nm、長さ約 500nm の屈曲し

たひも状粒子で、Potyvirus 科に属する可能性が高い
と考えられた。宿主域は比較的狭く、アカザ科、キク

科、ヒユ科、マメ科に限られ、ダイズ以外の植物では、

ほとんど症状をあらわさなかった。 

348 ダイズ縮葉モザイクウイルスの遺伝子解析 

 (黒田・佐藤・石川) 

SLRMV 感染ダイズの dsRNA 分析の結果、約 7000 塩

基の単一の RNA 分子が検出された。NIb 遺伝子の解析

を進めたところ、すでに決定した外被タンパク質遺伝

子同様、Bymovirus 属ウイルスに近縁なウイルスで、
これらのウイルスとアミノ酸配列で 50～60%の相同

性が認められた。 

349 ダイズ縮葉モザイクウイルスの診断技術の開発 

 (黒田・佐藤・石川) 

SLRMV の簡易診断法を検討した。SDT 法と Tth DNA 
polymerase を用いた方法では、費用と時間を低減で

きたが、若干非特異的な反応が認められた。しかし、

引き続き PCR-サザン法を行うことで、確実な診断を

行うことができると考えられた。 

350 ダイズ縮葉モザイクウイルスの伝染方法 

 (黒田・佐藤・石川) 

SLRMV は、アブラムシや種子によって伝播されず、

多発ほ場の土壌に播種することで健全ダイズに感染

した。すなわち、土壌中の生物による媒介あるいは土

壌中に残存したウイルス粒子が直接ダイズに感染す

ることで、発病するのではないかと考えられた。 
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351 フタスジヒメハムシに対する種子塗沫殺虫剤の

防除効果 (山代・石本) 

チオメトキサム30％水和剤6ml/kgを大豆種子に塗

沫処理し、フタスジヒメハムシの密度抑制効果を検討

した。処理区では成虫密度を長期間抑制し、被害粒の

発生防止効果がみられた上に、生育抑制防止の効果も

うかがわれた。 

352 マメシンクイガに対する殺虫粒剤の防除効果 

 (山代・石本) 

ドリフトの少ない防除薬剤として、ダイアジノン

５％粒剤の効果を検討したが、マメシンクイガの発生

程度が極めて低く、評価できなかった。 

353 合成性フェロモントラップによるマメシンクイ

ガの発生消長調査(予備試験) (山代・石本) 

マメシンクイガの性フェロモントラップを県内 4

地点に設置した結果、発生程度の低い場合にも誘殺消

長が得られ、発生量や時期の調査への利用の可能性が

示唆された。 

354 新レース発生・分布拡大過程 

 (石川・黒田・佐藤) 

前年にレース 003.2、337.1 が分離されたほ場周辺

で葉いもちから 74 菌株、穂いもちから 272 菌株を分

離しレースの調査を行った。レース 003.2、337.1 は

分離されず、前年に存在が確認されたマイナーレース

が、同一ほ場で翌年以降に優占する可能性は極めて低

いと思われる２つめの事例が得られた。 

355 非親和性菌保菌種子から苗への感染 

 (石川・黒田・佐藤) 

非親和性菌を保菌した種子を無覆土で播種したと

ころ、いもち病菌による苗の立ち枯れが発生し、根、

不完全葉基部、不完全葉の葉鞘での胞子形成が確認さ

れた。このことは非親和性菌により保菌した種子が、

種子混合された親和性系統の伝染源となる可能性を

強く示唆していると思われた。 

356 混植内のレース別菌株動態(石川・黒田・佐藤) 

混植内におけるレースの異なる菌株の動態を明ら

かにするため、混植したイネの系統別に病斑数、レー

ス頻度をポット試験で調査した。レースの異なる菌株

の 1病斑当たり 1世代の病斑増加数は、菌のレースと

親和性の組み合わせとなる系統の混合比率の和に比

例した。 

357 混植比率が種子のレース頻度に及ぼす影響 

 (石川・黒田・佐藤) 

同質遺伝子系統の混植条件下で、葉いもちから穂へ

の感染による種子籾でのレース頻度について、混植比

率の違いが及ぼす影響について試験を行ったが、設置

した伝染源が想定どおり機能しなかった可能性があ

り、検討できなかった。 

358 非親和性菌による種子保菌程度の系統間差 

 (石川・黒田・佐藤) 

親和性菌、非親和性菌による各系統の穂の発病程度

と保菌程度の差をポット試験で検討した。穂の発病程

度、籾の保菌程度には系統間差があり、非親和性の組

み合わせとなる品種間でも穂いもち発病程度の高い

系統ほど籾の保菌率も高かった。穂いもち調査時に未

発病の系統でも、籾の保菌が確認された。 

359 イネいもち病菌の伝染勾配(石川・黒田・佐藤) 

伝染源からの胞子飛散により 1 回の感染で形成さ

れた葉いもち病斑の分布は、4種類の密度、傾きの異

なる勾配により構成されており、それぞれに指数関数

式が適合した。伝染源からの距離 0cm でｎ個の新病斑

が出現するとき、伝染源からの距離 Xcm における病斑

数を推定する式を作成した。 

360 県内品種の葉いもちほ場抵抗性評価 

 (石川・黒田・佐藤) 

品種のほ場抵抗性について、接種試験により 4品種

の葉いもち感受性の経時的変化および胞子形成数の

品種間差を調査し、感受性指数を設定した。この指数

を用いた BLASTL の演算値は、ほ場試験における各品

種の発病推移や品種間の差を概ね近似しており、感受

性指数によりほ場抵抗性評価が可能と思われた。 

361 新 BL 系統の非親和性菌による穂の発病程度 

 (石川・黒田・佐藤) 

新たに育成された新潟 BL10～12 号の非親和性菌に

よる穂の発病程度を接種試験により検討した。接種菌

に対し親和性の組み合わせとなるコシヒカリでは多

発生となったが、コシヒカリ新潟 BL10～12 号の非親

和性菌による穂いもち発病は極少なく、系統による発

病程度の差は確認できなかった。 

362 フェロモントラップの形状 (山代・石本) 

アカヒゲホソミドリカスミカメを誘引する性フェ

ロモントラップの改善を図るため、トラップの形状に

ついて検討した。ＳＥトラップの底板と屋根部分を開

ける検討をした結果、従来の垂直粘着トラップに比べ

て誘引の安定性はやや低下したが、ゴミ等の付着は少

なく、改良の可能性が示唆された。 

363 フェロモントラップの設置場所 (石本・山代) 

水田におけるフェロモントラップの設置場所を、第

１世代期において検討した。水田内の畦畔際に設置し

たフェロモントラップの誘殺消長は、水田内中央部に

設置したフェロモントラップの誘殺消長と概ね一致

した。調査の省力化には、畦畔際の設置が有効と考え

られた。 

364 フェロモントラップの誘殺消長 (石本・山代) 

登熟初期のフェロモントラップの主な誘殺期間は、

出穂始期～出穂期 10 日後までで、この期間の誘殺数
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が全体の約 80％を占めた。出穂期７日後までの総誘

殺数と出穂期 15 日後までの総誘殺数には高い正の関

係があり、前者により後者の推定が可能と考えられた。 

365 水稲における増殖率と品種間差異(石本・山代) 

割れ籾の発生が幼虫生存率、斑点米発生量に及ぼす

影響を明らかにするため、ポット植イネへの幼虫放飼

試験を行った。出穂期 20 日後のイネにおいて、割れ

籾率と幼虫生存率、斑点米数の間には正の関係が認め

られ、また、この関係にこしいぶきとコシヒカリで差

異はなかった。 

366 すくい取り法による成幼虫数と次世代幼虫数、斑

点米発生量の関係 (石本・山代) 

登熟初期のすくい取り成虫数と斑点米率の間には

有意な正の関係が認められ、登熟初期の成虫密度から

斑点米発生量を予測でき、また、フェロモントラップ

誘殺数とすくい取り成虫数の間には有意な関係があ

ることから、フェロモントラップ誘殺数によっても斑

点米発生量の予測は可能と考えられた。 

367 フェロモントラップ誘殺数と斑点米発生量の関

係 (石本・山代) 

コシヒカリにおいて、登熟初期のフェロモントラッ

プ総誘殺数と斑点米率には有意な正の関係が認めら

れ、フェロモントラップ誘殺数により斑点米率を予測

できると考えられた。 

368 県内のいもち病菌レース (石川・黒田佐藤) 

県内のいもち病菌レースの分布状況を調査した。

レース 005.0、007.0、035.1、037.1 の 4 レースが分

離され、007.0、037.1 の分離頻度が高く、優占レー

スとなった。コシヒカリ BL 導入後の 3 ヵ年で、優占

レースが交代するレース構成の急激な変化がみられ

た。 

369 育苗箱施用剤削減実証 (石本・山代) 

育苗箱施用剤の使用を地域全体で中断した場合の、

イネミズゾウムシとイネドロオイムシの発生程度の

変化を追った。薬剤使用の中断により、イネミズゾウ

ムシは一部の圃場で発生程度が上昇したが、地域全体

での大きな密度変化はみられなかった。イネドロオイ

ムシはいずれの地域でも極めて低密度に推移した。 

370 斑点米カメムシ防除削減 (石本・山代) 

アカヒゲホソミドリカスミカメに対する水面施用

剤(ジノテフラン、クロチアニジン)の効果を圃場試験

で検討した。防除効果は、散布時期、反復間で変動が

大きく、多発生条件では劣る可能性が考えられた。 

エチプロールのカメムシ類に対する防除効果、及び

水面施用粒剤のオオトゲシラホシカメムシに対する

防除効果の安定性評価に関しては、発生量不足などの

理由により評価できなかった。 
371 登熟期間の水管理法の改善 (南雲) 
登熟期間の土壌水分状態と玄米品質の変動につい
て検討した。場内ほ場において、波板によりほ場を区
切り、灌水の程度により登熟期間中の土壌中の水分の
コントロールを行った。この結果、出穂後４日から25
日の土壌水分（ｐF）の値が大きくなる（水分が低下
する）と整粒歩合が低下する傾向が認められた。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 20 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

 

3 

【普及技術】 
いもち病抵抗性同質遺伝子系統「コシヒカリ新潟 BL11 号、12 号」の育成 

水稲新奨励品種「コシヒカリ新潟 BL11 号」の選定 

 

アミロース含有率が高い加工向け新形質米品種「こしのめんじまん」 

 

作物研 育種科 

作物研 育種科、佐渡農

技 

作物研 育種科 

 

1 

2 

3 

【活用技術】 
「コシヒカリ」の品質向上のための後期栄養維持施肥法 
ダイズ紫斑病に対する薬剤１回、２回散布の散布薬剤および時期 

砕土が悪い場合の大麦播種・施肥法と硝子率を高めない越冬後施肥 

 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

作物研 育種科 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報 (平成 20 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

3 

4 

5 

水稲の高温登熟性検定法の評価と基準品種の選定 

「コシヒカリ」の登熟期間の生育と基部未熟粒の関係および穂揃い期追肥の影響 

ダイズ縮葉モザイクウイルス（Soybean leaf rugose mosaic virus,仮称）の発生 

大豆に発生するフタスジヒメハムシの県内における発生消長 

伝染病からの距離別に葉いもちの病斑数を推定する式 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

 

(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 19 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

 

3 

 

4 

5 

 

6 

7 

8 

9 

【技術】  

(普及) 香りに優れ、安定多収栽培のためのそばの収穫時期と仕上げ水分 

(普及) いもち病真性抵抗性同質遺伝子系統「コシヒカリ新潟 BL9 号」「コシヒカ

リ新潟 BL10 号」の育成 

(普及) 水稲新奨励品種「コシヒカリ新潟 BL9 号」「コシヒカリ新潟 BL10 号」の

選定 

(参考) 水稲の高温登熟性検定法の評価と基準品種の選定 

(参考) 飼料稲跡大麦「ファイバースノウ」の栽培特性と硝子率を高めない越冬後

追肥法 

(参考) コシヒカリの密播・露地・プール育苗法 

(参考) コシヒカリの密播・疎植栽培における生育・収量目標 

(参考) カスガマイシン耐性イネもみ枯細菌病菌の国内初確認  

(参考) 高温登熟条件下におけるコシヒカリ品質向上のための後期栄養維持施肥

法 

 

作物研 

作物研 育種科 

 

作物研 育種科 

 

作物研 育種科 

作物研  

 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

 

18 

19 

【研究】 

(参考) コシヒカリ新潟 BL の混植における穂いもち発病抑制要因 

(参考) コシヒカリ新潟 BL の混植ほ場におけるいもち病菌のレース頻度 

 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

 【行政】  

 (なし)  

 

 



64 

－ III - 13 － 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 
掲載誌名等 発行年月 

アカヒゲホソミドリカスミカメの薬剤感受性 
（石本万寿広） 

植物防疫 平 19.4 

水稲糯品種栽培における穂肥窒素の施用と移植次期及び品種の違い
が餅の硬化性に与える影響 
（石崎和彦） 

日本作物学会紀事 平 19.4 

イネの登熟段階と割れ籾の発生がアカヒゲホソミドリカスミカメ幼
虫の発育に及ぼす影響 
（石本万寿広） 

日本応用動物昆虫学会誌 平 19.5 

ダイズ褐斑粒の発生実態・対策と研究の現状 
（黒田智久・名畑越夫） 

農業技術第62巻7号、325-330 平 19.7 

水稲早生品種「ゆきん子舞」の生育指標と施肥法 
（市川岳史・東 聡志・奈良悦子・坂口いづみ・金高正典） 

北陸作物学会報 平 19.9 

機械除草と耕種的除草法の組み合わせによる無農薬水田雑草管理法
の検討 
（東 聡志） 

北陸作物学会報 平 19.9 

Analysis of the nitrogen nutrition of soybean plants with deep 
placement of coated urea and lime nitrogen 
(Kaushal TEWARI, Takanori SATO, Mayumi ABIKO, Norikuni OHTAKE, 
Kuni SUEYOSHI, Yoshihiko TAKAHASHI, Yoshifumi NAGUMO, Toru 
TUTIDA and Takuji OHYAMA) 

Soil Science & Plant 
Nutrition Vol.53(6) 
pp772-781 

平 19.12 

ネオニコチノイド系殺虫剤１回散布によるアカヒゲホソミドリカス
ミカメの防除技術 第１報 圃場単位の防除技術 
（石本万寿広） 

北陸病害虫研究会報 平 19.12 

ネオニコチノイド系殺虫剤１回散布によるアカヒゲホソミドリカス
ミカメの防除技術 第２報 地域単位の防除技術 
（石本万寿広） 

北陸病害虫研究会報 平 19.12 

新潟県におけるアカヒゲホソミドリカスミカメの発生生態の解明と
防除体系の確立 
（石本万寿広） 

新潟県農業総合研究所研究報
告 

平 20.3 

そば品種「とよむすめ」の収穫時期と乾燥仕上水分が収量・品質に
与える影響 
（服部 誠*・佐藤 徹・市川岳史・田村隆夫） 

北陸作物学会報 第 43 号 
 
 

平 20.3 
 
 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

そば「とよむすめ」の収穫時期と仕上水分が収量・品質に
与える影響 
（服部 誠*・佐藤 徹・市川岳史・田村隆夫） 

日本作物学会北陸支部・北陸育種懇話会 
第 44 回講演会（北陸作物学会報 第 43
号 別号） 

平 19.7.13
～14 

新潟県における極小粒大豆「東山 204 号」の生育及び納豆
加工特性    
（佐藤徹*・服部誠・渡辺聡・下條明・金井政人・小林孝
章・田村隆夫） 

日本作物学会北陸支部・北陸育種懇話会 
第 44 回講演会（北陸作物学会報 第 43
号 別号） 

平 19.7.13
～14 
 
 

シグモイド型被覆尿素肥料の施用によるダイズしわ粒軽
減効果について 
（南雲芳文，佐藤徹，服部誠，土田徹，高橋能彦，大山卓
爾） 

日本土壌肥料学会 
2007 年度東京大会 

平 19.8.22
～24 

高温登熟において緩効性肥料の肥効が米の品質に与える
影響 
（土田 徹、南雲芳文） 

日本土壌肥料学会 
2007 年度東京大会 

平 19.8.22
～24 

コシヒカリ同質遺伝子系統混植内の葉いもちにおける
レース頻度の経時的変化 
（石川浩司・黒田智久・佐藤秀明） 

日本植物病理学会平 19 関東部会 
(日植病報第 74 巻第 1 号、36) 

平 19.9.13
～14 
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発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

高アミロース米系統「新潟 79 号」の移植時期と施肥量が
加工性に関する諸特性に及ぼす影響 
(石崎和彦) 

日本作物学会第 224 回講演会 
(日本作物学会紀事第 76 巻別号 2) 

平 19.9.26
～27 

「大麦－飼料稲」2年 3 作体系における被覆尿素肥料の越
冬後追肥が大麦の収量および硝子率に及ぼす影響 
（佐藤徹*・服部誠・田村隆夫） 

日本作物学会 第 224 回講演会（日作紀 
第 76 巻別 2 号） 

平 19.9.26
～27 
 

自然条件下におけるダイズしわ粒の発生要因に関する研
究 
（服部 誠*・佐藤 徹・市川岳史・田村隆夫） 

日本作物学会 第 224 回講演会（日作紀 
第 76 巻別 2 号） 

平 19.9.26
～27 

水稲の高温登熟性に関する検定方法の評価と基準品種の
選定 
(石崎和彦) 

「気象温暖化」研究成果発表会 
 

平 19.10.9 
 

コシヒカリ幼穂形成期の窒素吸収量の簡易推定 
（土田 徹、南雲芳文、樋口泰浩） 

日本土壌肥料学会関東支部 2007 年度神
奈川大会 

平19.11.24 

大豆種子乾熱処理による種子伝染性病害の軽減効果 
（黒田智久・名畑越夫・佐藤秀明・石川浩司） 

北陸病害虫研究会 平 20.2.19
～20 

同質遺伝子系統混植栽培における葉いもち病斑の垂直分
布に関与する要因 
（石川浩司・堀 武志・黒田智久・佐々木行雄） 

北陸病害虫研究会 平 20.2.19
～20 

薬剤によるいもち病の育苗期感染の防止効果 
（石川浩司・佐藤秀明・黒田智久・堀 武志） 

北陸病害虫研究会 平 20.2.19
～20 

合成性フェロモントラップによるアカヒゲホソミドリカ
スミカメ第１世代成虫の地域的な発生量調査の可能性 
（石本万寿広・佐藤秀明・山代千加子） 

北陸病害虫研究会 平 20.2.19
～20 

新潟県のダイズにおけるフタスジヒメハムシ発生消長と
被害の特徴 
（山代千加子・石本万寿広・永瀬 淳・原澤良栄） 

北陸病害虫研究会 平 20.2.19
～20 

イネにおけるアカスジカスミカメ幼虫の発育の可能性 
（石本万寿広） 

日本応用動物昆虫学会大会 平 20．3.26
～28 

 

(3) 現地指導 

ア 研究成果名：大豆しわ粒の発生軽減技術（平成 19 年度普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

育種科 
佐藤徹、服部
誠 
栽培科 
南雲芳文 
基盤研究部
生産工学 
樋口泰浩 

新潟普及指導センター 
（有）道潟農場 
 
 
 
柏崎普及指導センター 
(有)米山農場 

新潟市 
南区 
茨曽根管内 
 
 
柏崎市 
原町 

3回 
H19.5.23 
H19.5.24 
H19.7.3 
 
4回 
H19.5.21 
H19.6.5 
H19.7.10 
H19.10.1 
 

 
成果の内容を説明 
畦立播種及び緩効性肥料の施肥実演 
培土時の追肥作業 
 
 
成果の内容を説明 
畦立播種及び緩効性肥料の施肥実演 
培土時の追肥作業 
適期収穫のための子実水分測定 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

にいがた植防だより 
 

(社)新潟県植物防疫協会 
 

平19.8 
平19.12 
平20.2 

山代千加子 
佐藤秀明 
黒田智久 
東 聡志 

高温登熟に強い稲 
 

日本作物学会北陸支部・北陸
育種談話会 

平19.8 
 

石崎和彦(共著) 
 

グリーンレポート JA全農 平20.1 松井崇晃 

平成20年度新潟県農作物病害虫雑草防除指
針 

新潟県農林水産部 
(社)新潟県植物防疫協会 

平成20.3 
 

東聡志、山代千加子、
石川浩司 

飼料イネあと「ファイバースノウ」の高品質
安定栽培法 

中央農業総合研究センター 
北陸研究センター 

平 20.3 服部誠、佐藤徹 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 19.7.6 農業総合研究所「作物関係成果発表会」 307 センター長 ほか 

平 19.7.6 農業総合研究所・作物研究センター「案内デー」 307 全職員 

 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業大学校研究科 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

稲作特論Ⅰ 48 52   100 
田村隆夫、石崎和彦、阿部聖一、原澤良栄、佐藤 徹、
南雲芳文、奈良悦子、土田 徹、石川浩司、山代千加
子、黒田智久、石本万寿広、佐藤秀明、東 聡志 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平19.5.22 NOSAI中越嵐南支所 大豆栽培技術研修会 大豆の病害虫防除につ
いて 

山代千加子 

平19.6.21 NOSAI新潟 
 

平成19年度米穀品位判定
技能習得研修会 

作物研究センターにお
ける研究概要と水稲品
種育成の現状について 

石崎和彦 

平 19.6.26
～27 

農業生物資源研究所及び
作物研究所 

イネ複雑形質の遺伝的改
良に向けたワークショッ
プ 

温水かけ流し処理によ
る高温登熟性検定法と
育種について 

石崎和彦 

平19.7.4 三条農業普及指導センタ
ー 

平成19年度中越ブロック
作物専門技術検討会 

次期コシヒカリBLにつ
いて 

石崎和彦 

平19.7.25 新潟県農林水産部農産
園芸課 

平成19年度種子審査員
研修会 

ほ場審査及び生産物
審査の基準及び方法
について 

阿部聖一、 
加藤武司、 
関田茂人 
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平 19.7.30
～31 

新潟県種子協会 平成19年稲採種事業技術
研修会 

「混変種」の判定・診断
技術、混変種除去実技指
導 

阿部聖一 

平19.8.3 米杜氏農場生産者組織 視察研修 新潟県における水稲栽
培試験研究の主な概要、
新形質米開発の現状と
開発品種の特性につい
て 

石崎和彦 

平19.11.1 新潟大学農学部 講義「新潟の農業」 新潟県における水稲の
品種改良と最近の話題 

石崎和彦 

平19.11.13 南魚沼市塩沢地域水田農
業確立推進協議会 

研修会・施設見学 温暖化に伴う品質の維
持向上対策と品種開発
の動向 

石崎和彦 

平19.11.14 愛媛県農業試験場 新品種産地化事業に係る
視察研修 

酒米品種の育成状況と
酒米品種育成における
関係機関及び団体との
連携について 

石崎和彦 

平19.11.22 上越地域振興局農林振
興部 

ほ場の地力低下等に関
する検討会 

地力低下に関する試
験結果紹介 

南雲芳文 

平19.12.11 JA津南町、上郷採種組合 稲採種反省検討会 次期コシヒカリBLにつ
いて 

阿部聖一 

平20.1.18 佐渡病害虫防除員協議会 
佐渡市病害虫防除協議会 

佐渡地域病害虫防除員等
技術向上研修会 

水稲における飛来性害
虫防除の問題点と対策
について 

山代千加子 

平20.1.28 植物防疫魚沼地域協議会 魚沼地区病害虫防除事業
反省検討会 

いもち病菌の動態とイ
ネの抵抗性 

石川 浩司 

平20.1.29 新潟県種子協会 平成19年度稲採種事業実
績検討会 

稲種子生産技術上の問
題点と改善対策 

阿部聖一 

平20.2.19 全国肥料商連合会新潟県
部会、新潟県農業技術員会 

農業技術講習会 新コシヒカリBLの育成
と選定 

阿部聖一 

平20.2.26 上越病害虫防除協議会 上越地域病害虫防除検討
会 

いもち病菌の動態とイ
ネの抵抗性 

石川 浩司 

平20.3.12 新潟地域病害虫防除連絡
協議会 

新潟地域病害虫防除員
等研修会 

いもち病菌の動態とイ
ネの抵抗性 

石川 浩司 

平20.3.18 新潟県種子協会 
 

大豆採種事業実績検討
会 

優良種子生産技術（紫
斑病防除）について 

石川 浩司 

 
 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ科 

榎 真一 長岡技術科学大学 実務訓練 平19.10.10～平20.1.31 育種科 

 
(7) 取材対応 

年月日 取材機関 取 材 内 容 応対者 報道日 

平19.7.24 ニューズライン うるおいの新潟観光通信 田村隆夫 平19.10.1 

平19.8.29 NHK  かけ流し法を活用した早生系統の育
成及び高温を回避できる晩生系統の
育成について 

石崎和彦 平19.9.2 
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平19.9.7 BSN 温水掛け流しほ場を活用した新品種
育成 

石崎和彦 平19.9.12 

平19.9.28 朝日新聞 コシヒカリ誕生の経緯、支持される
理由、品質維持の取り組み 

田村隆夫 平19.10.23、
24 

平19.10.1 NHK コシヒカリの栽培の原点である新潟
農総研からの映像 

田村隆夫 平19.10.14、
15 

平19.10.16 共同通信社 コシヒカリの育成経過、普及・拡大
・発展、技術的取り組み 

田村隆夫 未定 

平20.1.23 新潟日報 「越淡麗」の育成経過について 松井崇晃 平20.1.31 

平20.2.15 読売新聞 コシヒカリＢＬの取り組みについて 田村隆夫・原澤良栄 平20.3.15 

平20.2.15 毎日新聞 「こしいぶき」の育成・特性・関係
機関との連携協力体制について 

石崎和彦  

平20.2.28 新潟日報 コシヒカリＢＬの特性(品質・食味・
病害抵抗性)について 

田村隆夫 平20.3.14 

平20.3.4 毎日新聞 「越淡麗」の育成経過について 松井崇晃 平20.3.10 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 

   長岡市長倉町 857 番地 

   建物面積 延 10,268ｍ2 

   圃場面積 田 14.51ha, 畑 4.25ha 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 4,512   2,760  1,752 

維持管理費 0      

経常研究費 3,990     3,990 

ほ場・飼育管理費 5,988   4,772  1,216 

受託試験費 11,037    11,037  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 17,067    12,550 4,517 

備品整備費 10,639 5,931    4,708 

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 0      

その他（他課事業費） 20,854      

合   計 74,087 5,931 0 7,532 23,587 16,183 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 

育種科 

（品種育成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（品種選定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター長 

育種科長 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

22 条職員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

諸我 敏夫 

田村 隆夫 

石崎 和彦 

松井 崇晃 

名畑 越夫 

諸橋 剛 

伊東 一彦 

増間 和弘 

石原 義弘 

星野 勝 

高橋 浩之 

阿部 聖一 

橋本 憲明(兼務) 

加藤 武司 

関田 茂人 

高橋 一寿 

室橋 浩一 

目黒 秀二 

佐藤 久男 

中村 信之 

青木 和憲 

（畑作物） 

 

 

 

 

 

栽培科 

（栽培・品質）

 

 

 

 

（作物栄養） 

 

 

（病害） 

 

 

（虫害） 

専門研究員 

主任研究員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

栽培科長 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

研究員 

技術員 

主任研究員 

〃 

技術員 

主任研究員 

〃 

〃 

専門研究員 

主任研究員 

佐藤 徹 

服部 誠 

島岡 聡 

山口 和男 

武田 英夫 

飯濱 康輔 

原澤 良栄 

市川 岳史 

竹内  陸 

東  聡志 

奈良 悦子 

土田 正一 

南雲 芳文 

土田 徹 

小林 勝 

石川 浩司 

黒田 智久 

佐藤 秀明 

山代 千加子 

石本 万寿広 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 19 年 
４月１日付 
 
 
 
 
 

転 出 
 
 
 
 
 
転 入 
 
 

佐々木 行
雄 
金田 智 
 
堀 武志 
 
原澤 良栄 
山代 千加
子 

農業大学校・農学部教授兼稲作経営
科長 
魚沼地域振興局農業振興部・企画振
興課主査 
経営普及課・主査（専門技術指導担
当）（農総研兼務） 
栽培科長 
栽培科・専門研究員 
 

栽培科長 
 
育種科・主任研究員 
 
栽培科・主任研究員 
 
経営普及課・副参事 
病害虫防除所・業務課副参事 

 
(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

穀粒判別機  

ＤＮＡ増幅装置 

テンシトメータ 

遠心分離器 

分光光度計 

タカラバイオ Thermal Cycler Dice Gradient TP600 

 

 

日立製ダブルビーム分光光度計 U-2910 型 

 

(6) 派遣研修者 

   なし 

 

(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 

    1,121 名 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 
公開広報 
番号・年月日 

特許登録 
番号・年月日 

稲の同質遺伝子系統の DNA 系統識別技術及
び当該識別技術を利用した米の産地識別技
術 

石崎和彦、松井崇晃
、星豊一 

特願 

2002-310616 

平 14.10.25 

特開 

2004-141079 

平 16.5.20 

 

 

ウ 品種登録 

農林水産植物の種類 登録品種の名称 登録番号 登録年月日 

稲 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

わたぼうし 

一本〆 

わせじまん 

味こだま 

なごりゆき 

コシヒカリ新潟 BL１号 

コシヒカリ新潟 BL２号 

コシヒカリ新潟 BL３号 

コシヒカリ新潟 BL４号 

第 4171 号 

第 4172 号 

第 4174 号 

第 8537 号 

第 8538 号 

第 8539 号 

第 8540 号 

第 8541 号 

第 10237 号 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 14.6.20 
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農林水産植物の種類 登録品種の名称 登録番号 登録年月日 

稲 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

コシヒカリ新潟 BL５号 

コシヒカリ新潟 BL６号 

こしいぶき 

かほるこ 

秋雲（あきぐも） 

夏雲（なつぐも） 

紫宝（しほう） 

紅香（べにか） 

紅更紗（べにさらさ） 

稚児のほほ（ちごのほほ） 

越佳香（えっかこう） 

越車（こしぐるま） 

コシヒカリ新潟 BL９号 

コシヒカリ新潟 BL10 号 

越淡麗 

コシヒカリ新潟 BL11 号 

コシヒカリ新潟 BL12 号 

ゆきん子舞 

第 10874 号 

第 10960 号 

第 11357 号 

第 11843 号 

第 11844 号 

第 11845 号 

第 11846 号 

第 11847 号 

第 11848 号 

第 12702 号 

第 12703 号 

第 12704 号 

第 15531 号 

第 15532 号 

第 15536 号 

第 15647 号 

第 15648 号 

第 16012 号 

平 14.12.16 

平 15.2.20 

平 15.8.19 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 17.2.7 

平 17.2.7 

平 17.2.7 

平 19.8.7 

平 19.8.7 

平 19.8.7 

平 19.10.22 

平 19.10.22 

平 20.2.22 

 

(9) 主要農作物種子対策事業 

ア 水・陸稲の原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

わせじまん 1 3.2 60 40 20 
越路早生 1 7.2 120 120 － 
コシヒカリ新潟 BL１号 1 7.3 180 180 － 
コシヒカリ新潟 BL２号 1 12 80 80 － 
コシヒカリ新潟 BL11 号 1 6 100 0 100 
コシヒカリ新潟 BL12 号 1 6 80 80 － 
たかね錦 1 8 60 60 － 
わたぼうし 1 4 60 60 － 
こがねもち 1 7 120 120 － 
注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 
 

表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

わせじまん 平 15 1 20 － 
越路早生 平 14 1 0 80 
 〃 平 18 1 20 80 
トドロキワセ 平 15 1 80 － 
ゆきん子舞 平 18 1 180 10 
ひとめぼれ 平 12 1 100 － 
  〃 平 18 1 60 20 
こしいぶき 平 18 1 100 20 
ゆきの精 平 13 1 120 20 
 〃 平 18 1 120 － 
味こだま 平 11 1 20 － 
コシヒカリ 平 13 1 260 － 
 〃 平 13 1 120 － 
コシヒカリ新潟 BL１号 平 15 1 20 － 
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コシヒカリ新潟 BL１号 平 17 1 0 20 
コシヒカリ新潟 BL２号 平 17 1 0 60 
コシヒカリ新潟 BL３号 平 17 1 80 120 
コシヒカリ新潟 BL４号 平 15 1 60 － 
コシヒカリ新潟 BL４号 平 17 1 120 60 
コシヒカリ新潟 BL５号 平 17 1 60 － 
コシヒカリ新潟 BL９号 平 17 1 320 20 
コシヒカリ新潟 BL10 号 平 18 1 440 － 
五百万石 平 16 1 160 － 
 〃 平 18 1 120 － 
越淡麗 平 17 1 380 － 
一本〆 平９ 1 180 － 
わたぼうし 平 14 1 180 － 
 〃 平 18 1 120 － 
こがねもち 平 13 1 0 80 
  〃 平 18 1 160 － 
ナエバハタモチ 平 14 1 0 20 

注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 

 

表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 
作研直営 なごりゆき 3.2 60 60 90 
（所内） トドロキワセ 6 60 60 91 
 ゆきの精 18 640 640 95 
 こしいぶき 96 4,120 2,660 93 
 コシヒカリ新潟 BL１号 32 1,420 1,420 96 
 コシヒカリ新潟 BL４号 124 4,320 1,600 93 
 コシヒカリ BL 混合  － 1,580 － 
 五百万石 24 860 1,100 － 
 越淡麗 8 200 540 95 
 わたぼうし 28 720 900 95 
 こがねもち 58 1,900 320 93 
 ナエバハタモチ 12 80 40 95 
委託(新潟) コシヒカリ新潟 BL２号 134 7,300 6,480 96 
 コシヒカリ新潟 BL５号 169 9,180 9,160 94 
 コシヒカリ新潟 BL10 号 307 16,760 16,740 94 
 
表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 
作研直営(所内) トドロキワセ 平 16 80 
   〃 平 18 60 
 ゆきん子舞 平 16 520 
   〃 平 18 160 
 こしいぶき 平 16 40 
   〃 平 17 140 
   〃 平 18 60 
 ひとめぼれ 平 15 280 
   〃 平 18 120 
 コシヒカリ新潟 BL1 号 平 18 3,420 
 コシヒカリ BL 混合 平 16 20 
 コシヒカリ BL 混合 平 18 760 
 五百万石 平 16 280 
  〃 平 17 380 
  〃 平 18 480 
 たかね錦 平 16 100 
  〃 平 17 20 
  〃 平 18 80 
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 越淡麗 平 16 80 
  〃 平 18 500 
 わたぼうし 平 16 220 
  〃 平 17 20 
  〃 平 18 220 
 こがねもち 平 16 380 
  〃 平 17 300 
  〃 平 18 580 
 ナエバハタモチ 平 17 100 
    〃 平 18 40 
委託(新潟) コシヒカリ新潟 BL４号 平 17 1,400 
 コシヒカリ新潟 BL10 号 平 18 5,600 
 
表５ 指定採種ほへの配付数量と発芽率 

配付数量(kg)  発芽率(％) 品 種 名 
貯蔵種子 当年種子 計  貯蔵種子 当年種子 

わせじまん － 20 20  － 98 
なごりゆき 20 － 20  95 － 
越路早生 80 － 80  92 － 
トドロキワセ 40 － 40  97 － 
ひとめぼれ 140 － 140  96 － 
こしいぶき 1,940 1,440 3,380  97 93 
ゆきの精 220 － 220  96 － 
ゆきん子舞 280 － 280  99 － 
コシヒカリ BL 混合 15,560 2,900 18,460  95～98 93～97 
五百万石 640 － 640  91 － 
たかね錦 60 － 60  95 － 
越淡麗 40 － 40  94 － 
わたぼうし 660 － 660  98 － 
こがねもち － 780 780   － 93 
ナエバハタモチ 20 － 20  91 － 

 

イ 大豆原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

たまうらら 1 31 35 35  － 
注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 
 

表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

フクシロメ 平 12 1 3 － 
エンレイ 平 17 1 20 － 
 〃 平 18 1 410 10 
あやこがね 平 12 1 0 16 
  〃 平 13 1 0 30 
スズユタカ 平９ 1 6 － 

注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 

 

表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研直営(所内) あやこがね 26 120 120 85 
〃 たまうらら 3 60 60 － 

委託(新潟) エンレイ 300 3,560 420 82 
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表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) フクシロメ 平 12 20 
 たまうらら 平 16 160 
 エンレイ 平 16 100 
委託(新潟) エンレイ 平 16 380 
  〃 平 17 40 
  〃 平 18 1,900 

 

表５ 指定採種ほへの配付数量と発芽率 

配付数量(kg)  発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計  貯蔵種子 当年種子 
エンレイ 1,960 3,140 5,100  87 82 
あやこがね － 120 120  － 85 

 

ウ 大麦・小麦の原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培  

種 別 品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

大麦 ファイバースノウ 1 4 40 40  － 

 

表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

種 別 品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

大麦 ファイバースノウ 平 13 1 60 － 
    〃 平 14 1 260 － 
     〃 平 15 1 100 － 
 ミノリムギ 平 11 1 100 － 
   〃 平 17 1 440 90 
小麦 コユキコムギ 平元 1 120 － 

注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 

 

表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研直営(所内) ミノリムギ 48 540 540 92 
〃 ファイバースノウ 8 200 200 88 

委託（長岡） ミノリムギ 40 960 960 95 

 

表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) ミノリムギ 平 18 380 
委託（長岡） ミノリムギ 平 17 20 

 

表５ 指定採種ほへの配付数量と発芽率 

配付数量(kg)  発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計  貯蔵種子 当年種子 
ミノリムギ 1,640 － 1,640  97～98 － 

 

 (10) 栄 誉 

    なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・作物研究センター（長岡市長倉町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

平年値：昭 46～平 12 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／㎡) 

日照時間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 本年 
H17             
11 9.0 9.5 13.3 14.3 5.3 4.7 302.5 288.4 161.1 167.2 74.7  
12 1.7 4.3 4.3 7.9 -0.9 0.8 469.0 339.2 120.0 125.4 33.9 37 
H18             
1 -0.4 1.5 2.6 4.6 -3.4 -1.5 191.5 308.4 162.8 141.1 40.6 86 
2 1.4 1.3 5.3 4.8 -2.6 -2.1 217.5 191.2 229.5 205.0 78.2 94 
3 3.6 4.4 8.1 8.9 -0.9 -0.2 227.0 145.0 356.4 316.1 118.7 34 
4 9.0 10.9 14.2 16.4 3.8 5.3 137.0 102.0 378.7 419.8 109.7 0 
5 16.5 16.0 21.7 21.2 11.2 10.9 121.0 126.8 450.0 493.9 122.3  
6 21.4 20.3 26.2 24.6 16.7 16.0 105.0 154.5 481.9 439.0 111.1  
7 23.2 24.2 26.5 28.5 19.9 20.0 488.0 220.0 395.8 442.6 59.6  
8 26.9 25.4 32.1 30.1 21.7 20.7 59.5 166.4 568.0 479.9 222.3  
9 21.0 21.4 25.5 25.9 16.4 16.9 185.0 189.2 398.1 323.4 154.8  
10 16.6 15.3 21.9 20.2 11.3 10.4 183.5 193.8 326.7 266.1 151.7  
11 9.9 9.5 14.9 14.3 5.6 4.7 316.5 288.4 189.8 167.2 98.0  
12 4.9 4.3 8.1 7.9 1.8 0.8 378.5 339.2 110.0 125.4 34.0 0 
H19             
1 3.3 1.5 6.3 4.6 0.4 -1.5 240.5 308.4 152.5 141.1 64.2 0 
2 1.9 1.3 8.4 4.8 -0.5 -2.1 150.5 191.2 222.8 205.0 106.8 4 
3 5.0 4.4 9.2 8.9 0.7 -0.2 219.0 145.0 219.0 316.1 91.4 5 

 

(2) 雪の総括 

初雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数 

(日) 

最深積雪 

(cm) 

同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

12/3 － 12/29 1/1 3/21 3/21 112 － 33 113.7 3/8 － 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常     (1) 快適な園芸生産に向けた次世代型栽培体系の確立 

401  ア 育成系統における花芽着生抑制、開花数制限、結実抑制

技術の効果検討 

402  イ 無受粉、省摘果のための剪定技術確立 

403  ウ なし産地における技術適応性検討 

404  エ 水田転作産など県内球根を利用した高品質安定生産技術

の確立 

 

平 17～19 

 

平 18～21 

平 18～21 

平 17～21 

 

育種科 

 

  〃 

  〃 

栽培・施設科 

経常     (2) 環境に調和した総合的土壌管理技術の確立 

 ア 園芸作物に発生する生理障害の抑制対策 

    (ア) ＯＨ系ユリ切り花に発生するスミ症の原因解明 

405     ａ 発生土壌の実態把握 

406     ｂ プランター栽培によるユリ鉄過剰症(スミ症)の再現

試験 

 イ 野菜類の養分吸収特性の把握と施肥の合理化 

407   (ア) さといもの養分吸収特性と効率的な施肥法の開発 

 ウ 果樹の施肥方法の違いと窒素利用効率の解明 

  (ア) 施肥時期の違いが生育量及び施肥成分流亡におよぼす

影響 

408     ａ 簡易型ﾗｲｼﾒｰﾀｰによる分析 

 エ アレロパシー物質の把握と同定および生育障害回避技術

の開発 

      (ア) もものいや地回避技術の開発 

409     ａ 活性炭資材によるもものいや地回避技術の開発 

410     ｂ 活性炭資材によるいや地回避技術の開発 

 

 

 

平 19～21 

   〃 

 

 

   〃 

 

 

 

   〃 

 

 

 

   〃 

   〃 

 

 

 

環境科 

  〃 

 

 

  〃 

 

 

 

  〃 

 

 

 

〃 

〃 

経常     (3) リサイクル資源を活用した養液栽培技術の開発 

411  ア リサイクル資源の特性解明 

412  イ 養液管理技術の開発 

413  ウ 適応品目の選定 

414  エ 水稲育苗ハウスに対応したリムーバル養液栽培システム

の開発と利用技術の確立 

 

平 18～20 

   〃 

   〃 

平 19～20 

 

栽培・施設科 

   〃 

   〃 

   〃 

経常     (4) にいがた園芸生産のけん引役となるオリジナル品種の開

発と優良品種の選定 

     ア オリジナル品種の開発 

415  （ア）チューリップの新品種育成 

416  （イ）ユリの新品種育成 

417  （ウ）アザレアの新品種育成 

418  （エ）いちごの新品種育成 

419  （オ）えだまめの新品種育成 

420  （カ）なしの新品種育成 

421  （キ）加工原料用野菜の育成 

422  （ク）ねぎの新品種育成 

   イ 優良品種の選定 

      (ア) ユリ・チューリップの品種選定 

 

 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

平 19～21 

 

 

 

 

 

育種科 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

423    ａ ユリ 

424    ｂ チューリップ 

425   (イ) 草花類の品種選定 

  (ウ) 主要野菜の品種選定 

       ａ だいこん、にんじん 

         (a) だいこん 

426       ①生食だいこん 

427       ②加工だいこん 

428      (b) にんじん 

       ｂ すいか、ねぎ 

         (a) すいか 

429       ①ハウス作型 

430       ②中型トンネル作型 

431       ③小型トンネル作型 

         (b) ねぎ 

432       ①春ねぎ作型 

433       ②春ねぎ作型ハウス育苗 

434       ③秋冬ねぎ 

       ｃ きゅうり、トマト（土耕） 

         (a) きゅうり 

435       ①きゅうり半促成作型の優良品種の選定 

436       ②きゅうり抑制作型の優良品種の選定 

         (b) トマト 

437       ①トマト半促成作型の優良品種の選定 

438       ②トマト抑制作型の優良品種の選定 

(エ) なし、ぶどう、もも、かき、くりの品種選定 

439    ａ なし 

440    ｂ ぶどう・くり 

441    ｃ もも・かき 

平 17～21 

   〃 

   〃 

 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

育種科 

栽培・施設科 

   〃 

 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

育種科 

栽培・施設科 

   〃 

経常 (5) 園芸作物の総合的病害虫管理技術の開発 

     ア 新規侵入病害虫の同定と発生生態の解明 

442 （ア）県内におけるウイルス病の発生実態の解明 

443 （イ）スモモヒメシンクイの発生実態把握 

444 （ウ）くりのカツラマルカイガラムシ発生時期の把握 

     イ 主要園芸作物の総合的病害虫管理技術の開発 

445 （ア）セイヨウナシ病害に対する効率的な防除技術の開発 

446 （イ）カキすす点病に対する防除体系の構築 

447 （ウ）ユリ茎枯症の原因解明と防除技術の開発 

448 （エ）交信攪乱剤利用によるなしの化学合成農薬低減技術の 

開発 

449 （オ）チューリップサビダニの総合防除技術の開発 

 

 

平 18～20 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

 

 

環境科 

  〃 

  〃 

 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

  〃 

県事 (6) 園芸作物種苗等生産改善事業 

450  ア ユリ、いちご、メロン、西洋なしなど野菜、花き、果樹

の原々種の維持保存と配布 

451  イ 野菜、花き、果樹の遺伝資源保存 

 

昭 34～ 

 

   〃 

 

育種科 

 

  〃 

国委 (7) 花き系統適応性検定試験   
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

452  ア チューリップ 昭 28～ 育種科 

国委     (9) 野菜系統適応性検定試験 

453  ア いちご 

 

昭 48～ 

 

育種科 

県事     (10) 県ブランド品目拡大緊急技術確立 

 ア 産地の戦略的販売を可能にする技術の確立 

      (ア) えだまめの出荷予測情報システムの手法確立 

454     ａ 開花期間の収量への影響 

455     ｂ 収穫前の莢肥大と収量の関係 

      (イ) にいがたオリジナル品種の現地適応性検討 

456     ａ 中早生系茶豆 

457     ｂ 中晩生系茶豆 

458     ｃ いちご 

 イ 燃料高騰・切り花価格低迷に対応した施設切り花の省エ

ネルギー・低コスト管理技術の確立 

459   (ア) 省エネ栽培技術の検討 

460   (イ) 新資材・装置利用技術の検討 

 

 

 

 

 

栽培・施設科 

   〃 

 

育種科 

  〃 

  〃 

 

 

栽培・施設科 

   〃 

     (11) 園芸作物における栄養生理と施肥の合理化 

461  ア アレロパシー物質の把握と同定および生育障害回避技術

の開発 

  

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

401 育成系統における花芽着生抑制、開花数制限、結

実抑制技術の効果検討 (松本) 

日本なし自家和合性育成系統５系統の開花結実特

性を調査した結果、前年同様に自家和合性系統には結

実程度には差が認められた。 

402 無受粉、省摘果のための剪定技術確立 (松本) 

自家和合性の日本なし育成系統に花芽摘芽、１果そ

う２果着果の処理を実施した結果、系統により効果に

差が認められた。 

403 なし産地における技術適応性検討 (松本) 

県内５産地での日本なし育成系統高接ぎ樹の生育

には差が認められた。次年度から結実開始予定。 

404 水田転作など県内球根を利用した高品質安定生

産技術の確立 (渡邉・野水) 

チューリップ切り花栽培において、栽培方法、球根

サイズが切り花品質に及ぼす影響を調査した結果、土

耕栽培、養液栽培、ボックス栽培ではそれぞれ草姿の

異なる切り花が得られた。また、球根サイズが大きい

ほど、切り花ボリュームが優れていた。 

405 発生土壌の実態把握 (竹田) 

県内の栽培施設でスミ症が発生している土壌 5 点

の化学性分析において、近傍の健全土壌に比較して

pH が低い傾向が認められ、5.4～5.7 程度であった。

その他の項目については、一定の傾向が認められず、

また、聞き取りによる、圃場管理実態についても一定

の傾向が認められなかった。 

406 プランター栽培によるユリ鉄過剰症(スミ症)の

再現試験 (竹田) 

県内主要産地のスミ症発生施設土壌 5 点を用いて、

プランター栽培による再現試験を行った。スミ症の発

生は、近傍の健全土壌でもわずかに観察された。多肥、

鉄資材添加の影響は土壌によって反応が異なり、明確

な傾向が認められなかった。石灰資材の投入によるｐ

Hの改善を行うと、症状が軽減される傾向が認められ

た。葉中養分の濃度は各土壌および試験区で明瞭な差

は認められなかった。 

407 さといもの養分吸収特性と効率的な施肥方法の

開発 (竹田) 

さといもの5大養分の総吸収量は10a当たり窒素が

13.16kg、リンが 2.53 ㎏、カリが 32.57 ㎏、カルシウ

ムが4.22㎏、マグネシウムが1.81㎏であった。窒素、

カリ、リン、マグネシウムは生育前半に茎葉や根の養

分含有量が急激に増加し、子イモや孫イモの肥大が進

むにつれ、漸減する傾向が認められた。カルシウムは

茎葉や根の含有量が生育前半大きく増加したが、生育

後半のイモへの転流は少ないものと考えられた。 

408 簡易型ライシメーターによる分析 (佐藤) 

沖積土において、NO3-N の土壌溶液中濃度は降雪前施
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肥では 4 月に極大濃度に達し、融雪後施肥では 7月に

極大濃度に達した。黄色土において、NO3-N は降雪前

施肥では 7月に極大濃度に達したが、融雪後施肥では

10 月に極大濃度に達した。以上より、沖積土と黄色

土でNO3-Nの流亡傾向に差が見られることが明らかと

なった。 

409 活性炭資材の施用によるもものいや地回避技術

の開発 (竹田) 

深さ 30cm、幅 30cm 程度の植え穴にいくつかの活性

炭資材を処理し、土壌とよく混和してもも苗を定植し

た。処理間で、有意な差はみられないものの、無処理

区に比べいずれの活性炭処理区でも幹周長が大きく

なり、定植後３ヶ月間の幹周増加率も大きかった。 

410 活性炭資材によるいや地回避技術の開発(竹田) 

2004年に現地もも園において11種類の活性炭を改

植時に施用し、その後の生育を比較した。バイオアッ

セイにより、もものアレロパシー物質の吸着が可能と

考えられるいくつかの活性炭種は、圃場試験において、

有意差は認められないものの、いや地回避効果がある

と考えられた。 

411 リサイクル資源と特性解明 (種村・増田) 

実際の栽培装置を用いてもみ殻くん炭、流木炭、も

み殻の養分吸着特性について検討した結果、流木炭は

もみ殻やくん炭と比較してＮ、Ｐ、Ｃａの吸着が多い

ことが明らかになった。 

412 養液管理技術の開発 (種村・増田) 

トマトときゅうりにおいて流木炭培地はもみ殻く

ん炭培地と同等以上の収量・品質が得られ、３作連用

が可能であることが分かった。また、一部の作型を除

いて適正な培養液組成を明らかにした。 

413 適応品目の選定 (種村・増田) 

抑制作型において流木炭培地のミニトマト・ミディ

トマトへの適応性について検討した。ミニトマト・ミ

ディトマトともに適応性が高く、培地は 3作連用が可

能であることが明らかになった。 

414 水稲育苗ハウスに対応したリムーバル養液栽培

システムの開発と利用技術の確立 

 (種村・野水・渡邉・増田) 

リムーバル養液栽培システムへの適応品目として

アスター、ケイトウ、トルコギキョウ、ベニバナ、セ

ンニチコウ、ヒマワリが有望であると判断された。ア

スターについては養液濃度を検討した結果、定植時は

2/10 濃度とし、根を十分に張らせた後に濃度を上げ

る管理がよいと思われた。 

415 チューリップの新品種育成 (渡邉・野水) 

交配系統について、球根養成を行うとともに、１次

選抜および２次選抜を行い、優良個体を選抜した。ま

た、育成系統について球根増殖を行うとともに、特性

検定を行った。その結果、新潟 13 号は露地花壇向け

品種として、新潟 14 号は露地花壇および促成切り花

向け品種としての適性に優れていた。 

416 ユリの新品種育成 (小田・大塚) 

2001年交配のオリエンタル系ユリ74個体について

一次選抜を行い、4個体を選抜した。また、LA 系選抜

系統及び AH 系染色体倍加処理系統の繁殖肥大特性を

検討した。今年度は葉枯れ病の多発により球根肥大は

不良であり、再検討が必要と判断した。 

417 アザレアの新品種育成 (大塚・野水) 

育成系統 （新潟９号、同 13 号） について、促成

開花特性を検討した。新潟９号は開花が早く、花形等

が優れ、促成開花適性が高いと思われた。新潟 13 号

は開花が遅く、促成開花適性は低かった。 

418 いちごの新品種育成 (濱登・亀山) 

2003 年および2004 年交配の5系統について促成栽培

における実用性を検討した。うち「系 915」について

は有望と判断し、現地適応性を含めて継続検討を行う

事とし、残り 4系統については見込み無しと判断して

検討を終了した。2005 年交配系 32 系統から 5系統を

二次選抜し、2006 年交配系 1121 個体から 51 個体を

一次選抜した。また、育成系統や既存品種を用いた新

規交配を行った。 

419 えだまめの新品種育成 (亀山・本間) 

中早生系茶豆の育成では７月上中旬収穫が可能な

早生系で、茶豆特有の味と香りを有し、遊離アミノ酸、

全糖含量の多い系統を中心に現地試験の結果を考慮

しながら１０系統を選抜した。また、中晩生系品種の

育成と選抜では９月上中旬収穫が可能な食味が良く、

遊離アミノ酸、全糖含量の多い系統と多収性、耐倒伏

性等の特徴のある系統を現地試験の結果を参考に５

系統選抜した。次年も両系統で現地適応性を行い、選

抜を継続する予定である。 

420 なしの新品種育成 (松本) 

結実し収穫できた日本なし 133 系統と西洋なし５

系統について果実品質の評価を実施した。有望と判定

された系統は日本なし 11 系統、西洋なし１系統であ

った。有望系統のうち６系統については現地試験を継

続中。 

421 加工原料用野菜の育成 (濱登・亀山) 

なす県内在来品種の不良条件下での空洞果等の発

生を低減し、商品果収量を上げるため、単為結果性の

導入を行う。今年度は F3世代 21 系統から 16 個体を

選抜し、採種を行った。F2世代からは優良系統は得ら

れなかった。また、新規交配も実施した。 

422 ねぎの新品種育成 (濱登・亀山) 

平成 15 年度イオンビーム照射系統から 7 個体を、

平成 16 年度照射系統から 12 個体を二次選抜した。選
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抜した系統は採種後直ちに播種し、三次選抜および交

配に向けてほ場に定植した。 

423 ユリ (小田・大塚) 

LA ハイブリッドユリ新品種 7 品種の促成及び抑制

開花特性、OH 系新品種 5 品種の抑制開花特性を検討

した。LA ハイブリッドユリ促成作型では 7 品種すべ

て有望であったが、抑制作型では LA 系 3 品種と OH

系 2品種が有望でLA系 4品種とOH系 2品種はやや注

意が必要であった。また、OH 系 1 品種は高温期定植

作型では問題が多かった。 

424 チューリップ (渡邉・野水) 

チューリップ輸入新品種について、42 品種の露地

開花特性、33 品種の繁殖肥大特性、44 品種の年内促

成開花特性、5品種の半促成開花特性調査を行い、基

礎情報を収集した。 

425 草花類の品種選定 (小田) 

ラナンキュラス F1 実生苗品種 （ラノベルレモン、

ポーリンスカーレット） の冬季低温寡日照期におけ

る開花特性を検討した。1月～2 月の収穫は少なく、3

月中旬から 4月にかけての収穫が主体であった。切り

花長は 50～55cm 程度、収穫本数は株あたり 10 本程度

であった。冬季の品目としては 1～2 月の収穫本数の

少ない点が問題であった。 

426 生食だいこん (谷内田・本間) 

３月下旬は種 15 品種、８月上旬は種 18 品種、８月

下旬は種 14 品種について検討し、３月下旬は種では

「晩抽喜太一」,「YR 海洋」,「美春」が、８月上旬

は種では「夏味 115」,「MRX538」,「H68」,「福誉」

が、８月下旬は種では「MRX538」が有望と判断した。 

427 加工だいこん (谷内田・本間) 

９月11日、９月14日は種、９品種で検討した結果、

「漬誉」が低温期において、根長の伸長が優れ、根重

増加が優れ、加工適性の指標となる根部硬度が高いこ

とから有望と判断した。 

428 にんじん (谷内田・長谷川) 

８月 10 日は種、８品種で検討を行った。は種後 7

日後と 10 日後の短時間豪雨により、ほ場発芽率が不

良となり、収量性や揃い等の特性が把握できなかった。 

429 ハウス作型 (谷内田・本間) 

３月 14 日定植、４品種、２本１果整枝栽培で検討

した結果、「NK-F45」が対照の「スーパーエース」に

比べ着果性、果実外観、果実品質から判断し有望と判

断した。「祭ばやし 777」は果実外観、果実品質は優

れるが、花粉発芽率が低いことから着果率の不良が懸

念されるためやや有望と判断した。 

430 中型トンネル作型 (谷内田・本間) 

4 月６日定植、７品種、２本１果整枝栽培で検討し

た結果、「祭ばやし 777」、「ＮＫ55」が対照の「スー

パーエース」に比べ、果実外観、日持ち性を含めた果

実品質が良いことから有望と判断した。 

431 小型トンネル作型 (谷内田・本間) 

４月 11 日定植、５品種、５本３果改良整枝栽培で

検討した結果、玉肥大性、玉揃い、日持ち性を含めた

果実品質の点において、対照品種「夏のだんらん」に

優る品種は選定できなかった。 

432 春ねぎ作型 (本間・谷内田) 

６月上旬までのは種で、４～５月収穫は春扇、５～

６月収穫では羽緑一本太が適すると思われる。龍まさ

りは、抽たいが羽緑一本太よりも遅く、低温期の肥大

も羽緑一本太より優れることから有望と思われるが、

さらに検討が必要である。 

433 春ねぎ作型ハウス育苗 (本間・谷内田) 

秋まきのハウス育苗により、抽たいの発生は抑えら

れたが、６月収穫できなかったことから、セル苗での

初期生育の確保や低温期に肥大の良い品種の選定が

必要である。 

434 秋冬ねぎ (谷内田・本間) 

３月 30 日は種、５月 11 日定植、14 品種で検討し

た結果、10 月中旬収穫では「SKO22」、11 月上旬収穫

では「光の剣」、「TS36」を有望と判断した。 

435 きゅうり半促成作型の優良品種の選定 

 (長谷川・谷内田) 

７品種を供試したが、連続摘芯栽培法ではエクセレ

ント１号及びズバリ 163 が、次いでブレイク 70 が有

望であると思われた。つる下ろし栽培法を試行比較し

たが、３月上旬は種の栽培期間の短い無加温作型では

慣行の連続的芯栽培法と有意差がなかった。 

436 きゅうり抑制作型の優良品種の選定 

 (長谷川・谷内田) 

11 品種を供試したが、商品果収量はブレイク 70 が

最も多く、60 本／株以上の収量があった品種は、直

輝、エクセレント１号、２号並びに光神１号、２号で

あった。直輝は果皮色が淡緑傾向であった。以上の結

果より、ブレイク 70、エクセレント１号、２号及び

光神１号、２号が有望と思われた。 

437 トマト半促成作型の優良品種の選定 

 (長谷川・谷内田) 

10 品種を供試したが、商品果収量は桃太郎ヨーク、

桃太郎ファイト、優美、桃太郎はるか、T193 で多く、

桃太郎Ｊ、桃太郎コルト、ハウス桃太郎、桃太郎 T93

で少なかった。裂果は T193 で特に多かった。年次間

差が少なく毎年高位安定生産を上げている桃太郎

ヨークと優美が有望であった。 

438 トマト抑制作型の優良品種の選定 

 (長谷川・谷内田) 

11 品種を供試したが、商品果収量は桃太郎ヨーク、
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桃太郎はるか、桃太郎Ｊで多く、T193、スーパー優美、

桃太郎ファイトで少なかった。重量Ａ品率が高かった

品種は、桃太郎はるかであった。すべての品種で裂果

が多かったが、相対的に少なかった桃太郎はるかが収

量性、品質から有望であった。 

439 なし (本永・根津・松本) 

ナシ第７回系統適応性検定試験は筑波 51 号が中止

となり今年度で試験を終了した。本年度から筑波 54

～58 号を供試し、第８回系統適応性検定試験を開始

した。 

440 ぶどう・くり (本永・根津・松本) 

ぶどうはぶどう第 11 回系統適応性検定試験を実施

しており、結実３年目。大粒で赤色の果皮色が鮮やか

な安芸津 27 号が優れ有望と思われた。くりはクリ第

６回系統適応性検定試験を実施した。筑波 38 号、39

号が継続試験となった。 

441 もも・かき (本永・根津・松本) 

ももはモモ第 8回系統適応性検定試験を実施。筑波

121 号が品種登録見込み。他４系統は継続調査となっ

た。かきはカキ第 6回系統適応性検定試験で、渋ガキ

の安芸津 20 号が「太月」、21 号が「太天」と命名登

録された。 

442 県内におけるウイルス病の発生実態の解明 

 (棚橋・松澤・横山) 

TSWV 病害（ピーマン黄化えそ病）の発生が確認さ

れた施設内および周辺の植物から TSWV の検出を試み

たが、ピーマン以外の植物からは TSWV が検出されな

かった。 

チューリップ条斑病、微斑モザイク病の発生が確認

された。花弁に増殖型のすじを生じる障害株からは、

LSV と TVX の 2 種ウイルスが検出された。 

443 スモモヒメシンクイの発生生態把握 

 (松澤・本永) 

平成 18 年に本県での発生が初確認されたスモモヒ

メシンクイについて、合成性フェロモントラップを用

いて発生実態を調査した。被害の認められていた果樹

園では誘殺が認められ、りんご園とすもも園では高密

度時期が異なった。誘殺消長から年４回の発生と推定

され、近縁のナシヒメシンクイとは発生ピークが異な

った。全く誘殺されない地点もあり、現在の分布地域

は限られていると考えられる。 

444 くりのカツラマルカイガラムシ発生時期の把握 

 (松澤・根津) 

新潟県での発生消長が不明であったカツラマルカ

イガラムシについて小型粘着トラップを使った消長

把握の可能性を現地くり園で確認した。ふ化時期には

多数の１齢幼虫が捕獲され、発生消長を把握すること

ができた。発生のピークは第１世代が７月第３半旬で

第２世代が９月第５半旬頃であった。第１世代はほぼ

前年並、第２世代は前年よりやや早い発生時期であっ

た。 

445 セイヨウナシ病害に対する効率的な防除技術の

開発 (棚橋・松本) 

一部産地で発生した黒斑病類似病害の原因を調査

した。病原菌の分離・同定、分離菌による接種再現試

験をおこない、新規病害として関係学会に提案した。

輪紋病の防除薬剤を検索し、ストロビルリン剤の高い

防除効果を確認した。 

446 カキすす点病に対する防除体系の構築 

 (棚橋・本永・横山) 

カキすす点病の発生生態調査および防除薬剤を検

索した。本病は、8月下旬初発生し、以降急激に増加

した。本病に対してフルオルイミド剤、イミノクタジ

ン剤および有機銅剤は、現行の登録薬剤と同等の効果

を示した。 

447 ユリ茎枯症の発生原因の解明と防除技術の開発 

 (棚橋・小田・横山) 

ユリ茎枯症株の葉の汁液を健全ユリに接種し、症状

の再現を試みた。葉の症状は再現されたが、茎では、

軽度な症状がわずかに再現されたが、重篤な症状には

至らなかった。今後、栽培条件および接種条件を見直

して接種再現試験を実施する必要があると考えられ

た。 

448 交信攪乱剤利用によるなしの化学合成農薬低減

技術の開発 (松澤・松本) 

現地なし園において交信攪乱剤の広域設置による

減農薬栽培について検討した。全般にハマキムシ類の

発生が多く、殺虫剤の使用を減らした実証区の方が高

密度となった。その他の害虫の発生程度に差はなかっ

た。近年発生が多いリンゴコカクモンハマキとナミハ

ダニについて、多発生個体群の薬剤感受性検定を実施

し、感受性が低下していると思われる薬剤の存在を確

認した。 

449 チューリップサビダニの総合防除技術の開発 

 (松澤・大塚) 

登録薬剤が少ないチューリップサビダニに対して、

新たに有効と思われる６剤について球根浸漬処理に

よる効果を確認した。払い落とし調査では、３剤は有

効と思われたが、被害花調査では、効果の高い薬剤は

認められなかった。 

450 ユリ、チューリップ、いちご、メロン、西洋なし

等花き、野菜、果樹の原々種の維持保存と配布

 (小田・渡邉・濱登) 

当センターで育成し、増殖・保存しているユリ「オ

レンジギフト」「オレンジブロッサム」を県花卉球根

農協に配布した。また、新たに種苗登録されたチュー
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リップ新品種「新潟１号『桜小雪』」「同２号『メリー

プリンス』」、現在申請中の「同３号『アルビレック

ス』」「同４号『越爛漫』」も同農協に配布した。い

ちご「越後姫」「宝交早生」、ねぎ「坊主不知」を全

農県本部に配布した。 

451 野菜、花き、果樹の遺伝資源保存 

 (亀山・松本・小田・大塚・渡邉・濱登) 

当センター育成品種を含め野菜ではメロン 200、な

す 30、えだまめ 30、ねぎ 3、いちご 60、食用菊 40、

さといも 20 その他 20 品種・系統を。花きではユリ

200、チューリップ 500、アザレアを含むツツジ類 30

品種・系統を。果樹ではなし 59、かき 20、もも 30、

ぶどう 40、くり 20、うめ 4、いちじく 7、ぎんなん 5

品種・系統を栽培または種子貯蔵で形質の維持をはか

った。 

452 チューリップ (大塚) 

国及び国の育種指定試験地で育成されたチューリ

ップ系統（砺波 114～119 号）について、露地開花、

球根収量、促成開花等の地域適応性を検討した。 

「砺波 115 号」「砺波 119 号」は標準品種よりやや

優れ、「砺波 114 号」「砺波 116 号」は標準品種並み、

「砺波 117 号」「砺波 118 号」は標準品種よりやや劣

った。 

453 いちご (濱登・亀山) 

九州・沖縄農研センター育成のいちご、久留米 59

号および同 60 号を促成作型で検討した。両系統とも

女峰に比べ食味や収量性に優れていたため総合評価

１では○とした。越後姫と比較した総合評価 2 では、

59 号は収量・果実品質ともに劣っていたため×、60

号は果実品質で優れた点があるが、収量性で劣るため

△とした。 

454 開花期間の収量への影響(長谷川・本間) 

4/16 からほぼ５日置きに９回播種し、作期移動試

験を行ったところ、開花期間は 5/10 以前播種では概

ね 10 日前後、5/10 以降は漸減した。開花期間の長短

が収量へ及ぼす影響は開花期間が長いと収量が多く

なる傾向がみられた。また、発育ステージ毎にＤＶＲ

（発育速度、/日）の推定式を多項式・関数式ＤＶＲ

の計算表示プログラムを用いて作成した。 

455 収穫前の莢肥大と収量の関係(長谷川・本間) 

１株当たりの出荷莢の３、２、１粒莢数の割合は

17％：69％：14％で総莢数は 65 莢であった。開花始

期後25日ないし20日目の２粒総莢に出荷莢の３、２、

１粒莢数の割合を積算し、さらに各粒莢の平均１莢重

を積算した値は、実測１株当たり出荷重量と近似した

ので、出荷数量の推察可能性が示唆された。 

 

 

456 中早生系茶豆(亀山・本間) 

現在育成中の中早生系茶豆育成系統の中から５系

統について、７月上中旬収穫のグリーン 75、現地の

極早生茶豆等早生系品種を対照に新潟市黒埼地区で

現地適応性の検討を行った。７月１３日に収穫を行い、

収量・品質調査、食味試験を行った結果、可販莢収量

は対照品種並みで対照品種に比較して食味評価も良

く、現地適応性はあると思われた。 

457 中晩生系茶豆(亀山・本間) 

現在育成中の９月上中旬収穫えだまめ系統の中か

ら茶豆系１系統、白毛系６系統について、だだ茶豆７

号、ぴかり茶豆を対照品種に新潟市黒埼地区で現地適

応性の検討を行なった。９月１３日に収穫を行い、収

量・品質調査、食味試験を行った結果、可販莢収量は

対照品種並みで、対照品種に比較して遊離アミノ酸、

全糖含量も高く、食味評価も良かったが、系統により

不良莢、立ち枯れ病罹病率が高く、再検討が必要であ

った。 

458 いちご (濱登・亀山) 

センター育成のいちご有望系統「系 915」の現地適

応性を検討するため、県内 3ヵ所で現地適応性検討試

験を開始した。 

459 省エネ栽培技術の検討 (種村) 

チューリップ切り花の年内促成作型において栽培

方法を検討したところ、養液栽培は土耕栽培に比べて

収穫ピークや収穫終わりが早くなる傾向が見られ、ハ

ウスの加温期間を短縮できると考えられた。また、養

液栽培では土耕栽培に比べて採花率が高く、生産性の

向上が図られると思われた。 

また、いくつかの品種を用いて養液栽培を行い、栽

培温度、切り花品質、燃油消費量等の関係を明らかに

した。 

460 新資材・装置利用技術の検討 

 (種村・渡邉・増田) 

チューリップ切り花の年内促成作型において空気

膜２重構造のハウスの特性調査を行った結果、慣行ハ

ウスと比較して燃油消費量を約 20％削減することが

でき、同等の切り花品質が得られることが明らかにな

った。半促成作型や高温期における特性調査を継続し

て行い、品質やコスト面を含めて評価を行う。 

461 アレロパシー物質の把握と同定および生育障害

回避技術の開発 (松澤・西原) 

きゅうりのサツマイモネコブセンチュウに対して、

ムクナ属植物２種のすき込みによる防除効果を確認

した。供試した２種とも、無処理区と比較するとセン

チュウ密度が低下する傾向は認められたが、その程度

は低く実用性はないと考えられる。 
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２ 研 究 成 果 
(1) 新技術情報 
ア 普及に渡した技術情報 (平成 20 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 
 
2 
 
3 

【普及技術】 
西洋なし「ル レクチエ」の果実外観評価 
 
不織布ポットを利用した西洋なし「ル レクチエ」の苗木生産と定植方法 
 
チューリップ八重咲き新品種「新潟 13 号」、ユリ咲き新品種「新潟 14 号」の
育成 

 
園芸研 育種科、栽培・
施設科 
園芸研 栽培・施設科、
育種科 
園芸研 育種科、栽培・
施設科 

 
1 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 
6 

【活用技術】 

水稲育苗ハウスを利用したぶどうのアーチ栽培技術 
いちご「越後姫」の高冷地無仮植苗の特性 
 
西洋なし「ル レクチエ」の果実外観不良症状の分類と対策 
 

輪紋病の胞子飛散に対応した「ル レクチエ」の袋掛け方法 

 

施設園芸栽培における塩類集積の要因とその簡易診断法 

 

主要野菜における特別栽培農産物の栽培実証事例 

 

 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科、
高農技 
園芸研 育種科、栽培・
施設科、環境科 
園芸研 環境科、育種
科、栽培・施設科 
畜産研 環境・飼料科、

園芸研 環境科 
園芸研 環境科、高農
技、中山間農技、佐渡農
技 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報 (平成 20 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

 

2 

 

3 

4 

5 

6 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 

イオンビーム照射によるねぎ抽苔時期の突然変異誘発 

 

マメナシ台木が西洋なし「ル レクチエ」の樹体生育および果実品質に及ぼす影

響 

えだまめの近赤外透過法による呈味成分値予測 

えだまめ「新潟茶豆」の食味推定法 

誘引剤トラップによるタネバエ成虫の発生消長 

県内施設園芸土壌における肥料成分集積の実態 

 

園芸研 育種科、バイ

オ研究部 

園芸研 育種科、栽

培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 

園芸研 環境科、畜産

研、基盤研究部 
 
(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 19 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

【技術】   
1 (参考) 南半球産球根を利用したチューリップ切り花の 10～11 月出荷作型 園芸研 栽培・施設

科 

 【研究】  

 (なし)  

 【行政】  
 (なし)  
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(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 
掲載誌名等 発行年月 

Absorption and Translocation of Nitrogen in Cucumber (Cucumis 
sativus L.) Plants by Using 15N Tracer Technique. 
（Ryota TANEMURA, Hiroshi KURASHIMA, Norikuni OHTAKE,Kuni 
SUEYOSHI and Takuji OHYAMA） 

Soil Science and Plant 
Nutrition 
 
 

平 20.2 

切り花ヒマワリの短日処理・移植栽培による品質向上技術 
（種村竜太） 

タキイ最前線 
 

平 20.3 

スズメノナスビ(Solanum torvum)を台木とした接ぎ木栽培による
ナス果実中カドミウムの低減技術（竹田宏行、佐藤淳） 

日本土壌肥料学雑誌 
78：581-586 

 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

セイヨウナシ黒斑病の越冬感染源としての枝皮目の可能性
（棚橋恵、中野太佳司、児玉基一朗、尾谷浩） 

日本植物病理学会 
 

平 19.3.28
～30 

セイヨウナシの果実病害に対する袋掛けの効果 
（棚橋恵、松本辰也、本永尚彦、根津潔、児玉基一朗、尾谷
浩） 

日本植物病理学会関東部会 
 

平 19.9.13
～14 

ナスの台木品種の違いによる可食部カドミウム濃度(6) 
(竹田宏行、横山和男、佐藤淳、西原英治、荒尾知人) 

日本土壌肥料学会東京大会 
 

平 19.8.22
～24 

水田土壌を対象とした化学洗浄法によるカドミウム汚染の
浄化（第17報） 
（西原英治、竹田宏行、佐藤淳、中野太佳司、牧野知之、神
谷隆、高野博幸） 

日本土壌肥料学会東京大会 
 
 

平 19.8.22
～24 
 

自家和合性ニホンナシにおける結実性の品種,系統間差 
（松本辰也） 

園芸学会平19秋季大会 
園学雑.６(別2)：451 

平 19.9.29
～30 

トマト閉鎖型養液栽培の量的管理法における培地の違いが
生育と収量に及ぼす影響 
（種村竜太、倉島裕） 

園芸学会平19秋季大会 
園学雑.６(別2) 
 

平 19.9.29
～30 
 

近赤外透過法による生剥きエダマメ一粒での成分測定法の
開発 
（本間昌彦・長谷川雅明） 

園芸学会平19秋季大会 
園学雑.６(別2) 
 

平 19.9.29
～30 
 

オリエンタル系ユリの花芽分化段階の制御による高温期の
奇形発生軽減技術 
（小田正之） 

関東東海北陸農業試験研究推進会
議花き部会 
平成19年度研究会 

H19.10.4～
5 
 

Remediation of Cadmium-contaminated paddy soils by 
washing with ferric chloride (FeCl3) Ⅳ :Effects of 
on-site soil washing on Cadmium uptake by taro (Colocasia 
esculenta) 
(Eiji Nishihara, Atsushi Sato, Hiroyuki Takeda, Takashi 
Nakano,Tomoyuki Makino,Hiroyuki Takano) 

8th Conference of the East 
Southeast Asian Federation of 
Soil Science(116) 
 

平 19.10.22
～23 
 
 
 
 

オリエンタル系ユリ球根の芽伸ばし（プレルーティング）処
理が切り花品質に及ぼす影響（第2報） 
芽伸ばし処理温度及び順化処理の有無が切り花品質に及ぼ
す影響 
（小田正之） 

園芸学会北陸支部H19年大会 
 
 

H19.11.27
～28 
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発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

新潟県における地産地消のための地域流通をテーマとした
野菜の研究について 
（長谷川雅明） 
 

園芸学会北陸支部H19大会シンポジ
ウム 
H19研究発表要旨・シンポジウム講
演要旨：14-18 

平 19.11.27
～28 
 
 

アスパラガス立茎長期どり栽培の生産者ニーズに対応した
育苗方法の検討 
（長谷川雅明、大竹孝夫、谷内田学、渡邉祐輔、横山和男） 

園芸学会北陸支部H19大会 
H19研究発表要旨 

平19.11.27
～28 
 

アスパラガス立茎長期どり栽培における４・５年生株の立茎
開始時期と立茎本数の検討 
（谷内田学、長谷川雅明） 

園芸学会北陸支部H19大会 
H19研究発表要旨 

平19.11.27
～28 
 

水稲育苗ハウスを活用したブドウのアーチング樹形栽培技
術の確立 
（根津潔、本永尚彦、松本辰也） 

園芸学会北陸支部H19大会 
 

平 19.11.27
～28 

カキ‘朱鷺乙女’果実専用カラーチャートの開発 
（本永尚彦、松本辰也、根津潔） 

園芸学会北陸支部H19大会 
 

平 19.11.27
～28 

セイヨウナシ‘ル レクチエ’の台木が果実品質に及ぼす影響
（松本辰也、本永尚彦、根津潔） 

園芸学会北陸支部H19大会 
 

平 19.11.27
～28 

イチゴ「越後姫」早期出荷作型における育苗日数及び定植日
の違いが収穫時期と収量に及ぼす影響 
（増田浩吉、種村竜太、倉島裕） 

園芸学会北陸支部H19大会 
 

平 19.11.27
～28 
 

南半球産球根を利用したチューリップ切り花の10～11月出
荷の開発（第１報）球根定植時期、発根処理方法が切り花品
質に及ぼす影響 
（渡邉祐輔・小田正之） 

園芸学会北陸支部H19大会 
 

平 19.11.27
～28 
 

イチゴの閉鎖型養液栽培における活性炭の培地混和が培養
液組成と収量に及ぼす影響 
（種村竜太・増田浩吉・西原英治・倉島裕） 

園芸学会北陸支部H19大会 
 
 

平 19.11.27
～28 
 

スズメノナスビ (Solanum torvum) を台木とした接ぎ木栽培
によるナス果実中カドミウムの低減技術の開発 
（竹田宏行、佐藤淳、西原英治、大崎佳徳、飯田佳代、箭田
佐衣子、荒尾知人） 

農林水産生態系における有害科学
物質の総合管理技術研究成果発表
会 
 

H19.11.29 
 
 

水田土壌を対象とした化学洗浄法によるカドミウム汚染の
浄化Ⅲ（佐藤淳、竹田宏行、横山和男、西原英治、神谷隆、
高野博幸、牧野知之） 

農林水産生態系における有害科学
物質の総合管理技術研究成果発表
会 

H19.11.29 
 
 

活性炭を利用したキュウリ果実へのドリン吸収抑制技術の
開発（沖積土壌） 
（横山和男、佐藤淳、西原英治） 

農林水産生態系における有害科学
物質の総合管理技術研究成果発表
会 

H19.11.29 
 
 

イチゴの循環型養液栽培における活性炭処理方法の違いが
収量と品質に及ぼす影響 
（種村竜太・増田浩吉・西原英治・倉島裕） 

園芸学会平20春季大会 
園学雑.７(別１) 
 

平 20.3.28
～29 
 

不織布ポットと台木の種類がカキ‘平核無’の樹体生育,果
実収量,品質に及ぼす影響 
（本永尚彦,松本辰也,根津潔） 

園芸学会平20春季大会 
 

平 20.3.28
～29 
 

 

 

 

 



88 

－ IV - 13 － 

(3) 現地指導 

  ア 研究成果名：チューリップ切り花の養液栽培法 (H17 活用技術) 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

栽培・施設科 
種村竜太 

新潟農業普及指導セン
ター 
 
チューリップ切り花生
産者 
 
 

新潟市西区 
 

４回 
平 19.9.5 
 
 
平 19.11.5 
 
平 19.11.19 
平 19.12.17 

 
養液栽培システムについての成果内容と
前年度現地指導におけるシステム改良点
について 
先進事例の現地調査、養液栽培システム
の概要、情報交換 
現地巡回個別指導 
現地巡回個別指導 

 

イ 研究成果名：クリスマスイチゴ「越後姫」を実現するための高設栽培技術（平成 18 年度活用技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

栽培施設科 
増田浩吉 

巻農業普及指導センタ
ー 
（有）サンケイ新潟 
（有）ふくでん 

竹内久衛 

新潟市西蒲区 
 

３回 
平19.6.6 
平19.8.8 
平19.11.21 

 
採苗方法及び育苗管理 
冷蔵前の苗評価と定植管理 
花芽分化程度と開花状況 

 

ウ 研究成果名：アスパラガス立茎長期収穫の収穫開始１～３年目における立茎開始時期と収穫量（平成 17 年

度活用技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

栽培・施設科 
本間昌彦 

三条普及指導センター 
 
 
 
 
 

三条市 
田上町 
 

３回 
平19.4.27 
 
 
平19.6.27 
平19.12.14 

 
立茎長期収穫における春どり期間、年次
別適正立茎数について 
緩効性肥料による３割減肥栽培について 
適正立茎方法について 
育苗手法について 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

にいがた植防だより 
 

（社）新潟県植物防疫協会 平19.6 
平20.3 

棚橋恵 
松澤清二郎 

果樹にいがた 
 
 
 
 
 
 
 
 

新潟県果樹振興協会 
 
 
 
 
 
 
 
 

平19.4 
平19.5 
平19.6 
 
平19.7 
 
平19.8 
平19.9 
平19.10 
平19.12 
平20.2 

松本辰也、根津潔 
本永尚彦 
松本辰也、棚橋恵、
松澤清二郎 
本永尚彦、松本辰也
、根津潔 
松本辰也 
本永尚彦 
松本辰也 
佐藤淳 
棚橋恵、松澤清二郎 

果樹病害虫防除ハンドブック 
 

新潟県果樹振興協会 
 

平20.2 
 

本永尚彦、松本辰也
、根津潔、棚橋恵、
松澤清二郎 

平成19年度農作物病害虫雑草防除指針 農林水産部 平20.3 横山和男、棚橋恵、
松澤清二郎 

経営試算表 
 
 
 
 

農林水産部  松本辰也、大塚英昭
、野水利和、濱登尚
徳、本永尚彦、根津
潔、増田浩吉、小田
正之、種村竜太、渡
邉祐輔、長谷川雅明
、本間昌彦、谷内田
学 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平19.5.30～6.1 平成19年度園芸研究センター試験成績発表会 122 全課･科 

平19.8.23 ふれあい参観デー 208 全課･科 

 
(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講    師 

園芸経営科 １学年 園芸経営論Ⅰ 1 増田浩吉 

 

(4) 農業大学校研究科 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

園芸特論Ⅰ 12 22   34 
長谷川雅明、本間昌彦、小田正之、渡邉祐輔、 
大塚英昭、本永尚彦、根津潔、松本辰也、 
竹田宏行、棚橋恵、松澤清二郎 
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(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平19.6.27 新潟県病害虫研究会 第8回シンポジウム 植物寄生性線虫の分類と
同定 

松沢清二郎 

平19.7.25 
 

経営普及課 
 

野菜現地課題解決研修 
 

アスパラガスの立茎長期
どり栽培における施肥法
について 

竹田宏行 
 

平19.8.28 新潟県果樹振興協会 おけさ柿研修会 かき試験研究の概要 本永尚彦 

平19.11.14 
 

日本種苗協会北陸ブロ
ック 

秋季研修会 
 

新潟県の野菜産地と園芸
研究センターの研究概要 

亀山博之 
 

平19.12.6 農産園芸課 農薬管理指導士養成研修 農薬一般知識と施用技術 横山和男 

平19.12.6 新潟大学 「新潟の農業」講義 新潟県の特産果樹の品種
と栽培 

本永尚彦 

平20.1.10 
 

病害虫防除所 
 

園芸作物病害虫防除検討
会（野菜） 

施設栽培における減減栽
培技術 

松沢清二郎 
 

平20.1.10 
 

病害虫防除所 
 

園芸作物病害虫防除検討
会（果樹） 

果樹病害虫に関する試験
研究の課題 

棚橋恵 
 

平20.2.22 村松町栗組合 クリせん定研修会 クリ主要害虫の最近の防
除技術、せん定技術 

松沢清二郎 
根津潔 

 

(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ科 

大塚 隆之 
梁川 祐貴 

新潟薬科大学応用生
命科学部 応用生命
科学科 

インターンシップ 
 

平19.8.20～8.24 
 

育種科 
環境科 

小柳 大輔 栽培農家 
（新潟市南区） 

なしの栽培技術の習得 平20.3.1～12.28 育種科 

 

(7) 取材対応 

年月日 取材機関 取 材 内 容     応対者   報道日 
平19.5.1 
 

(株)新潟テレビ21 
 

チューリップ新品種「新潟６号」、「新潟７号
」、「新潟８号」について 

渡邉祐輔 
 

平19.5.1 
 

平19.10.18 
 

日本農業新聞 
 

オリエンタル系ユリ抑制栽培における芽伸
ばし処理について 

小田正之 
 

平
19.10.26 

平20.2.7 
 

新潟日報社 
 

チューリップ新品種「新潟９号」、「新潟１０
号」、「新潟１１号」について 

渡邉祐輔 
 

平20.2.8 
 

平20.3.21 
 

(株)新潟テレビ21 新潟オリジナルチューリップの育成につい
て 

渡邉祐輔 
 

平20.3.21 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

  ア 本 場 

    所 在 地 北蒲原郡聖籠町大字真野 177 

    建物面積 延 9,830.07ｍ2 

    ほ場面積 果樹畑 4.66ha、野菜・花き畑 1.99ha 

  イ 砂丘地ほ場 

    所 在 地  新発田市人橋字香郷沢 

    建物面積  延 502.52ｍ2 

    ほ場面積 野菜・花き畑 1.20ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円)  

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 8,703    11 8,692 

維持管理費 29,308    63 29,245 

経常研究費 7,059   3,104  3,955 

ほ場・飼育管理費 8,770     8,770 

受託試験費 11,142    11,142  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 28,928    20,589 8,339 

備品整備費 3,119     3,119 

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 35,918 9,509    26,409 

その他（他課事業費） 9,996      

合   計 142,943 9,509 0 3,104 31,805 88,529 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 
総務課 
 
 
 
育種科 
 
 
 
 
栽培・施設科 
 

センター長 
総務課長 
主査 
主任 
技術員 
育種科長 
主任研究員 
〃 
 〃 
研究員 
栽培・施設科長 
専門研究員 
 〃 
主任研究員 
 〃 
 〃 
 〃 

熊木 茂 
佐久間 久夫 
山上 和之 
田野 貞 
村山 貴俊 
亀山 博之 
松本 辰也 
大塚 英昭 
野水 利和 
濱登 尚徳 
阿部 正行 
本永 尚彦 
増田 浩吉 
長谷川 雅明 
本間 昌彦 
小田 正之 
種村 竜太 

栽培・施設科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環境科 
 
 
 
 

主任研究員 
 〃 
 〃 
技術員 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
参事（環境科長） 
主任研究員 
 〃 
 〃 
研究員 
22 条職員 

根津 潔 
谷内田 学 
渡邉 祐輔 
浮須 雄記 
本間 龍一 
小柴 孝文 
小川 孝二 
丹後 精一 
横山 利孝 
臼井 一栄 
武田 隆一 
横山 和男 
竹田 宏行 
棚橋 恵 
松澤 清二郎 
佐藤 淳 
坂口 いづみ 
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所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

専門技術員室 副参事 
 〃 

田崎 義孝 
宮島 利功 

専門技術員室 副参事 
 〃 

保苅 洋一 
中野 耕栄 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 19 年 

４月１日付 

転 出 

 

広川 紀夫 

中野 太佳

司 

倉島 裕 

 

大場 勲 

 

はまぐみ小児養育センター・事務長 

食品研究センター・園芸特産食品科

長 

新発田地域振興局農業振興部・普及

課課長代理 

流域下水道事務所・庶務課庶務係主

査 

総務課長 

環境科長 

 

栽培・施設科・専門研究員 

 

総務課・主査 

 

 転 入 

 

 

 

 

 

所 内 

採 用 

横山 和男 

佐久間 久

夫 

増田 浩吉 

 

田野 貞 

山上 和之 

野水 利和 

参事（環境科長） 

総務課長 

 

栽培・施設科・専門研究員 

 

三条五十嵐川改修事務所・主任 

総務課・主査 

育種科・主任研究員 

高冷地農技センター・専門研究員 

国体業務課・施設・警備交通班副参

事 

佐渡地域振興局農林振興部・普及課

課長代理 

総務課・主任 

総務課・主任 

 

平成 19 年 

３月 31 日付 

退 職 西原 英治 

 

 主任研究員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

1800cc バン 

笑気ガス封入管 

オートクレーブ 

バックホー(ミニ) 

トラクター 

動力噴霧器 

 

毒劇物薬品保管用ボトルキャビネット 

 

３５０Ａ 

トミー精工ＬＳＸ－３００ 

クボタＵ－１０－３ＤＨＴＳ 

クボタＫＴ３００ＦＢＭＡＰ 

自走動噴 共立ＶＳＣ４５５１ 

運搬車  ヤンマーＦＧ１８５Ｓ，４ＷＤ 

ＢＣ－３－Ｄ型２重ロックタイプ 

 

(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講 師 

平成 19 年度都道府

県農業関係研究員

等専門研修 

渡邉 祐輔 ユリ切り花の花しみ障害

発生要因解明に関する研

修 

平 19.7.2～9.28 （独）農業・食品産

業技術総合研究機構 

平成 19 年度短期集

合研修 

佐藤 淳 ディルドリンの分析法習

得に関する研修 

平 19.7.2～7.13 (独)農業環境技術研

究所 

 

(7) 参観者数 

農 業 者 行政関係 そ の 他 合    計 

32 回 12 回 10 回 54 回 
590 人 119 人 360 人 1,069 人 
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(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

なし 

 

イ 実用新案権 

  なし 

 

ウ 育成者権（登録品種） 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録番号・年月日 

いちご 越後姫 第 5196 号 平 8.10.15 

ユ リ さど美人 第 10576 号 平 14. 9. 4 

西洋なし 越さやか 第 6867 号 平 10.10.29 

越の淡雪 第 11563 号 平 15.11.18 

越の舞姫 第 11564 号 平 15.11.18 

ほほえみ 第 12949 号 平 17. 3.14 

ももか 第 12950 号 平 17. 3.14 

つつじ 

ダンシングスノー 第 12951 号 平 17. 3.14 

かき 朱鷺乙女 第 11372 号 平 15. 8.19 

新潟１号 第 15823 号 平 19.12.27 
チューリップ 

新潟２号 第 15824 号 平 19.12.27 

 

(9) 栄 誉 

    なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・園芸研究センター（北蒲原郡聖籠町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

本年値：平 19、平年値：平５～平 18 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／ｍ2) 

日照時間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1 3.8 2.0 7.2 4.9 0.9 -0.8 144.5 216.1 97.4 133.0 65.7  0  

2 4.1 2.4 8.3 6.1 0.2 -1.0 100.5 115.5 199.6 196.2 101.3  0  

3 5.2 5.1 9.6 9.6 1.3 1.0 158.5 104.4 259.0 297.3 78.2  0  

4 9.9 11.0 14.5 16.3 5.4 5.9 105.0 82.2 376.7 393.8 128.0  0  

5 16.3 16.3 21.5 21.5 12.0 12.1 36.0 143.6 431.5 431.2 134.3  0  

6 20.8 20.2 25.3 24.7 17.1 16.6 141.0 143.6 465.1 431.2 136.1  0  

7 22.3 24.1 26.2 28.4 19.3 20.7 73.5 213.2 351.2 425.0 75.5  0  

8 26.1 25.6 31.1 30.5 22.0 21.7 145.5 164.7 439.6 453.4 176.5  0  

9 23.7 21.5 29.1 26.3 19.9 17.7 69.0 157.8 359.7 327.7 135.6  0  

10 15.5 15.7 20.8 20.8 10.7 11.6 140.5 165.7 274.4 261.0 135.9  0  

11 9.0 9.9 13.8 14.3 4.6 5.8 191.5 215.7 161.0 147.5 93.8  1.0  

12 5.2 4.7 8.6 7.8 2.0 1.5 315.0 251.5 87.9 108.3 26.8  3.6  

（注）１ 気温、積雪深については平均値、降水量、日射量、日照時間については合計値である。 

      ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分 担 

経常 (1) 初産牛の飼養管理技術の確立 

501  ア ＴＤＮ給与水準等が発育性、生産性及び繁殖性に及ぼす

影響の解明 

502  イ 定時人工授精が繁殖性に及ぼす影響の解明 

平 17～19 

平 17～19 

 

   〃 

 

酪農肉牛科 

 

酪農肉牛科、繁殖工学

科 

経常 (2) 粗飼料の違いと乳生産の関係解明 

503  ア 流通イネ科乾草の飼料特性の解明 

504  イ 給与粗飼料の違いが生産性に及ぼす影響を解明 

平 18～20 

平 18～20 

   〃 

 

酪農肉牛科 

   〃 

県特 (3) 飼料イネ活用による「にいがた和牛」の効率的肥育技術の

確立 

505  ア 食味を維持した肥育期間短縮技術の確立 

506  イ 牛肉の品質保持に有効な飼料イネの調製・給与技術の確

立 

平 19～22 

 

平 19～20 

   〃 

 

 

酪農肉牛科 

   〃 

国委 (4) 汎用型飼料収穫機（自走式細断型ロールベーラ）で収穫し

たリードキャナリーグラスの飼料特性解明 

507  ア 収穫機械の異なるリードキャナリーグラスの飼料特性の

解明 

平 19～22 

 

平 19 

 

 

酪農肉牛科 

 

経常 (5) バイオマス有効利用のための成分評価 

508  ア 評価法の設定 

平 19～21 

平 19 

 

環境・飼料科 

県特 (6) 採胚成績の向上を目的とした過剰排卵プログラムの確立 

509  ア 過剰排卵に対する反応パターンの解析 

510  イ 症状にあった過剰排卵法の検討 

平 18～20 

平 18～19 

平 19～20 

 

繁殖工学科 

   〃 

県事 511 (7) にいがたブランド和牛生産拡大推進事業 平 13～ 繁殖工学科、酪農肉牛

科 

国事 512 (8) 乳用牛群検定普及定着化事業 平 6～ 酪農肉牛科 

国事 (9) 飼料作物優良品種普及促進事業 

513  ア 奨励品種選定調査 

514  イ 自給飼料分析指導事業 

 

昭 52～ 

昭 59～ 

 

環境・飼料科 

   〃 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

501 ＴＤＮ給与水準等が発育性、生産性及び繁殖性に

及ぼす影響の解明 (島津) 

初妊牛の適正な飼養管理方法を確立するため、乾乳

後期における給与水準で標準区と高栄養区の 2 区を

設置して飼養試験を実施し、給与水準を高栄養にする

ことにより脂質代謝等を安定化させ、分娩後の体重回

復の早期化を図ることにより発育性等の改善に有効

と考えられる。 

502 定時人工授精が繁殖性に及ぼす影響の解明 

 (島津) 

初妊牛に対する定時人工授精の実施により受胎率

の改善が図られた。定時人工授精は 2産に向た繁殖性

の改善に有効と考えられる。 

503 流通イネ科乾草の飼料特性の解明 (関) 

県内で流通量の多いイネ科乾草（チモシー、スーダ

ン、オーツ等）について化学分析を実施するとともに、

ナイロンバック法により第一胃内での分解特性を検

討中。 

504 給与粗飼料の違いが生産性に及ぼす影響を解明 

 (関) 

県内で流通量の多いイネ科乾草 3 種（チモシー、

スーダン、オーツ）について 3×3 ラテン方格法によ

り飼養試験を実施し、乳生産に及ぼす影響を検討中。 

505 食味を維持した肥育期間短縮技術の確立(高橋) 

乾熱大豆を給与しても、20 か月齢までの飼料摂取

量および増体成績は、対照区との間に有意な差はなか
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った。 

506 牛肉の品質保持に有効な飼料イネの調製・給与技

術の確立 (高橋) 

生育ステージごとのβ－カロテン含量、α-トコ

フェロール含量等を検討中。 

507 収穫機械の異なるリードキャナリーグラスの飼

料特性の解明 (関) 

牧材料草の可溶性単少糖類、有機酸組成および VBN

を調査し、発酵品質による評価並びに嗜好性による評

価を検討中。 

508 評価法の設定 (村松) 

資材の特徴として、高蛋白資材は炭水化物が少なく、

穀類系資材は炭水化物が多い傾向であった。 

菓子類では、一部で脂肪含量が高く、飼料利用に際

し脂肪濃度及び脂肪劣化の検討が必要と思われる。 

脂肪の劣化状態は酸化により、変敗については、生

菌培養より判定できると考えられた。 

509 過剰排卵に対する反応パターンの解析 (内山) 

時間分解蛍光免疫測定法による脳下垂体ホルモン

（FSH,LH）測定系を確立した。 

過剰排卵成績別に次の３種類、①比較的総胚数・正

常胚数が多いもの、②総胚数は多いが正常胚数が少な

いもの、③全く回収胚がないもの、に分類した。過剰

排卵処理期間中の卵巣動態と性ホルモン動態等から

②は２種類、③は３種類ほどのパターンに分類できる。 

510 症状にあった過剰排卵法の検討 (内山) 

上記 509 のパターン別に有効な過剰排卵方法を検

討中。また、過剰排卵処置に適さない牛の基準を検討

中。 

511 にいがたブランド和牛生産拡大推進事業 

 (中川浩) 

黒毛和種優良供卵牛11頭から延べ18回の採卵を行

い、正常受精卵 252 個を採取した。このうち、179 個

を凍結保存し、県内の 9 地域受精卵移植協議会等に

87 個譲渡を行った。昨年度採卵分とあわせ、9協議会

に 160 個譲渡を行った。 

512 乳用牛群検定普及定着化事業 (島津) 

酪農家の牛群検定成績を加工分析し、乳牛選抜改良

データ、乳成分および繁殖成績等農家指導データを提

供し、生乳の品質や経営改善を図る。 

本年度は、県内成績の現状と牛群検定を活用した経

営改善事例について情報提供した。 

513 奨励品種選定調査 (小柳) 

イタリアンライグラスについて、県内適応性の高い

品種を選定する。 

本年度供試品種品種の中では、収量性、越夏性が標

準品種「エース」と同等で耐倒伏性が同等かそれ以上

の「ヒタチヒカリ」、「アキアオバ」、「ジャンボ」

が有望であると考えられた。 

514 自給飼料分析指導事業 (平栁) 

粗飼料近赤外分析依頼 71 点、うちトウモロコシサ

イレージ５点、購入乾草 37 点、自給乾草５点、牧草

サイレージ 24 点を分析し普及指導データを提供した。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

 ア 普及に渡した技術情報 (平成 20 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

【普及技術】 

分離給与方式で乳生産に影響しない稲発酵粗飼料の収穫時期 
ガラス化法を用いた性判別胚の受胎率向上技術 

 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

 

1 

2 

 

【活用技術】 

稲発酵粗飼料を主な粗飼料源とする泌乳牛向け発酵ＴＭＲ 

施設園芸栽培における塩類集積の要因とその簡易診断法 

 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 環境・飼料科、

園芸研 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 研究情報  (平成 20 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

 

3 

4 

 

 

5 

初産妊娠牛の分娩後生理性状を安定化させる飼料給与技術 

時間分解蛍光免疫法によるウシ黄体形成ホルモン（LH）と卵胞刺激ホルモン（FSH）

の測定 

庭先で直接移植可能な牛胚のガラス化保存法 

県内施設園芸土壌における肥料成分集積の実態 

 

 

低養分堆肥の副資材の種類及び堆肥化期間が作物と土壌に及ぼす影響 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

 

畜産研 繁殖工学科 

園芸研、畜産研 環

境・飼料科、基盤研究

部 

畜産研 環境・飼料科 

 

(イ) 関東東海北陸農業研究成果情報 （平成 19 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

1 

 

2 

3 

4 

5 

6 

 

7 

(普及) 稲発酵粗飼料が主な粗飼料源の発酵ＴＭＲは泌乳牛用飼料として有用で

ある 

(普及) 飼料中中性デタージェント繊維（ＮＤＦ）の簡易推定法 

(普及) 飼料中粗脂肪の簡易推定法 

(参考) 分離給与方式で乳生産に影響しない稲発酵粗飼料の収穫時期 

(参考) 低蛋白ＴＭＲの分解性蛋白質含量の違いが乳生産に及ぼす影響 

(参考) 稲発酵粗飼料を給与した肥育牛の血中ビタミンＡ濃度の推移 

 

(参考) 「にいがた地鶏」への小米混合給与が増体に及ぼす影響  

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 酪農肉牛科、

環境・飼料科 

畜産研 養豚・養鶏科 

 【研究】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  
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(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

有機質資材の分解特性とその指標 

（小柳 渉、安藤義昭、棚橋寿彦） 

日本土壌肥料学雑誌、78 平 19. 8 

酸素消費量を利用した有機質資材中易分解性有機物推定法―易分解

性有機物からみたコンポストの腐熟度判定法― 

（小柳 渉、安藤義昭） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

除草剤によるワルナスビ防除効果の検討 

（荒木 創、矢田部憲一） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

飼料イネへの乳酸菌製剤「畜草 1号」の添加効果 

（荒木 創、矢田部憲一） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

牛凍結胚ダイレクト移植における受胎率向上対策について 

（内山保彦、佐藤太郎、藤原信子、佐藤義政、梅田雅夫） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

抗酸化作用を持つ中医薬処方である生脈散が体外受精胚の発生に及

ぼす影響 

（佐藤太郎、内山保彦、藤原信子、梅田雅夫） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

生体内卵子吸引技術を利用した優良牛の生産 

（佐藤太郎、内山保彦、佐藤義政、藤原信子、中川邦昭、梅田雅夫） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

「ニホンカイＬ２」初産授乳豚の飼料摂取量と授乳日数が発情再帰

に及ぼす影響 

（高橋朋子、佐野 晃、田村祐一、森山則男） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

繊維分解酵素が肥育豚の発育および消化率に及ぼす影響 

（佐野 晃、高橋朋子、田村祐一、森山則男、三輪岳宏、楠原征治） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

モミガラ混合割合および堆肥化期間が乳牛ふん堆肥の分解性に及ぼ

す影響―堆肥化期間中および土壌中における分解― 

（小柳 渉、安藤義昭） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

粗飼料のサンプリング部位による乾物率および乾物中ＡＤＦ含量の

ばらつき 

（安藤義昭、平栁恵子） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

妊娠末期におけるＴＤＮ給与水準の違いが乳生産および血液性状に

及ぼす影響 

（長谷川昌伸、関 誠、佐藤太郎、内山保彦、木村仁徳、権平 弘） 

新潟県畜産研究センター研究

報告 
平 19. 9 

タンパク質系、油脂系飼料の給与のポイント 

（関 誠） 

デーリィマン 10月号 平 19.10 

高泌乳と窒素排せつ量削減を両立させる飼料給与技術  

（関 誠） 

酪農ジャーナル 2月号 平 20. 2 

   

イ 講演発表 
発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 
学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

家畜ふん堆肥の種類に応じた窒素肥効評価法 第 3 報 家

畜ふん堆肥の速効的・緩効的窒素とその評価法（その２）

（小柳 渉） 

日本土壌肥料学会 2007 年度東京大会 
平 19.8.22

～24 

副資材種及び堆肥化期間による牛ふん堆肥の性質変化 

（平栁恵子） 
日本土壌肥料学会 2007 年度東京大会 

平 19.8.22

～24 
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発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

分離給与条件下での収穫時期の異なる稲発酵粗飼料の給与

が乳生産に及ぼす影響 

（関 誠） 

日本畜産学会第 108 回大会 
平 19.9.26

～27 

北陸地域における乳牛への稲発酵粗飼料の効率的な利用法

に関する研究 

（関 誠） 

第 56 回北信越畜産学会大会 
平 19.11.8

～9 

酸素消費量を利用したコンポスト中易分解性有機物推定法

（腐熟度判定法） 

（小柳 渉） 

第 56 回北信越畜産学会大会 
平 19.11.8

～9 

飼料中粗脂肪の簡易分析法 

（平栁恵子） 
第 56 回北信越畜産学会大会 

平 19.11.8

～9 

ウシ凍結胚のダイレクト法における凍結速度を速めた検討

（中川邦昭） 
第 56 回北信越畜産学会大会 

平 19.11.8

～9 

ガラス化保存したウシ体内胚のストロー内一段階希釈法の

検討 

（内山保彦） 

第 56 回北信越畜産学会大会 
平 19.11.8

～9 

動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技術の確立

（関 誠） 
高度化事業成果発表会 平19.11.30 

ホルスタイン種における過剰排卵時の卵巣動態、血中ホル

モン濃度及び採胚成績について 

（内山保彦） 

第 23 回東日本家畜受精卵移植技術研

究会大会 

平 20.1.31

～2.1 

新潟県における胚移植技術を用いた和牛生産の取り組み

（中川 浩） 

第 23 回東日本家畜受精卵移植技術研

究会大会 

平

20.1.31-2.

1 

凍結速度-0.7℃/min を用いたウシ胚のダイレクト法の検討

（瀬田剛史） 

第 23 回東日本家畜受精卵移植技術研

究会大会 

平 20.1.31

～2.1 

カリウムの施肥水準がリードカナリーグラス混播牧草の収

量に及ぼす影響 

（村松克久） 

北信越畜産学会新潟県分会 平 20.3.18 

分離給与方式で乳生産に影響しない稲発酵粗飼料の収穫時期 

（関 誠） 
北信越畜産学会新潟県分会 平 20.3.18 

高能力牛産子の育成期における採胚ドナー活用 

（中川邦昭） 
北信越畜産学会新潟県分会 平 20.3.18 

分解性に基づく家畜ふん堆肥の窒素肥効推定 

（小柳 渉） 
北信越畜産学会新潟県分会 平 20.3.18 

胚移植技術を用いた和牛生産の取り組み 

（中川 浩） 
北信越畜産学会新潟県分会 平 20.3.18 

稲発酵粗飼料を主たる粗飼料源とする発酵 TMR の給与が乳

生産に及ぼす影響 

（関 誠） 

日本草地学会 
平 20.3.25

～26 

稲発酵粗飼料を給与した肥育牛の血中ビタミンＡ濃度の推

移 

（高橋 英太） 

日本畜産学会 
平 20.3.27

～29 
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(3) 現地指導 

 ア 研究成果名：「にいがた地鶏」の効率的な飼養管理技術（平成 19 年度普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 実施場所 

 実施回数
（年月日） 

指導内容 

養豚・養鶏科 
時田正樹 

長岡普及指導センター 
にいがた地鶏生産者 

  1組織 
 
南魚沼普及指導セン

ター 
にいがた地鶏生産者 1
戸 
 

糸魚川普及指導セン

ター 
にいがた地鶏生産者 3
戸 

長岡市 
 
 
 
 

南魚沼市 
 
 
 
糸魚川市 

3回 
平19. 5. 1 
平19. 5.17 
平19. 8.22 
3回 
平19. 4.23 
平19. 6.27 
平19. 7.24 
 
4回 
平19. 5.30 
平19. 7.31 
平19. 9.11 
平
19.11.19 

 
ひな導入前の準備、ひなの初期管理、
出荷前の飼養管理について指導および流
通販売方策についての検討 
 
ひなの初期管理、体重測定方法、体重
測定結果をもとにした飼料給与および飼
育密度等の飼養管理方法について指導お
よび流通販売方策についての検討 
 
 
ひなの初期管理、体重測定方法、体重
測定結果をもとにした飼料給与および飼
育密度等の飼養管理方法について指導お
よび流通販売方策についての検討 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

新潟県畜産経営指導指標 新潟県農林水産部 

新潟県畜産協会 

平 20.1 関  誠 

大久保剛揮 

村松克久 

家畜排せつ物の利用の促進を図るための県計

画 

新潟県 

 

平 20.4 小柳 渉 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 19. 4.25 試験設計検討会 24名 全研究職員 
平 19. 6. 8 試験研究発表会 50名 全研究職員 
平 19.10.13 ふれあい開放デー 800名 全職員 
平 19.10.26 産学官研修会 46名 全研究職員 
平 20. 2.13 畜産部門試験成績・成果候補検討会 25名 全研究職員 
平 20. 3. 4 試験研究課題設定に係る検討会 34名 全研究職員 
 

(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科  目 授業時間 講 師 

畜産経営学科 ２学年 繁殖工学 8 中川 浩 

畜産経営学科 １学年 家畜育種学 16 高橋英太 

 

(4) 農業大学校研究科 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 講 師 

畜産特論Ⅰ 52 30   82 中川邦昭、村松克久、大久保剛揮、中川 浩、内山保彦、

瀬田剛史、藤井 崇、平栁恵子、高橋英太 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 19. 5.17 NPO バーク堆肥協会 平成19年度バーク堆肥協会

研修会 

バーク堆肥の特性と分析 小柳 渉 

平 19. 6.13 経営普及課 現地課題解決研修 家畜ふん堆肥の特性と肥料

成分分析手法 

小柳 渉 

平栁恵子 
平 19. 6.25 魚沼農業普及指導センター 分析実習指導 飼料成分の簡易測定法実習 平栁恵子 

平 19. 6.26 中東蒲原地域農業振興協議
会 

酪農繁殖技術向上研修会 人工授精技術、ＥＴ技術、

栄養管理 

中川邦昭 

平 19. 6.28 長岡地域振興局農林振興部
普及課 

酪農繁殖指導 初産妊娠牛の繁殖状況調査

および改善指導 

島津是之 

平 19. 7.9～
10 

（独）農研機構 中央農業

総合研究センター 

革新的農業技術習得研修

「プロジェクト研修（家畜

ふん堆肥の評価・利用技術

実地研修）」 

家畜ふん堆肥の水分、粗灰

分、AD 可溶有機物、AD 可溶

窒素の簡易分析法の実習 

小柳 渉 

平栁恵子 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 19. 7.12 経営普及課 現地課題解決研修 畜産経営由来の悪臭物質低

減手法 

小柳 渉 

藤井 崇 
平 19. 9.28 中越家畜保健衛生所  雌雄産み分け技術を用いた

乳牛の改良について 

中川 浩 

平 19.11.27 
 

経営普及課 高度専門技術研修 堆肥を活用した土づくり技

術等について 

小柳 渉 

平 19.12. 3 NOSAI 新潟 酪農担い手交流会 酪農飼料給与技術について 関  誠 
平 20.2.14 長岡地域振興局 分析実習指導 β－カロテンの分析実習指

導 
小柳 渉 

平 19.12.12 長岡地域振興局 分析実習指導 β－カロテンの分析実習指
導 

小柳 渉 

平 19.12.14 神奈川県畜産会 神奈川県畜産環境保全対策
事業 

家畜ふん堆肥の特性と有効
利用に向けた評価法 

小柳 渉 

平 20. 2.25 三条地域振興局 平成19年度土づくり研修会 良質堆肥の作り方と家畜ふ
ん堆肥の特徴 

小柳 渉 

平 20. 2.27 十日町普及指導センター 妻有の園芸重点品目研修会 堆肥研究の新たな知見と堆
肥の上手な使い方 

小柳 渉 

平 20. 3.14 巻農業普及指導センター 園芸生産土壌管理技術向上
研修会 

堆肥の上手な作り方、使い
方 

小柳 渉 

平 20. 3.14 佐渡和牛改良組合 佐渡和牛改良組合研修会 おいしい牛肉と和牛改良 高橋英太 
平 19.11.14
～16 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛（飼料）経営診断 平栁恵子 

平 19.11.15
～16 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 高橋英太 

平 19.12.19
～21 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 高橋英太 

平 19.12.25
～27 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 島津是之 

平 20. 1. 9
～11 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 中川  浩 

平 20. 1.10
～11 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 高橋英太 

平 20. 1.15、
18 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛(飼料)経営診断 村松克久 

平 20. 1.16
～18 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 島津是之 

平 20. 1.23 畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関  誠 
平 20. 1.29
～30 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 平栁恵子 

平 20. 1.29
～30 

畜産協会 畜産コンサル 養豚経営診断 大久保剛揮 

平 20. 2.7 畜産協会 畜産コンサル 養豚経営診断 大久保剛揮 
平 20. 2.14
～15 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関  誠 

平 20. 2.14
～15 

畜産協会 畜産コンサル 酪農(飼料)経営診断 村松克久 

平 20. 2.18
～19,22 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 島津是之 

平 20. 2.25
～26 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 中川 浩 

平 20. 2.27
～28 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 平栁恵子 

平 20. 3.5 畜産協会 畜産コンサル 養豚経営診断 大久保剛揮 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 20. 3. 6
～ 7 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 中川 浩 

 

(6) 研修生受け入れ  

 なし 

 

(7) 取材対応 

 なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

   所在地 三条市大字棚鱗 178 

   建物面積（延）  10,922.02ｍ2 

   圃場面積             26.2ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国 庫 使用料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 11,029     11,029 

維持管理費 18,584    65 18,519 

経常研究費 2,220     2,220 

ほ場・飼育管理費 34,763   30,360  4,403 

受託試験費 1,503    1,503 

種苗供給・指導事業費     

政策研究費 12,134    7,934 4,200 

備品整備費 8,913     8,913 

施設整備費     

庁舎修繕費     

その他 610     610 

その他（他課事業） 13,822      

合   計 103,578 0 0 30,360 9,502 49,894 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 
総務課 

センター長 

総務課長 

主査 

主任 

技術員 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

〃 

夏井 啓介 

笠原 松雄 

長橋 政信 

山澤 芳子 

嘉藤 太加雄 

佐野 誠五 

坂井 輝男 

渡邉 幸蔵 

蒲澤 正 

目黒 長十 

小柳 俊一 

石月 一夫 

皆木 里志 

飯塚 光夫 

目黒 正介 

高山 肇 

酒井 直樹 

渋谷 誠 

若林 祐志 

 

 

酪農肉牛科 

 

 

 

養豚・養鶏科 

 

 

 

環境・飼料科 

 

 

 

繁殖工学科 

技術員 

〃 

酪農肉牛科長 

主任研究員 

 〃 

 〃 

参事(養豚･養鶏科長) 

主任研究員 

 〃 

研究員 

参事(環境･飼料科長) 

主任研究員 

 〃 

 〃 

繁殖工学科長 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

研究員 

長谷川 元 

高橋 稔郎 

伊藤 徹三 

島津 是之 

関  誠 

高橋 英太 

田村 祐一 

時田 正樹 

大久保剛揮 

藤井 崇 

矢田部憲一 

小柳 渉 

村松 克久 

平栁 恵子 

木戸 高至 

中川 邦昭 

中川  浩 

内山 保彦 

瀬田 剛史 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 19 年 

４月１日付 

転 出 石附 富子 

 

佐野 晃 

荒木 創 

三条テクノスクール・庶務課主

査 

妙法育成牧場・場長代理 

新津地域振興局農業振興部・企

画振興課主査普及指導員 

総務課・主査 

 

養豚・養鶏科・主任研究員 

環境・飼料科・主任研究員 

 転 入 

 

 

長橋 政信 

村松 克久 

藤井 崇 

総務課・主査 

環境・飼料科・主任研究員 

養豚・養鶏科・研究員 

長岡地域振興局県税部・主任 

農業大学校・主任講師 

糸魚川地域振興局農林振興部・普及指

導員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

デジタルカメラ 

ディスクモア 

プロジェクタ 

モアコンディショナ 

超音波画像診断装置一式 

  D40XWKIT 

GMD400 

VPLCX155 

JF 製 GCS2400 

SSD-1000V、UST-9106-7.5、UST-5534T-7.5 

 

(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修期間 

技術講習 藤井 崇 養豚施設からの発生臭気

及びその軽減技術、臭気

測定分析手法の修得 

平 19.6.11～15 （独）農業・食品

産業技術総合研究

機構 

 

(7) 参観者数 

 各種研修 畜産関係者 一般見学 計 

回 数 

人 数 

5 回 

46 人 

4 回 

58 人 

 8 回 

452 人 

17 回 

556 人 

 

(8) 無体財産など 

ウ 登録品種 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録年月日 

豚ランドレース系統 ニホンカイＬ２ 平 14.12.20 

 

(9) 栄 誉 

科名・職名 氏 名 栄誉名 受賞年月 

酪農肉牛科・主任研究員 関  誠 北信越畜産学会学会賞 平 19.11 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・畜産研究センター（三条市大字棚鱗、北緯 37 度 33 分、東経 139 度 4 分、標高 85m） 

(1) 月別気象 

平均気温（℃） 最高気温（℃） 最低気温（℃） 降水量(mm) 日照時間(h) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 
18 9 21.3 21.2 25.9 25.7 16.7 16.7 160.5 183.1 147.9 138.7 

 10 16.2 14.8 21.2 19.6 11.1 10.1 192.0 192.2 142.3 136.3 

 11 10.2 8.7 14.3 13.2 6.0 4.4 306.5 277.3 93.1 90.6 

 12 4.4 3.7 7.6 7.2 1.3 0.4 377.5 347.8 29.3 57.3 

19 1 3.0 0.9 6.0 3.9 -0.1 -1.3 277.5 310.1 75.7 58.1 

 2 3.7 1.0 8.1 4.2 -0.7 -1.8 161.5 197.3 95.5 83.4 

 3 4.8 3.9 9.0 8.0 0.5 -0.4 219.0 149.9 73.6 135.1 

 4 9.7 10.6 14.9 16.4 4.5 4.6 115.0 111.6 134.1 173.3 

 5 16.1 15.9 21.5 21.9 10.8 9.9 112.5 130.5 168.3 194.7 

 6 20.8 20.4 25.2 25.1 16.3 15.6 247.0 160.0 135.1 158.1 

 7 22.2 24.3 25.4 28.5 19.0 20.0 165.0 235.8 51.2 169.6 

 8 26.2 25.9 30.9 30.6 21.6 21.2 186.5 179.0 190.9 196.0 

 9 24.1 21.2 28.6 25.7 19.6 16.7 90.5 183.1 170.0 138.7 

 10 15.0 14.8 20.0 19.6 10.0 10.1 193.0 192.2 127.7 136.3 

 11 8.4 8.7 13.0 13.2 3.9 4.4 306.5 277.3 92.2 90.6 

 12 4.3 3.7 7.1 7.2 1.6 0.4 461.0 347.8 18.7 57.3 

20 1 1.2 0.9 3.9 3.9 -1.4 -1.3 270.5 310.1 52.2 58.1 

 2 0.5 1.0 4.0 4.2 -3.1 -1.8 168.0 197.3 51.7 83.4 

 3 6.0 3.9 10.6 8.0 1.3 -0.4 106.0 149.9 129.6 135.1 

(注１) 平年は昭和 46 年から平成 12 年の平均。月別気温は平均値。降水量、日照時間は合計値。 

(注２) 観測場所は畜産研究センター（三条市棚鱗 北緯 37 度 33 分。東経 139 度４分。標高 85ｍ。） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

VI 食品研究センター  

 

食品研究センター長 

穀類食品科 

総 務 課 

園芸特産食品科 

食品工学科 

 

米穀食品グループ

 
植物蛋白食品グループ

 
菓子甘味食品グループ
 
青果物流通グループ

 
園芸利用食品グループ
 
醸造食品グループ
 
生産工学グループ
 
生物機能工学グループ
組織構成図
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常   (1) 安全でおいしい「ブランド新潟」食品の開発 

601  ア 低カロリー米加工品の開発 

602 イ 植物由来起泡性蛋白質の開発 

603ウ 県産農産物を活用したブランド食品の開発 

604 エ 新規大豆発酵食品の開発 

     オ 米糠成分を活用した機能性成分の開発 

605   (ア) フィチン酸加水分解物の Ca 吸収促進作用の検討 

     カ 機能性を持たせたテキスタイル素材の食品への利用 

606   (ア) エチレンガス吸着能と吸着速度の把握 

平 17～19 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

 

   〃 

 

米穀食品 

   〃 

菓子甘味食品 

醸造食品 

 

生産工学 

 

生産工学 

経常     (2) 微生物・酵素を利用した高品質県産品の開発 

     ア 微生物・酵素による野菜・果実の加工前処理条件の検討 

607   (ア) 乳酸菌を利用した柿の渋味低減法の検討 

608   (イ) 酵素利用による県特産果実の新規素材化の検討 

     イ 特長ある微生物・酵素利用によるダイズ成分の高機能化

技術の開発 

610  ウ 酵素利用による緑ギンナンの果肉除去方法の検討 

平 18～20 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

 

青果物流通、園芸利用

食品 

 

醸造食品、園芸利用食

品 

青果物流通 

公募     (3) マイタケ酵素を利用した高血圧予防食品素材の開発 

611  ア ACE 阻害成分の同定と阻害活性の測定 

 

平 19 

 

園芸利用食品 

 
 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

601 低カロリー米加工品の開発 

 (本間・赤石・吉井) 

米加工における難消化性澱粉（RS）増減技術への基

礎的知見集積を目的に、今年度は米の RS 含量につい

て湿熱処理を利用した増加技術について検討した。う

るち、もち精白米に対して 105～125℃1 時間の湿熱処

理を行い炊飯した場合、処理温度が上昇するに従って

RS 含量が増加した。湿熱処理を施したもち精白米よ

り、もち米菓を作製した場合、処理温度の上昇に伴っ

て生地の硬化速度増加、米菓の膨化度（嵩）低下が起

こったが、RS 含量は増加した。 

602 植物由来起泡性蛋白質の開発 

 (本間・野呂・赤石・高橋・諸橋・吉井) 

卵白と同等の起泡性を有する蛋白質を米、大豆及び

小麦より調整し、穀類を主体とした食品への利活用を

行うことを目的に、今年度は米ぬかアルブミン画分に

ついてエンゼルケーキ試験を行い、具体的な利用方法

について検討した。卵白、米アルブミン、エンドウ蛋

白に起泡性が認められたが卵白以外は時間経過と共

に泡量を減少させた。米アルブミンの起泡力を生かし

つつ生地の突沸を抑制するための配合を検討したが、

重く不均一なスポンジ形状の作製に留まった。 

603 県産農産物を活用したブランド食品の開発 

 (高橋(誠)・野呂・中島) 

水やアルカリ処理したエゴマを水とともに破砕し

布でこすことによりエゴマ乳化液の調製が可能とな

った。この乳化液を加水として使用することで、エゴ

マの特徴を活かしたクッキーやうどんを製造するこ

とが可能であった。 

604 新規大豆発酵食品の開発 (下條・渡辺) 

丸大豆と脱皮大豆、さらに脱皮大豆を 2～5mm 角に挽

き割りにしたものを用いて味噌を試醸したところ、挽

き割り大豆を用いることで蛋白分解率が高くなると

ともに、味噌のＹ値が高くなる傾向が認められた。 

 また、丸大豆で作った味噌とほぼ同等の味噌を挽
き割り大豆で作った場合、大豆の加熱時間を短縮でき

る分ＣＯ２排出量を削減できると試算された。 

605 フィチン産加水分解物の Ca 吸収促進作用の検討 

 (佐藤(和)・中島) 

陰イオン交換クロマトグラフィーによりいくつかの

フィチン酸加水分解物分画試料を得た。これらの分子

量はマスクロマトグラフィーにより Inositol 

trisphosphate 、 Inositol tetrakisphosphate 、

Inositol pentakisphosphate に相当することを確認
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した。これらの分画試料はリン酸 Ca 沈殿形成を抑制

した。この結果からフィチン酸分解物により Ca 沈殿

の形成が阻害され、腸内での吸収が促進される可能性

が示唆された。 

606 エチレンガス吸着能と吸着速度の把握 

 (高橋(靖)・佐藤(和)・浅野) 

エチレンを除去する鮮度保持包装材料の開発を目

的とし、本年度はテキスタイル素材にエチレン除去素

材として白金、パラジウム、活性炭素を固定化し、そ

のエチレン吸着能と吸着速度を検討した。活性炭素は

テキスタイル素材にほとんど固定化できずエチレン

吸着能がなかった。白金、パラジウムは絹布に固定化

できエチレン吸着能が認められたが、市販の過マンガ

ン酸系鮮度保持剤には及ばなかった。 

607 乳酸菌を利用した柿の渋味低減法の検討 

 (西脇・佐藤(嘉)・浅野) 

糖 を除去した柿果汁に乳酸菌 Lactobacillus 

plantarum JCM1149 を接種して没食子酸遊離量の分析、

渋味低減化の評価を行った。接種により経時的に没食

子酸が遊離し、それに伴い渋味が低減した。グルコー

ス添加の有無による比較では、グルコースを添加した

方が没食子酸を多く遊離した。 

608 酵素利用による県特産果実の新規素材化の検討 

  (佐藤(嘉)・浅野) 

西洋梨「ル レクチエ」ピューレ（VC0.2%添加、pH3.7

～3.8）を原料とし、酵素利用による果汁の効率的な

製造条件について検討した。ペクチナーゼ 100～

600u/40ml を添加して 30～60℃、1～2 時間処理する

ことで、上清の収率が向上した。また、冷凍保管した

ピューレでも同様の傾向が見られた。 
609 特徴ある微生物・酵素利用による大豆成分の高機

能化技術の開発 (渡辺・下條) 

２次スクリーニング後の菌株として、乳酸菌 132

株、酵母 83 株、耐塩性酵母 47 株を分離した。園芸作

物類では、ル レクチェに由来する酵母が 12 株得ら

れた。 

代謝産物能として、酵母ではアルコール生成菌株

62 株、乳酸菌では GABA 生成菌株 11 株、粘性物生成

菌株 20 株が得られた。 

610 酵素利用による緑ギンナンの果肉除去方法の検

討 (佐藤(嘉)・浅野) 

ギンナン種殻表面に僅かに付着している果肉の除

去方法について検討した。その結果、ｐH４に調整し

た緩衝液にペクチナーゼ100u・１mlを加え、40℃・1

時間処理することで、不快臭がなく、白さに優れた種

殻のギンナンが得られた。一方、20℃処理では不快臭

が強く不良であった。 

611 ACE 阻害成分の同定と阻害活性の特定 (西脇) 

ダイズタンパク質からグリシニンとβ-コングリシ

ニンを分離し、それぞれの水溶液にマイタケ粉末を添

加して、ACE阻害成分の同定を行った。β-コングリシ

ニンとグリシニン分解物のACE阻害活性に大差はなか

った。反応分解物よりACE阻害活性の比較的高い数種

のペプチドを単離した。また、ACE阻害活性が高いと

言われているニコチアナミンが含有されていること

を確認した。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 20 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 

【普及技術】 
佐渡における夏そば新品種「なつみ」の特性 

 
佐渡、食品研 

 
1 
2 
3 
4 

【活用技術】 
風味ある乾燥タケノコの製造法 
葉付ウワバミソウ（仮称：うおぬまミズナ）の鮮度保持技術 
ミズナ茶の製造方法 
辛味が再現できる乾燥カラシナの製造法 

 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 

 

イ 研究成果情報 
(ア) 研究情報 (平成 20 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

3 

4 

5 

6 
 

湿熱処理による米の難消化性向上 

エゴマの加熱処理による酸化程度と破砕特性 

環境負荷を軽減できる細分化処理ダイズの発酵食品への利用 

液体クロマト質量分析装置によるフィチン酸加水分解物選択的検出法 

ＨＰＬＣ分析におけるポストカラム加熱法によるベタシアニン類の判別方法 
ポストカラム加熱及び２次元ＨＰＬＣ分析によるアントシアニンのアグリコン
同定法 

食品研 穀類食品科 

食品研 穀類食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 食品工学科 

食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 

 

 (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 19 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  
 (なし)   

 【科学】  
 (なし)  

 【行政】  
 (なし)  

 
(2) 研究発表 
ア 学会誌等投稿 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

＜報文＞ 
酵母発酵による沢庵臭の低減法 
(西脇俊和） 

 
日本醸造協会誌 
 

 
平19.6 
 

Identification of Cysteine Proteases and Screening of Cysteine Protease 
Inhibitors in Biological Samples by a Two-Dimensional Gel System of 
Zymography and Reverse Zymography  
（E. Saitoh*1, S. Yamamoto*1, Y. Hayakawa*1, T. Hoshino*1, R. Sato*1, S. 
Isemura*2, S. Ohtsubo, M. Taniguchi*3） 
*1新潟工科大学、*2日本歯科大学、*3新潟大学 

Analytical Chemistry 
Insights 
 
 
 

平 19.11 
 
 
 
 

新潟県農業総合研究所食品研究センターの高機能性食品開発へ
の取り組み 
（西脇俊和、中島正晴） 

食品と開発 
 
 

平 19.8 
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黒大豆を使用した米辛口味噌中のアントシアニンの消長 
（渡辺 聡、太養寺真弓、浅野 聡） 

味噌の科学と技術 
 

平 19.12 
 

米および米加工品における難消化性澱粉含量の測定 
(本間紀之、赤石隆一郎、吉井洋一、中村幸一、大坪研一*1） 
*1（独）農研機構食品総合研究所 

日本食品科学工学会誌 
 

平 20.1 
 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

Identification and characterization of the gelatinolytic activity 
expressed in the epidermis of rainbow trout. 
（S. Yamamoto*1, K. Ueno*1, H. Kasai*1, S. Ohtsubo, A. Chiba*2, and 
E. Saitoh*1） 
*1新潟工科大学、*2日本歯科大学 

Xth International Symposium on  
PROTEINASE INHIBITORS AND 
BIOLOGICAL CONTROL: From 
single molecules to degradomics 
 

平 19.6.23
～27 
 
 

Inhibition of the growth and proteolytic activity of Porphyromonas 
gingivalis by recombinant oryzacystatins 
（Y. Shitomi*1, Y. Niwa*1, T. kawase*1, S. Ohtsubo, E. Saitoh

 
*2, and 

M. Taniguchi*1） 
*1新潟大学、*2新潟工科大学 

Xth International Symposium on 
PROTEINASE INHIBITORS AND 
BIOLOGICAL CONTROL: From 
single molecules to degradomics 

平 19.6.23
～27 
 
 

Production and characterization of recombinant oryzacystatin-XII 
（T. Kawase*1, Y. Shitomi*1, Y. Kawai*1, Y. Saikawa*1, M. Taiyoji, H. 
Kobayashi*2, E. Saitoh*3

 
, S. Ohtsubo, and M. Taniguchi*1） 

*1新潟大学、*2農総研・バイオ部、*3新潟工科大学 

Xth International Symposium on 
PROTEINASE INHIBITORS AND 
BIOLOGICAL CONTROL: From 
single molecules to degradomics 

平 19.6.23
～27 
 

二次元電気泳動ザイモグラフィーと阻害剤によるイワナ皮膚層
プロテアーゼの識別 
（上野顕司*1, 山本慎也*1, 岡本永史郎*1, 大坪貞視, 千葉晃*2, 斎
藤英一*1） 
*1新潟工科大学、*2日本歯科大学 

第 30 回日本分子生物学会年会・第
80 回日本生化学会大会合同大会 
 

平
19.12.11
～15 

精白米に含まれる歯周病菌プロテアーゼインヒビターの網羅的
同定 
（太養寺真弓、蔀泰幸*1、川瀬智一*1、谷口正之*1、斎藤英一*2、
大坪貞視） 
*1新潟大学、*2新潟工科大学 

2008 年度日本農芸化学会大会 
 
 

平 20.3.26
～29 
 
 

マイタケ由来プロテアーゼを用いたダイズタンパク質分解によ
る ACE 阻害ペプチドの生成（西脇俊和、浅野聡、大山卓爾*1） 
*1新潟大農 

2008 年度日本農芸化学会大会 
 

平 20.3.26
～29 

 
(3) 現地指導 
なし 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

食器と容器 缶詰技術研究会 平19.4 渡辺 聡 

 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

平19.9.19 
 
 
 

餅製造技術講習会 
 
 
 

1.粒厚選別したもち米の性状とも
ち加工性 
2.もち米の難消化性向上 
3.高アミロース米を利用した食品 

26 赤石 
 
本間 
吉井 

平19.7.17 
～20 

うるち米菓製造実技
研修会 
 

1.うるち米菓製造における基礎知識 
2.製造実技研修 

8 吉井,本間,赤石 
 

平19.7.23 
～27 

もち米菓製造実技研
修会 

1.もち米菓製造における基礎知識 
2.製造実技研修 

10 吉井,本間,赤石 

平20.2.20 米粉製造技術講習会 1.白玉粉の菌数低減化について 
2.米粉・米加工 

19 赤石 

米
穀
食
品 

平20.3.18 米菓製造技術講習会 1.特徴ある堅焼き米菓の製造 
2.米菓の難消化性向上 
3.高アミロース米を利用した食品 
4.米菓製造実技研修会報告 

45 赤石 
本間 
赤石 
庭野武司(岩塚製
菓) 
品川道彦(阿部幸製
菓) 

平 19.7.4 平成 19 年度製めん技
術講習会 

1.カキノモトの粉末化について 
2.カキノモトの機能性について 
3.カキノモトを使用しためん類につ
いて 

20 高橋（靖） 
中島 
野呂 

穀 
 
類 
 
食 
 
品 
 
科 

植
物
蛋
白
食
品 

平 19.9.6 第一回豆腐勉強会 1.県産大豆を利用した豆腐の安定的
高品質製造技術について 
2.枝豆を添加した豆腐の製造方法と
特徴 

25 野呂 
 
諸橋 
 

 

菓
子
甘
味
食
品 

平20.3.4 平成 19 年度菓子研修
会 

1.エゴマの菓子への利用 
2.白玉粉・上新粉の保存条件と賞味期
限 

15 高橋（誠） 
本間 

平19.7.24 園芸利用講習会 1.山菜を利用した機能性食品 
2.多様な風味を有する液状発酵調味
料 
3.山の幸を使った新しい加工品開発 
4.乳酸発酵利用による食品素材開発 

130 浅野 
渡辺 
佐藤(嘉) 
西脇 

平19.5.23 新潟県味噌鑑評会 県産味噌・高品質味噌の官能評価 20 渡辺、下條 

平19.6.6 醸造食品中央研修会 ‘たまり’の大量製造法の検討 40 渡辺、下條 

園
芸
特
産
食
品
科 

醸
造
食
品 

平19.9.12 納豆研修会 納豆の品質保持技術及び官能評価 20 下條、渡辺 
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担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

食
品
工
学
科 

 (なし)    

 

(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業大学校研究科 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

農産物流通・
加工 

12    12 本間紀之、西脇俊和、下條明 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平19.4.10 県味噌技術会 統一仕込試験検討会 淡赤色味噌の製造技術 渡辺、下条 

平19.4.11 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 魚醤油製造等 渡辺 

平19.4.26 県味噌技術会 統一仕込試験 淡赤色味噌の製造技術 渡辺、下條 

平19.5.25 
 

新発田市食品加工研究
会 

受託研究結果報告会 紫黒米の菓子への利用 髙橋(誠)、赤石 

平19.6.7 県納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術  

平19. 6.18 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 米醤油製造等 下條、渡辺 
平19.7.10 日本醸造協会 調味セミナー 米辛口味噌の製造技術 渡辺 
平19.7.18 食品・流通課 米粉カレッジ(製菓コース

) 
米粉利用菓子の製造技術 中村 

平19.7.19 
 

食品・流通課 
 

米粉カレッジ(製ﾊﾟﾝコー
ス) 

米粉パンの製造技術 
 

髙橋(誠) 
 

平19.7.20 
 

中越醤油味噌組合 
 

中越醤油味噌組合技術委
員会 

淡赤色味噌の製造技術等 
 

渡辺 
 

平19.8.5 新潟県青果物求評宣伝
会 

にいがた旬果「くだもの知
っ得塾」 

果物の特徴と機能性について 佐藤(嘉) 

平19.8.29 食品・流通課 米粉カレッジ(製菓コース
) 

米粉利用菓子の製造技術 中村 

平19.8.29 県味噌技術会 新潟県味噌技術大会 味噌の衛生管理 渡辺 

平19.9.4 県味噌技術会 統一仕込試験 淡赤色味噌の鑑評会 渡辺、下條 

平19.9.6 新潟県果樹振興協会 ギンナン現地研修会 緑ギンナンの収穫技術 佐藤(嘉) 

平19.9.7 食品・流通課 米粉カレッジ(製ﾊﾟﾝコー
ス) 

米粉パンの製造技術 髙橋(誠) 

平19.9.11 県醤油組合連合会 県醤油組合技術講習会 醤油中の微生物と衛生管理 渡辺 

平19.9.19 新潟県製菓衛生師協会 製菓衛生師試験準備講習
会 

製菓理論、製菓実技 髙橋(誠) 

平19.9.20 ＪＡ全農新潟 おけさ柿出荷販売対策会
議 

おけさ柿の脱渋技術 佐藤(嘉) 

平19.9.21 県醤油組合連合会 醤油講演会 醤油中の微生物と衛生管理 江村、渡辺 

平19.9.25 高田・直江津・頚北菓
子工業組合 

移動技術相談 桑葉の機能性と菓子への利用 髙橋(誠) 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平19.10.3 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 米醤油製造技術等 渡辺 

平19.10.16 新潟県果樹振興協会 ル レクチエ追熟研修会 ル レクチエの追熟技術  

平19.10.17 越後味噌組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺、下條 

平19.10.18 上越味噌醤油組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 

平19.10.19 中越醤油味噌組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 

平19.10.25 日本醤油技術センター 第66回研究発表会 ﾊﾞｸﾃﾘｵｼﾝ産生乳酸菌の利用 江村、渡辺 

平19.11.5 越後味噌組合青年部 味噌技術研修会 味噌溜まりの製造技術 渡辺、下條 

平19.11.8 全国味噌組合 全国味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 

平19.11.15 ＪＡ全農新潟 ル レクチエ目合わせ会 ル レクチエの追熟技術 佐藤(嘉) 

平19.11.15 
 

経営普及課 
 

高度専門技術研修(農村生
活) 

農産加工(漬物製造）の工程管
理 

佐藤(嘉) 
 

平19.11.27 県納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術 下條、渡辺 

平19.12. 3 新潟県果樹振興協会 ル レクチエ果実品評会 ル レクチエの追熟技術 佐藤(嘉) 

平19.12. 7 県醤油組合連合会 県醤油組合技術講習会 魚醤油製造等 渡辺 

平19.12.11 
 

県味噌技術会 
 

全国味噌鑑評会結果検討
会 

味噌鑑評会結果の概要等 
 

渡辺、下條 
 

平20.1.16 県納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術 中野、渡辺 

平20.1.18 県醤油組合連合会 県醤油組合技術講習会 米醤油製造技術等 渡辺 

平20.1.25 
 

新潟大学地域共同研究
センター 

食品・バイオセミナー 
 

微生物を活用した新しい食品
開発 

渡辺、西脇 
 

平20.1.28 越後味噌組合 講演会 大豆新品種の味噌製造技術 渡辺 

平20.2.1 ＪＡ全農新潟 おけさ柿次年度対策会議 柿の脱渋と本年の問題点 佐藤(嘉) 

平20.2.16 県納豆組合 納豆現地研修会 全国納豆鑑評会における研修 下條 

平20.2.17 新潟県蒟蒻協同組合 新年総会講演会 県産蒟蒻の品質について 諸橋 

平20.2.21 県納豆組合 マッチング事業鑑評会 大豆新品種により納豆の鑑評 下條、渡辺 

平20.2.26 
 

新発田市 
 

アスパラガスを利用した
加工食品の試食会 

アスパラガスの機能性 
 

中島 
 

平20.3.10 越後味噌組合青年部 味噌技術研修会 カナダ産大豆の味噌加工適性 渡辺、下條 

平20.3.19 新潟県なまめん工業協
同組合 

定期総会講演会 製麺業界の動向ほか 野呂 

 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科 

関根真美 

横山達也 

新潟薬科大学 
 

機能性成分の知識・分析技
術、素材利用技術習得 

平19.8.27～8.31 
平19.8.27～8.31 

園芸特産食品科 

園芸特産食品科 
菅原雅通 長岡工業高等専門学校 米の成分分析技術習得 平19.9.3～9.7 穀類食品科 

箕輪 直 新潟工科大学 歯周病菌由来のタンパク
質分解酵素に関する研究 

平19.6.1～平20.2.29 食品工学科 

 
(7) 取材対応 

年月日 取材機関 取 材 内 容     応対者    報道日 
平19.8.10 麺業新聞 カキノモト添加麺類の特徴」 野呂 平19.9.14 
平19.11.1 新潟日報 ルレクチェの追熟技術 佐藤(嘉) 平19.11.4 

平19.11.6 テレビ新潟 エゴマの栄養価、機能性 中島 平19.11.7 

平19.11.13 産経新聞 パン用米粉の開発経緯、特徴 中村 平19.11.16 

平19.11.16 NHK新潟 ルレクチェの追熟技術 佐藤(嘉) 平19.12.9 
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平19.12.4 BSNテレビ 桑葉粉末の開発経緯 中島 平19.12.6 

平20.3.31 NHK 酵素処理米粉の製造技術 米穀食品Ｇ 平20.4.3   
 
 
(8) 実地指導回数 

区  分 工場指導 来所指導 電話・メール指導 

米穀食品 15 103 558 
植物蛋白食品 10 51 300 
菓子甘味食品 8 160 169 

青果物流通 4 140 296 

園芸利用食品 4 40 96 

醸造食品 32 130 263 

生産工学 4 39 36 

生物機能工学 1 26 8 

合計 78 689 1,726 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 加茂市新栄町 2番 25 号 

    建物面積 延 4068.83ｍ2 
 
(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 
運営費 2,632   924  1,708 
維持管理費 12,473   0 93 12,380 
経常研究費 2,912   1,582  1,330 
ほ場・飼育管理費 0      
受託試験費 0      
種苗供給・指導事業費 358     358 
政策研究費 17,136    8,848 8,288 
備品整備費 0      
施設整備費 0      
庁舎修繕費 0      
その他 950     950 
その他（他課事業） 3,053      
合   計 39,514 0 0 2,506 8,941 25,014 
注）その他（他課事業）は農業総合研究所費以外の予算。 
 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

総務課 

 

センター長 

総務課長 

主査 

江村 学 

鈴木 誉士 

荒木 いづみ 

園芸特産食品科 

 

 

 

 

 

園芸特産食品科長 

専門研究員 

 〃 

主任研究員 

 〃 

 〃 

中野 太佳司 

浅野  聡 

渡辺  聡 

佐藤 嘉一 

下條  明 

西脇 俊和 

穀類食品科 穀類食品科長 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

 〃 

研究員 

 〃 

中村 幸一 

吉井 洋一 

諸橋 敬子 

本間 紀之 

高橋  誠 

赤石 隆一郎 

野呂  渉 

食品工学科 食品工学科長 

専門研究員 

 〃 

主任研究員 

 〃 

 〃 

星野  卓 

中島 正晴 

大坪 貞視 

佐藤 和人 

高橋  靖 

太養寺 真弓 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 19 年 

４月１日付 

 

 

平成 19 年 

３月 31 日付 

転 入 

 

所 内 

 

退 職 

 

中野 太佳司 

江村 学 

渡辺 聡 

松本 伊左尾 

 

園芸特産食品科長 

食品研究センター・センター長 

園芸特産食品科・専門研究員 

 

園芸研究センター・環境科長 

参事（園芸特産食品科長） 

園芸特産食品科・主任研究員 

食品研究センター・センター長 
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(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

押出式製麺機 （株）グラスワーク・製麺打ち名人 

 
(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講師 
数理統計短期集合
研修（応用編） 

赤石隆一郎 統計手法の習得 平19.11.12～11.16 (独)農業・食品産業
総合研究機構 

    
(7) 参観者数 

行政関係 食品企業関係 農業関係 そ の 他 合    計 

       ５回       １回     ４回     ３回    １３回 
    ２６人    ２０人    ９０人    ４５人   １８１人 

 
 
(8) 無体財産権など 
ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

米粉の製造方法及びその利用食品 有坂将美 
  他２名 

平02-173670 
平02.06.29 

(平04-73979 平04.11.25) 第1866267号 
平06.08.26 

柿羊かんとその製造方法 中村幸一 
  他１名 

平03-349335 
平03.11.01 

(平07-016360 平07.03.01) 第2014578号 
平08.02.02 

乳酸菌を利用した米の処理方法及びそ 
の米を利用した加工食品並びに低タン 
パク質米飯の製造方法 

江川和徳 
  他１名 

平05-44290 
平05.01.25 

(平06-217719 平06.08.09) 第2706888号 
平09.10.17 

食品、米及び豆類の処理方法並びに当 
該処理方法により処理された米及び豆 
類を使用した加工食品 

江川和徳 
  他２名 

平07-354087 
平07.12.29 

(平09-182564 平09.07.15) 第 3053565 号 
平 12.04.07 

米粉及び米磨砕乳液の製造方法 江川和徳 
  他２名 

平07-354088 
平07.12.29 

(平06-217719 平06.08.09) 第 3061561 号 
平 12.04.28 

冷凍サイクルを用いた追熟システム(共 
同) 

浅野 聡 
  他１名 

平09-043956 
平09.02.27 

(平10-234293 平10.09.08) 第 3413046 号 
2003.03.28  

米に付着した細菌及び酵母菌を除去す 
る細菌及び酵母菌の除去方法並びに低 
タンパク質米の製造方法 

江川和徳  
  他２名 

平09-187641 
平09.06.28 

(平11-9204 平11.01.19) 第 3174747 号 
2001.03.30 

サワーブレッドの製造方法 
（共同） 

中村幸一 
 他１名 

平10-98352 
平10.03.25 

(平11-266775 平11.05.25) 第 3180900 号 
2001.04.20 

小麦粉の代替品となる米粉の製造方法 
及び当該米粉を使用した加工食品 

江川和徳 
 他３名 

平10-358139 
平10.12.16 

(2000-175636 平 12.06.27) 第 3076552 号 
平 12.06.09 

柿渋利用食品の製造方法及び米加工品 
の製造方法 

江川和徳 
  他７名 

平10-358871 
平10.12.17 

(2000-175639 平 12.06.27) 第 3086679 号 
平 12.07.07 

粳米加工製品の製造方法、餅状整形体 
の製造方法及びα粉の製造方法 

江川和徳 
  他３名 

平10-374365 
平10.12.28 

(2000-189086 平 12.07.11) 第 3295654 号 
2002.04.05 

アミノペプチダーゼ及びその製造法（共
同） 

西脇俊和 
 他２名 

平11-355619 
平11.12.15 

(2001-169779 2001.06.26) 第 3388264 号 
2003.01.17 

米の処理方法 江川和徳 
  他３名 

2000-89096 
平12.03.28 

(2001-269127 2001.10.02)  
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発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

サクラの赤色色素を用いた食品の着色 
方法及びモモの赤色色素を用いた食品
の着色方法 

中村幸一 
  他４名 

2000-89097 
平12.03.28 

(2001-269134 2001.10.02)  

イチゴ培養細胞を用いたアントシアニ
ンの製造方法 

浅野 聡 
 他５名 

2000-99688 
平12.03.31 

(2001-275694 2001.10.09)  

高機能食品及びその製造方法 諸橋敬子 
 他３名 

2000-99689 
平12.03.31 

(2001-275612 2001.10.09) 第 3425406 号 
2003.05.02 

豆乳カードの製造方法 金井政人 
 他３名 

2000-124440 
平 12.04.25 

(2000-312564 2000.11.14) 第 3533144 号 
2004.03.12 

マイタケを用いた高機能食品の
製造方法 

吉水 聡 
 他５名 

2000-156548 
平 12.05.26 

(2001-333732 2001.12.04) 第 3748360 号 
2005.12.19 

高イソフラボン含有豆腐の製造方法及
び高イソフラボン含有豆腐 

楠 正敏 
 他２名 

2000-360725 
平 12.11.28 

(2002-159274 2002.06.04)  

米菓の製造方法（温水に浸漬） 吉井洋一 
 他２名 

2000-385540 
平 12.12.19 

(2002-186426 2002.07.02)  

大豆を用いた調味料の製造方法 渡辺 聡 
 他２名 

2001-220953 
H13.07.23 

(2003-024003 2003.01.28)  

味噌の製造法（共同） 渡辺 聡 
 他４名 

2001-289224 
H13.09.21 

(2003-093012 2003.04.02) 第 3624213 号 
2004.12.10 

大豆粉砕物の製造方法及び大豆
含有食品 

中村幸一 
 他１名 

2001-218512 
H13.07.18   

(2003-023989 2003.01.28) 第 3590951 号 
2004.09.03 

テロメラーゼ阻害剤及び食品組
成物 

大坪貞視 
 他２名 

2001-256589 
H13.08.27 

(2003-061615 2003.03.04)  

沢庵臭の除去方法 西脇俊和 
 他１名 

2002-208202 
H14.07.17 

(2004-049040 2004.02.19) 第 3909384 号 
2006.11.29 

焼菓子の製造方法 中村幸一 
 他３名 

2002-221757 
H14.07.30 

(2004-057110 2004.02.26) 第 3944604 号 
2007.04.20 

柿渋の製造方法 佐藤嘉一 
 他１名 

2002-231968 
H14.08.08 

(2004-065174 2004.03.04) 第 3629563 号 
2004.12.14 

抗菌剤および抗歯周病剤（共同） 佐藤和人 
 他４名 

2002-364053 
H14.12.16 

(2004-196672 2004.07.15)  

パン製造用の米粉及び米粉を用
いたパンの製造方法 

中村幸一 
他１名 

2004-64815 
H16.03.08 

(2005-245409 2004.09.15)  

抗肥満剤、医薬品及び飲食品（共
同） 

中島正晴 
 他１名 

2005-76302 
H17.03.17 

(2006-257018 2006.09.28)  

花弁とガクの分離装置及びその
花弁 

高橋靖 
  他２名 

2006-356284 
H17.12.28 

(2007-195552 2007.08.09)  

米粉及びその製造方法（共同） 吉井洋一 
  他４名 

2007-152578 
H19.06.08 

  

プロテアーゼ阻害剤ならびに抗
菌剤（共同） 

太養寺真弓 
  他２名 

2007-251996 
H19.09.27 

  

 

(9) 栄 誉 

    なし 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VII 高冷地農業技術センター 組
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常     (1) 雪及び高標高条件を活かした特徴ある園芸作物の開発 

     ア 雪及び高冷地条件を活用した新作型の検討 

      (ア) 雪下ばれいしょ、雪下ごぼう等の雪利用作型の検討 

701    ａ ばれいしょ（平18） 

702    ｂ ごぼう（平18） 

      イ 雪中貯蔵に対応した栽培法の検討 

      (ア) にんじん、ばれいしょ、ねぎの適正作型と雪中貯蔵前

の調整法 

703    ａ にんじんの雪中貯蔵に適した作型の検討 

704    ｂ 雪中貯蔵に用いるばれいしょ栽培方法の検討 

705    ｃ ねぎにおける雪中貯蔵の有効性の検討 

      ウ 雪中貯蔵が野菜の品質に及ぼす影響 

      (ア) 雪中貯蔵した野菜の食味及び成分変化の検討 

706    ａ 雪中貯蔵した野菜の品質変化の検討（平18） 

平18～20  

 

 

県事 707 (2) 大豆奨励品種決定調査 昭54～  

県事     (3) 県ブランド品目拡大緊急技術確立 

     ア いちご 

708   (ア) 地域条件を活かした超促成栽培技術の確立（平18） 

平17～18  

国委 709 (4) 小豆ウイルス病抵抗性特性検定試験 平15～  

受託 (5) 農林公社委託 

710  ア 野菜栽培(さといも)における加工苦土肥料の施用効果

確認試験 

711  イ にんじん栽培における新規開発肥料（骨味）の肥効確認

試験 

 

平19 

 

平19 

 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

701 ばれいしょ（平18） (大竹) 

男爵、デジマともに雪下での越冬栽培が可能であっ

た。定植時期は８月上旬が８月下旬に比べて収量が多

くなることが確認できた。 

702 ごぼう（平18） (大竹) 

ダイエット､サラダむすめともに雪下での越冬栽培

が可能であった。しかし、越冬前の生育期間が長いと

根長が40㎝を超えて収穫作業が困難であった。 

703 にんじんの雪中貯蔵に適した作型の検討(小林) 

にんじんの雪中貯蔵に適した収穫時期について調

査した。雪中貯蔵開始時点では、11月中旬、12月上旬

収穫は収穫時と同程度の品質であった。10月下旬収穫

は可食部に腐敗や黒ずみができ、品質低下が大きかっ

た(調査継続中・終了予定Ｈ20年3月)。 

 

 

704 雪中貯蔵に用いるばれいしょ栽培方法の検討 

 (大竹) 

収量･品質から雪中貯蔵用には､５月に定植して８

月から10月に収穫したばれいしょが適していると考

えられた。 

705 ねぎにおける雪中貯蔵の有効性の検討 (小林) 

ねぎを11月中旬に収穫し、雪中貯蔵まで、｢被覆あ

り｣、｢被覆なし｣で作業所内に保存すると、｢被覆なし

｣が｢被覆あり｣より腐敗等の発生が少ない(調査継続

中・終了予定Ｈ20年3月)。 

706 雪中貯蔵した野菜の品質変化の検討(平18) 

 (大竹) 

ばれいしょ、にんじんでは雪中貯蔵することにより

翌年４月上旬まで収穫時の状態を維持することが可

能であった。はくさい、ほうれんそうでは外観鮮度の

劣化が早いため雪中貯蔵して市場出荷することは困
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難であると考えられた。 

707 大豆奨励品種決定調査 (小林) 

大豆奨励品種決定調査事業として、黒豆品種２品種

、青豆品種１品種について調査した。本事業の選定基

準より、黒豆品種：２品種を｢やや有望｣と評価した。 

708 地域条件を活かした超促成栽培技術の確立 

 (小林) 

いちご｢越後姫｣の高冷地育苗苗の実用性について

調査した。高冷地育苗苗は、収穫が1月以降になるた

め、超促成栽培には適応できない。超促成栽培の活用

には、花芽分化促進を図る育苗方法が必要になる。 

709 小豆ウイルス病抵抗性特性検定試験 (高橋) 

８月17日及び９月５日の２回、ウィルス発生程度の

調査を行った。十系968系、十系999系、十系924系、

十系998系でウイルスが発生したが、発病株率は低く

、発病指数はすべて「１」と軽度な発生であったため

、発病度は低かった。本試験をもって抵抗性の強弱を

断定するのは難しいと考えられた。 

710 野菜栽培（さといも）における加工苦土肥料の施

用効果確認 (高橋) 

加工苦土肥料施用区は、化成肥料のみ区及び慣行施

肥区と比較し同等以上の生育、収量であった。加工苦

土肥料は粒が小さく斉一であり、粉の飛散もなく散布

時の作業性が良好であった。 

711 にんじん栽培における新規開発肥料（骨味）の肥

効確認 (高橋) 

骨味区は、蒸製骨粉区と比較し同等以上の収量であ

った。また、骨味60％区は慣行と同等の収量であった

。骨味は粒が斉一で飛散せず散布時の作業性が良好で

あった。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成20年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
 

【普及技術】 
（なし）  

 
 

 

1 

2 

3 

4 

【活用技術】 

いちご「越後姫」の高冷地無仮植苗の特性 

多雪地域のアスパラガス栽培における立茎本数 

多雪地域におけるアスパラガス１季どり栽培の収穫打ち切り時期 

主要野菜における特別栽培農産物の栽培実証事例 

 

園芸研、高農技 

高農技 

高農技 

園芸研、高農技、中山

間農技、佐渡農技 

 

イ 研究成果情報 

(ア)研究情報 (平成20年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 （なし）  
 
(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成19年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

1 【技術】  

 (なし)  

 【研究】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 

 ア 学会誌等投稿 
   なし 
 
  イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
( 掲 載 誌 名 等 ) 開催年月日

四季成り性イチゴを用いた夏秋どり栽培の作型検討 

（高橋 聡） 
園芸学会北陸支部 平 18.11.27

～28 

 
(3) 現地指導                                                                                        
ア  研究成果名：高標高条件を活かした夏秋どりいちごの栽培方法（平成19年度活用技術） 
担当部署 
担 当 者 

担当普及指導センター 
担当農業者 実施場所 

 実施回数 
（年月日）

指導内容 

小林孝章 

 

十日町農業普及指導 

センター 

夏秋どりいちご生産者 

高冷地農業技

術ｾﾝﾀｰ及びJA津

南町集出荷場 

19.4.9 

19.8.2 

 

高標高条件を活かした夏秋どりい

ちごの栽培のポイントについて（①

成果内容の説明、②株養成期間と収

穫開始時期、③夏場の水管理） 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

なし    

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 
開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 
平19.6.26 

 

平成19年度研究成績発表会(中山間地農技と合同) 100 高橋 聡、大竹孝夫 

小林孝章、堀本貴則 
 
(3) 農業大学校 
  なし 

 
(4) 農業大学校研究科 
  なし 
 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平20.2.27 十日町地域振興局農業振興

部 

妻有の園芸重点品目技術

研修会 

ユリ切り花の花しみ障

害発生防止技術の確立 

堀本貴則  

 
(6) 研修生受け入れ 

  なし 

 

(7) 取材対応 

  なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

      所在地 中魚沼郡津南町大字中深見乙7910 

      敷地面積 46,541.32ｍ2(圃場面積3.35ha) 

      建物面積 1,452.79ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財  源  別 
科    目 予算額 

国庫 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 2,168   720  1,448 

維持管理費 4,243    13 4,230 

経常研究費 1,348   909  439 

ほ場・飼育管理費 521     521 

受託試験費 2,416    2,416  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 1,973     1,973 

備品整備費 71     71 

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 141     141 

その他（他課事業費） 1,062      

合   計 13,943 0 0 1,629 2,429 8,823 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務) 

(研究) 

 センター長 

 副  参  事 

 専門研究員 

 主任研究員 

長井 隆 

石澤 秀義 

高橋 聡 

大竹 孝夫 

(研究) 主任研究員 

研究員 

技術員 

 〃 

小林 孝章 

堀本 貴則 

桑原 義久 

樋口 晴人 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成19年 

４月１日

付 

転 出 

 

 

転 入 

 

石野   勇 

 

横山 和男 

石澤 秀義 

高橋   聡 

十日町地域振興局・地域整備部庶

務課副参事（庶務課庶務係長） 

園芸研究ｾﾝﾀｰ・参事（環境科長） 

高冷地農技ｾﾝﾀー・副参事 

高冷地農技ｾﾝﾀー・専門研究員 

高冷地農技ｾﾝﾀｰ・副参事 

 

高冷地農技ｾﾝﾀｰ・専門研究員 

八海高校・庶務係長 

経営普及課・副参事 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

背負動力噴霧器 MS059D-20 20 リットル・タイプ 
 

(6) 派遣研修者 

なし 
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(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合計 

４回 93名 ２回 2名 ４回 74名 169名 

 

(8) 無体財産権など 

  なし 

 

(9) 栄 誉 

  なし 
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５ 気  象 

観測場所：農業総合研究所・高冷地農業技術センター 

    （中魚沼郡津南町大字中深見7910、北緯36度59分、東経138度41分、標高452m） 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr) 積雪深(cm) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

平19 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

平20 1 

 2 

 3 

8.1 

14.4 

19.1 

20.7 

24.5 

21.8 

13.4 

6.4 

2.2 

-1.2 

-2.2 

3.1 

7.8 

14.1 

18.5 

21.9 

23.4 

18.9 

12.8 

7.0 

1.7 

-1.3 

-1.4 

1.4 

12.6 

19.8 

23.5 

24.0 

29.2 

26.5 

17.6 

10.7 

5.2 

1.1 

1.3 

6.6 

12.5 

19.1 

22.5 

25.6 

27.6 

22.7 

16.8 

10.9 

4.9 

1.5 

1.5 

4.9 

3.8 

9.3 

15.5 

18.0 

20.6 

17.9 

9.6 

2.8 

-0.2 

-3.7 

-5.6 

-0.4 

3.5 

9.4 

14.8 

18.6 

19.8 

15.5 

9.1 

3.4 

-1.2 

-4.2 

-4.8 

-2.2 

70 

143 

225 

141 

155 

94 

159 

195 

248 

206 

228 

121 

83.4 

103.6 

131.9 

192.2 

152.1 

182.6 

147.8 

160.1 

207.0 

237.1 

174.5 

112.6 

131.3 

186.3 

132.2 

66.0 

195.6 

169.9 

133.5 

120.9 

53.0 

63.5 

80.0 

134.9 

153.8 

151.2 

96.8 

104.4 

145.6 

103.0 

118.9 

107.0 

89.7 

69.9 

75.6 

113.4 

0 

0 

    0 

 

 

 

0 

13.0 

35.9 

112.9 

226.7 

221.0 

89.2 

3.0 

0 

 

 

 

 0 

2.7 

43.8 

143.3 

228.7 

204.8 
 (注) 1 気温・降水量・日照時間の平年値は気象台の平均値を示す。 
 2 気温については月間平均値を、降水量、日照時間については月間合計値を示す。 
 3 積雪深は午前９時積雪深の平均値を示す。 
 4 積雪深の平年値は午前９時積雪深の昭和45年～平成12年の平均値を示す。 
  
(2) 雪の総括（平成19年11月から平成20年５月まで） 

根雪初日 根雪終日 根雪日数（日） 最深積雪(cm) 同左月日 

当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 

平19 

11.19 

 

12.9 

平20 

4.23 

 

4.24 

 

156 

 

136 

 

305 

 

293 

H20 

2.17 

 

2.09 

 

(注) 平年は昭和50年11月～平成19年５月の平均値を示す。 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (1) 中山間地域特産園芸品目の高品質安定生産技術の確立 

   ア ユリ低コスト・省力栽培技術の確立  

801  （ア）２度切り栽培に適した品種の検討 

802 （イ）肥培管理の検討 

     イ 施設活用による切葉、枝物栽培技術確立と周年作付体系

の確立 

803  （ア）ナルコユリ促成栽培技術の確立 

804 （イ）促成栽培に適した花木（枝物）品目の選定 

   ウ 中山間地に適した宿根草・１年草等品目の検討 

805 （ア）宿根草、１年草草花栽培技術の検討 

806 （イ）宿根草、１年草等の品目拡大 

807 （ウ）景観を考慮したグランドカバー植物の混植栽培品種の

選定 

平 19～21 

 

〃 

〃 

 

 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

 

     (2) 背負い動力散布機を利用したグランドカバー植物の効率

的直播き被覆技術の確立 

808  ア グランドカバー植物の種子直播き試験 

809  イ グランドカバー植物の裁断茎による直播き被覆技術の開 

発 

平 18～19 

 

〃 

〃 

 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要

801 ２度切り栽培に適した品種の検討 (徳高) 

オリエンタル系５品種、ＯＴ系 1 品種について

6,7,8 月定植の抑制栽培収穫調査を実施した。引き続

き翌年の品種別 2 度切り特性の違いによる切花への

影響を確認する。 

802 肥培管理の検討 (徳高) 

引き続き翌年の肥培管理の違いによる切花への影

響を確認する。 

803 ナルコユリ促成栽培技術の確立 (徳高) 

同時期定植の場合、掘り取り時期が異なっても収穫

開始時期に違いは見られないが、掘り取り時期が遅い

ほど収穫期がやや延びる傾向にあった。冷蔵処理期間

が同一の場合、掘り取り時期が遅い方がその後の生育

期間が短くなった。収穫物の草丈に差は見られないが、

切葉重量や茎径、葉の大きさ、葉色が向上し、切葉品

質の向上が図られた。 

804 促成栽培に適した花木（枝物）品目の選定 

 (徳高) 

サクラ、ハナモモ、ムシカリでは 5℃6 週処理では

促成室入室後開花まで期間を要したが、7週以上で促

成期間が短くなる傾向にあった。ユキヤナギは促成室

入室時すでに芽の動きが確認され、冷蔵処理期間に関

係なく開花した。ブルーベリーでは個体差が大きく判

然としなかった。 

805 宿根草、１年草草花栽培技術の検討 (徳高) 

アスチルベ桃系において、出荷規格を 40cm 以上と

したとき、草丈 10cm 程度の生育中期までに整枝(間引

き)処理をすることで 40cm 以上本数および品質の向

上が図られた。白系では整枝時期が遅れたため、処理

効果は判然としなかった。また、エリンジウムの遮光

による品質向上は図られなかった。 

806 宿根草、１年草等の品目拡大 (徳高) 

ブプレウルムは 7月下旬から開花し、収穫は 8月に

集中した。露地栽培では草丈の確保が難しく、かん水

及び追肥時期の検討が必要と思われた。ルリダマアザ

ミは7月下旬の１次採花後も開花し8月下旬まで採花

が可能であった。切花ボリュームのばらつきが大きい

ため、成育中の栽培管理技術の可能性を検討する。 

807 景観を考慮したグランドカバー植物の混植栽培

品種の選定 (徳高) 

ヒメイワダレソウとの混植可能な被覆植物につい

て、植生 1年目の調査を実施した。被覆速度、競合性、

開花性、葉色、花色等を踏まえ、混植にはクリーピン

グタイム、クリーピングローズマリー、イブキジャコ
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ウソウ、ツルニチニチソウが適すると考えられた。ペ

ニーロイヤルミントは被覆速度が速いがヒメイワダ

レソウと競合するため単植が適すると思われた。 

808 グランドカバー植物の種子直播き試験 

 (長谷川) 

黒ポリマルチ被覆は、は種前の草刈を省くための短

期間被覆とする。は種前には黒ポリマルチを除去し、

雨を染みこませる。 

809 グランドカバー植物の裁断茎直播き被覆試験 

(長谷川) 

ノシバ、ヒメイワダレソウの裁断茎は、手でまくだ

けでは発芽せず、従来どおり土等基盤材に混ぜる工法

で行う必要がある。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報（平成 20 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及技術】 

(なし) 

 

 

1 

2 

3 

【活用技術】 

秋施肥マルチを活用したオヤマボクチの秋期直播方法による省力化 

積雪地におけるフキノトウの早春（１月）出荷技術 

主要野菜における特別栽培農産物の栽培実証事例 

 

中山間農技 

中山間農技 

園芸研、高農技、中山間

農技、佐渡農技 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 研究情報（平成 20 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 （なし）  

 

   (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 19 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

 (なし)  

 【研究】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

   なし 

 

 イ 講演発表 

   なし 

 

(3) 現地指導 

ア 研究成果名：柔らかい葉柄と主茎を食べる新形態ウワバミソウ（仮称うおぬまミズナ）の栽培方法 

（平成 19 年度普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

中山間地農技 

大井克則 

南魚沼普及指導ｾﾝﾀｰ 

栃窪ﾊﾟﾉﾗﾏ農産、川永氏 

南魚沼市(旧塩沢町

) 
２回 
平19.4.27 
 

 

平19.11.8 

 

屋内で成果内容及び栽培管理指導 

現地ほ場でウワバミソウの移植方法遮

光方法を指導 

現地ほ場で珠芽を利用した増殖方法を

指導 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

  なし 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 19.6.26 平成 19 年度試験成績合同発表会 100 人 長谷川秀夫他 

 

(3) 農業大学校 

年月日 内   容 参集人数 対応者 

平 19.8.28 校外研修(中山間地農業技術センター視察) 20 人 長谷川秀夫 

 

(4) 農業大学校研究科 

年月日 内   容 参集人数 対応者 

平 19.10.26 校外研修(中山間地農業技術センター視察) 12 人 長谷川秀夫 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 19.7.26 JA 十日町 JA 十日町山菜組合総会 中山間地農業技術センターに

おける山菜研究の紹介 

大井  克則 

平 20.3.4 新稲作研究会 平成 19 年度新稲作研究会成績

検討会および講演会 

背負い動力散布機を利用した

グランドカバー植物の効率的

な直播き被覆技術の確立 

長谷川秀夫 

 

(6) 研修生受け入れ 

  なし 

 

(7) 取材対応 

  なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 新潟県北魚沼郡川口町牛ケ島 135-1 

    建物面積 4,182 ｍ2（2,436 ｍ2） 

    圃場面積 畑 6.0 ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 3,807   318  3,489 

維持管理費 4,034     4,034 

経常研究費 894     894 

ほ場・飼育管理費 1,238     1,238 

受託試験費 791    791  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 2,124    896 1,228 

備品整備費 0      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 669     669 

その他（他課事業費） 962      

合   計 14,519 0 0 318 1,687 11,552 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職  名 氏  名 所  属 職  名 氏  名 

 

(庶務) 

 

(研究) 

センター長 

副参事 

技術員 

専門研究員 

横山 泰裕 

鷲頭 隆 

青木 忠 

長谷川 秀夫 

(研究) 主任研究員 

主任研究員 

技術員 

〃 

大井 克則 

徳高 敦子 

大渕 昇 

廣井 一 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 19 年 

４月１日付 

転 入 横山 泰裕 

 

中山間地農技センター・センター長 

 

農業総合研究所・企画情報部企画

調整室長 

 転 出 

 

里村 孝一 

 

農業大学校・校長 中山間地農技センター・センター

長 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

  なし 

 

(6) 派遣研修者 

  なし 
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(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合 計 

 16 回 

153 名 

3 回 

24 名 

3 回 

6 名 

22 回 

183 名 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 

 

 

発明者 

 

 

出願番号 

出願年月日 

 

   特許広報広告 

年月日・番号 

（公開広報 番号・年月日） 

特許登録番号・年月日 

 

 

紙シルクの製造装置及び紙

シルクの製造方法 

吉原常男 

外１名 

平 11-133028 

平 11.5.13 

(2000-316422 平 12.11.21) 

 

第 3306025 号 

 平 14.5.10 

 

(9) 栄 誉 

なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・中山間地農業技術センター 

  (北魚沼郡川口町牛ケ島 135－1、北緯 37 度 17 分、東経 138 度 51 分、標高 135m) 

本年値：平 19、平年値：昭和 59～平 18 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1    1.1   -0.1    4.3    2.9   -0.8  -2.9   281.0  439.3   54.6   44.8 

2    2.1    0.1    6.8    3.7   -1.4  -3.1   219.5  294.9   89.6   65.4 

3    3.6    2.8    8.4    7.4   -0.2  -1.2  247.5  190.9   63.3  109.0 

4    9.2    9.2   14.4   15.5    4.5   3.6   75.5  106.1  113.1  154.5 

5   15.2   15.6   21.2   21.5   10.0   10.2  168.5  121.3  162.9  158.5 

6   20.0   20.1   24.9   24.9   16.2   15.9  298.0  166.2  113.7  112.4 

7   21.6   23.8   25.3   28.2   18.9   19.9  251.0  243.4   55.7  125.2 

8   25.1   25.3   30.4   30.3   20.9   21.1  173.5  166.7  173.5  176.2 

9   22.7   20.8   28.2   25.4   18.7   17.0   91.9  174.0  159.5  117.4 

10   14.2   14.5   19.5   19.5   10.1   10.4  194.0  184.8   93.2  114.0 

11    7.1    8.3   12.2   13.1    3.3    4.2  198.0  276.4   66.1   80.6 

12  3.0    2.7    6.3    6.2    0.8   -0.2  422.0  396.4   24.3   56.6 

(注) 1 気温、積雪深については平均値、降水量、日照時間については合計値である。 

   2 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪溢水式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 

 

(2) 雪の総括 

平年値：昭 46～平 12 の平均値 

初雪月日 終雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数(日) 最深積雪(cm) 同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

11.18 11.18 4.1 4. 3 12.31 12.18 4.6 4.15 98 120 187 233 2.18 2.11 

(注) 雪に関するデータについては、当該年度秋から翌年消雪（平 18～平 19 消雪）を本年値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IX 佐渡農業技術センター 
 

組

佐渡農業技術センター長

庶  務

作物研

園芸研

地域農業研究
織構成図
 

究グループ 

究グループ 
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 (8) 無体財産権など ･････････････････････････････････････････････････････････････････････ IX-11 

 (9) 栄 誉 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ IX-11 

 

５ 気 象 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ IX-12 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

県事 901 (1) 水稲奨励品種決定調査 昭 35～ 作 物 

県事 902 (2) 大麦奨励品種決定調査 昭 53～ 作 物 

県事 903 (3) 大豆奨励品種決定調査 昭 52～ 作 物 

経常     (4) トキの野生復帰に向けた環境保全型稲作と佐渡産作物品

質向上栽培技術の確立 

     ア 冬期湛水水稲栽培技術の確立 

904   (ア) 生育、収量、品質の検討 

905   (イ) 雑草防除法の検討 

906   (ウ) 環境および生物相調査 

     イ コシヒカリおよび酒米品種の品質向上試験 

   (ア) 新施肥法の検討 

907  ａ 栄養周期説稲作の検討 

908  ｂ 減化学肥料栽培に対応した施肥法の検討 

909   (イ) カメムシ薬剤防除技術の検討 

910   (ウ) 酒米の品質向上試験 

911   (エ) 水稲気象感応調査 

912   (オ) 潮風害試験 

 （カ）登熟期栄養診断 

913  ａ 登熟期栄養診断 

914  ｂ 出穂期以降の水管理の検討 

   ウ 大豆及びソバの安定栽培法 

915 (ア) 有望品種等の安定栽培技術 

916 (イ) 佐渡に適する夏そばの選定 

917 (ウ) 大豆気象感応調査 

平 18～20 

 

 

〃 

〃 

〃 

 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

昭 47～ 

平 18～20 

 

〃 

平 19～20 

 

平 18～20 

〃 

昭 60～ 

 

 

 

作 物 

  〃 

  〃 

 

 

  〃 

  〃 

〃 

  〃 

  〃 

〃 

 

  〃 

〃 

 

  〃 

〃 

〃 

受託     (5) 大規模水田経営を支える省力・低コスト技術の確立 

918  ア 疎植栽培等による省力低コスト水稲栽培技術の開発 

 

平 19 

 

作 物 

受託     (6) 水稲新農薬の適応試験 

919  ア 新除草剤の適応性試験 

 

平 19 

 

作 物 

経常     (7) おけさ柿と佐渡野菜のブランド強化のための技術開発 

920  ア 大玉生産を可能にする栽培方法の検討 

イ 佐渡おけさ柿の効果的な減農薬方法の開発 

921   (ア) 病害虫防除実証 

922   (ウ) 病害虫発生予察 

ウ 佐渡地域における多様なかき品種の特性把握 

923   (ア) 生態生育調査 

924   (イ) 朱鷺乙女の特性調査 

925   (ウ) 多様な品種の特性調査 

エ 春季における露地野菜の高品質安定栽培のための技術開

発 

926   (ア) レタスにおける農薬・化学肥料低減栽培の実用性の検

討 

927   (イ) ミズナ（４月播種）の小株どり裁植密度の検討 

平 17～19 

〃 

 

〃 

〃 

 

平 7～ 

平 12～ 

平 16～ 

 

 

平 17～19 

 

〃 

 

園 芸 

 

 〃 

 〃 

 

 〃 

 〃 

 〃 

 

 

〃 

 

 〃 
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予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

受託     (8) 新農薬実用化試験 

928  ア すす点病防除効果の確認 

平 19 園 芸 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

901 水稲奨励品種決定調査 （板谷越・金井） 

 極早生１系統、早生２系統、中晩生６系統を供試し

た。早生１系統、中晩生４系統を有望、早生１系統、

中晩生１系統をやや有望、極早生１系統、中晩生１系

統を再検討とした。 

902 大麦奨励品種決定調査 （板谷越・金井） 

 ２系統を供試し、２系統ともに再検討とした。 

903 大豆奨励品種決定調査 （板谷越・金井） 

 黒豆品種２系統、青豆品種１系統を供試した。黒豆

品種１系統を有望、黒豆品種１系統及び青豆品種１系

統をやや有望とした。 

904 生育、収量、品質の検討 （板谷越・金井） 

 冬期湛水水稲栽培における最適な追肥の施用量及

び時期を検討した。追肥の量及び時期による収量及び

品質の明確な違いはみられなかった。不耕起栽培は秋

耕起・代かき栽培に比べ初期生育が悪く、また根の張

りが浅く倒伏しやすかった。ただし緩効性の有機肥料

を連年施用しているためか、不耕起栽培でも慣行並み

の収量が得られた。 

905 雑草防除法の検討 （板谷越・金井） 

 冬期湛水水稲栽培における、菜種油かす、機械除草、

塩による雑草防除法を検討した。菜種油かすはアール

当たり 10kg 投入することでコナギの発生が無処理の

７割に、さらに機械除草を組み合わせることで３割ま

で抑制できた。塩の投入では、抑草効果は小さかった。

また冬期湛水の条件では雑草の発生が少なく、特に不

耕起栽培ではヒエが少なかったがコナギ、ホタルイは

不耕起栽培では多発した。 

906 環境および生物相調査 （板谷越・金井） 

 冬期湛水水稲栽培における環境状況について調査

した。湛水時に泥中のイトミミズ数が多く確認され、

特に移植前の秋耕起栽培区で多くみられた。春先には

不耕起栽培区にのみ多くのアカガエル卵塊が確認さ

れた。 

907 栄養周期稲作の検討 （金井・板谷越） 

 茎数や収量は、前年より少なかった。穂肥により収

量や千粒重がやや大きくなった。リン酸や石灰の味度

値等への影響は判然としなかった。現地栽培圃場では、

概ね前年より収量が上がった。一部倒伏したほ場も見

られた。 

 

908 減化学肥料栽培に対応した施肥法の検討 

 （板谷越・金井） 

 減化学肥料「有機一発基肥」「さおとめ有機」施用

による施肥体系の生育への影響を調査した。慣行施肥

との比較では２資材ともに茎数が少なく、穂数、総籾

数及び収量で下回った。 

909 カメムシ薬剤防除技術の検討（板谷越・金井） 

 早生品種ほ場において、ジノテフラン粒剤１回散布

による斑点米カメムシ類薬剤防除の検討を行った。出

穂９日後散布では無処理区と同程度の斑点米発生率

だったが、出穂３日後散布ではある程度抑えられた。 

910 酒米の品質向上試験 （金井・板谷越） 

 越淡麗では、穂肥 1-1 が品質的に良好であった。本

年は胴割粒が多かった。２か年を通し栽植密度 16～

20 株／㎡で大きな差はなかった。五百万石では穂肥

2-0（１回目のみ）の区で、胴割粒が多かった。 

911 水稲気象感応調査 （金井・板谷越） 

 水稲基幹品種の生育状況を定期的に調査し、気象と

生育、作柄情報を関係機関に提供した。現地慣行に合

わせて３割減対応の肥料を用いた。本年は移植後の強

風等で初期の生育が不良であった。７月の低温寡照に

より出穂期は前年並みに遅かった。収量はほぼ平年並

みであった。品質は９月高温少雨の影響で、胴割粒が

多かった。佐渡の作況指数は 100 であった。 

912 潮風害試験 （板谷越・金井） 

 潮風害に遭遇した稲の被害状況を海水散布により

再現し、その被害程度及び収穫適期について調査した。

出穂 27 日後に海水散布した区では粒厚及び玄米品質

やや減少し、それ以前では収量及び品質が大きく低下

した。収穫時期の違いによる玄米品質の差は小さかっ

た。 

913 登熟期栄養診断 （板谷越・金井） 

 出穂後の葉色と玄米品質との相関を調査した。出穂

期以降の葉色が濃く、葉色の落ちぐあいが小さいほど

収量、もみ数及び玄米タンパク含量が増加し、基部・

腹背白粒及び胴割粒については減少した。 

914 出穂期以降の水管理の検討 （板谷越・金井） 

 出穂期以後の高温に対応した水管理技術を検討し

た。出穂期前後の飽水管理により後期栄養が持続し、

基部・腹背白粒、胴割粒の発生低下が認められた。さ

らに千粒重及び玄米タンパク含量が増加した。 
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915 有望品種等の安定栽培技術 （金井・板谷越） 

 極小粒大豆「東山 204 号」の播種期は、エンレイな

どと同様５月末が適当と判断された。また培土が重要

であった。エンレイの畦立播種については、培土を行

わなかったため、十分な検討ができなかった。 

916 佐渡に適する夏そばの選定 （金井・板谷越） 

 夏そば品種「なつみ（北陸３号）」について、梅雨

時期を避ける播種期、及び夏播種作型を検討した。５

月中旬以降の播種で梅雨明け後に収穫できるが、収量、

品質は悪化した。夏播種では、既存秋そばの８割程度

の収量となった。 

917 大豆気象感応調査 （金井・板谷越） 

 エンレイの播種期ごとの生育経過や収量調査を行

い、関係機関に情報提供した。本年の出芽苗立ちは非

常に優れ、結果的に収量も多くなった。９月に高温小

雨で推移したため落葉時期がやや早かった。その影響

もあり、縮緬しわ粒が多く見られた。 

918 疎植栽培等による省力低コスト水稲栽培技術の

開発 （金井・板谷越） 

 慣行量播種の無ハウス・プール育苗苗を用い、㎡当

たり 13 株の疎植栽培を検討した。慣行化成肥料の疎

植栽培は、収量は減らず、施肥量も慣行並で良かった。

但し全量基肥肥料は、茎数の増加が緩やかで、収量も

低下し、多肥にする必要性があった。 

919 新除草剤の適応性試験 （金井・板谷越） 

移植栽培の一発処理剤 20 剤、中後期剤３剤につい

て検討した結果、21 剤を有望～実用可能と判断した。

農技センター試験区内のコナギ SU 抵抗性検定を行っ

た。発根法、ポット試験とも、供試サンプル全てが

SU 抵抗性と判断された。 

920 大玉生産を可能にする栽培方法の検討（堀川） 

30cm 程度（先端 1 年枝を除く長さ）の短い側枝で

は、枝密度が小さい方が果実重は大きくなるが、60

～100cm の側枝では枝密度を小さくしても果実重は

大きくならなかった。また側枝先端１年枝長が長すぎ

る側枝の果実重は小さく、18cm 前後が大玉の生産に

適していた。 

921 病害虫防除実証 （堀川） 

慣行19成分に対し11成分と６成分の防除効果につ

いて検討した。19 成分と 11 成分では主要病害虫によ

る被害に大差はなかった。６成分区では円星落葉病と

すす点病およびハマキムシ類被害果が 19 成分、11 成

分区に比べ多かった。６成分区での円星落葉病は 10

月下旬頃から発生し、発病葉率は 10％程度となり、

すす点病の被害果率は 18％程度であった。全般的に

供試圃場における 11 成分による病害虫防除は実用性

があると考えられた。 

 

922 病害虫発生予察 （堀川） 

カメムシ類誘殺のピークは９月下旬から 10 月上旬

頃であったが、全体の誘殺数が少なく、果実被害も少

なかった。 

チャハマキは５月上旬を始めとして計４回の誘殺

盛期がみられた。チャノコカクモンハマキは８月下旬

と９月下旬の２回の誘殺盛期があり、総誘殺数は調査

開始以来、最多であった。葉への加害が殆どで、果実

に対する加害は稀であった。 

923 生態生育調査 （堀川） 

発芽は平年並みで、展葉は平年より３日程度遅かっ

た。新梢停止はほぼ平年並みであった。母枝当たり新

梢数、展葉数は少なかった。着らい数、着らい枝率は

ともに低かった。満開は６月 9,10 日で平年より３日

ほど遅かった。葉色は平年よりも濃く経過した。着色

始日は平年より 1～3 日遅れ､平核無では収穫が遅れ

気味であった。果皮色は平年より淡く、果重は小さか

った。糖度は平年並み、硬度と日持ちは平年を上回っ

た。 

924 朱鷺乙女の特性調査 （堀川） 

「刀根早生」と比較して、新梢伸長停止期が 33 日

遅れ、他の各生態要期に 0～2 日程度遅れた。着らい

数、着らい枝率とも近年より低く、「刀根早生」と比

較しても低かった。糖度は 14.6 度で「刀根早生」と

同等であったが、果実重は品種の特性が現れず小さか

った。 

925 多様な品種の特性調査 （堀川） 

新植４年目（甘柿４品種、渋柿３品種）、高接ぎ４

年目（渋柿２品種）、枝変わり（H17 確認１品種）を

調査した。発芽・展葉期は概ね「刀根早生」または「平

核無」並みであった。甘柿「太秋」は果実重 300ｇ程

度で、収穫時に渋残りはなかったが、へたすきが多く、

また雄花の着生が見られた。渋柿「大核無」は果重

300ｇ程度の大果で、糖度、硬度および日持ちは「平

核無」に準じた。    

926 レタスにおける農薬・化学肥料低減栽培の実用性

の検討 (西澤) 

農薬・化学肥料低減栽培は慣行栽培に比べると減収

し、収穫期も３日程度遅れるが、供試品種（シスコ、

サリナス 88、ステディ）では「シスコ」で減収率が

低かった。 

927 ミズナ（４月播種）の小株どり栽植密度の検討

 (西澤) 

密植するほど多収となったが、株張指数が小さくな

った。佐渡での出荷サイズである１束 200ｇ(８株)程

度を考慮すると、条間 10cm、株間５cm の栽埴密度が

よいと思われた。 
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928 すす点病防除効果の確認 （堀川） 

フルオルイミド顆粒水和剤のカキすす点病防除効

果を検討した。対照剤のイミノクタジンアルベシル酸

塩 1000 倍散布に比較して、試験剤 3000 倍散布は同等

の防除効果を、4000 倍はやや劣る防除効果を示した。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 20 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及技術】  

1 佐渡における夏そば新品種「なつみ」の特性 佐渡農技、食品研 

 

1 

 

【活用技術】 

主要野菜における特別栽培農産物の栽培実証事例 

 

園芸研、高農技、中山

間農技、佐渡農技 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報（平成 20 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

かき「平核無」におけるせん定強度が果実肥大に与える影響 

佐渡在来カラシナの継続出荷が可能なは種時期 

佐渡農技 

佐渡農技 

 

 (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 19 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

 (なし)  

 【研究】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
   該当なし  
 
 イ 講演発表 

発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 
学会・研究会名 

( 掲 載 誌 名 等 ) 
開催年月日 

カキすす点病の異なる薬剤防除条件における発病経過 

(永瀬淳（防除所）、堀川拓未) 
第 60 回 北陸病害虫研究会 

 
 平 20.2.19～20 

  
 
(3) 現地指導                                                                                        
ア  研究成果名：佐渡におけるイチジク｢ビオレ・ソリエス｣の生態と増収に向けたせん定技術 

（平成19年度普及技術） 
担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 実施場所 

 実施回数 
（年月日）

指導内容 

園芸 

堀川拓未 

佐渡農業普及指導セン

ター 

小木イチジク生産組合 

佐渡市 

農技センター・ 

ビオレソリエス

生産組合員圃場 

（羽茂地区） 

2 回 

H19.8.6 

H19.12.6 

 

 

着果習性・優良母枝について 

せん定法について 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 
おけさ柿調査ほ・展示ほ成績書 

 

佐渡農業振興連絡会 園芸振興会 平 20.1 堀川拓未 

経営試算表 農産園芸課 平 20.2 西澤靖樹 

堀川拓未 

佐渡の稲作 

 

佐渡農業振興協議会 稲作振興会 平 20.3 金井政人 

板谷越重人 

 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 19.4.25 「佐渡米」担当者会議 20 金井政人 

板谷越重人 

平 19.5.16 

（他７回） 

「売れる佐渡米」戦略会議 9 

 

金井政人 

板谷越重人 

平 19.5.23 

（他５回） 

平成 19 年度おけさ柿栽培技術基礎講座 15 堀川拓未 

平 19.6.14 「環境にやさしい佐渡米づくり」現地研修会 80 金井政人 

平 19.7.7 佐渡米現地研修会及び研究成果発表会 269 全研究員 

平 19.9.27 病害虫防除員研修会 20 堀川拓未 

平 19.12.18 

 

「佐渡米」担当者会議 作柄反省検討会 24 金井政人 

板谷越重人 

平 20.2.5 おけさ柿出荷反省会(中央選果場) 100 長澤裕滋 

堀川拓未 

平 20.2.26 重要問題研究会 9 全研究員 

平 20.3.26 平成 19 年度営農管理調査「佐渡地区」打合せ会議 13 堀川拓未 
 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業大学校研究科 

  なし 
 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 19.6.21 

（他３回） 

栄養周期説農法研究会 巡回現地研修会、栽培反省

会 

圃場巡回、作柄検討 長澤裕滋 

金井政人 

板谷越重人 

平 20.1.24 佐渡農業普及指導セン

ター 

環境保全型農業普及促進

研修会 

佐渡地域における環境保

全型水稲栽培の現状と課

題、意見交換 

長澤裕滋 

金井政人 

板谷越重人 

平 20.3.12 越淡麗栽培研究会佐渡支

部 

酒米作柄検討会 作柄検討と今後の対策 金井政人 

板谷越重人 
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(6) 研修生受け入れ 

  なし 

 

(7) 取材対応 

  なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

        所在地 佐渡市中興甲 351 番地 

        建物面積 延 1,739.51 ｍ2 

        圃場面積 田 12,900ｍ2、 畑  27,052ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 1,891     1,891 

維持管理費 1,203     1,203 

経常研究費 1,195     1,195 

ほ場・飼育管理費 3,865   2,700  1,165 

受託試験費 3,172    3,172  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 1,086     1,086 

備品整備費 0      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 0      

その他（他課事業費） 863      

合   計 13,275 0 0 2,700 3,172 6,540 
注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 
 
(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務)[兼務] 

 

(研究) 

センター長 

庶務係長 

主査 

主任研究員 

〃 

長澤 裕滋 

鈴木 暁美 

堀川  保 

西澤 靖樹 

金井 政人 

(研究) 研究員 

 〃 

技術員 

 〃 

板谷越 重人 

堀川 拓未 

赤塚 良和 

山川 利喜 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 19 年 

４月１日付 

転 出 

 

採 用 

伊藤 公一 

 

堀川 拓未 

佐渡地域振興局農林水産振興部・普

及課課長代理 

佐渡農技センター・研究員 

佐渡農技センター・主任研究員 

 

 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

  なし 

 

(6) 派遣研修者 

なし 
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(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合計 

４回  ２回   ５回   11 回    
308 人 66 人 105 人 479 人 

 

(8) 無体財産権など 

 なし 

 

(9) 栄 誉 

  なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・佐渡農業技術センター 

       （佐渡市中興、北緯 38 度 1分、東経 138 度 21 分、標高７ｍ） 

平年値：昭和 46 年～平成 12 年 

  （日照時間については、平成 12 年は平成２～11 年、平成 13 年以降は平成２～12 年の平均値を準平年値とし

て用いた。） 

日射量(MJ／cm２)は平成 11 年より観測を始めたため、平年値はない。 

 

(1) 月別気象 

年 月 
平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 日照時間(hr) 

日射量 

(MJ) 
降水量(mm) 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 本年 平年 

18 10 15.8 14.8 21.1 19.8 10.4 9.9 152.4 144.2 331.2 157.0 134.9

 11 10.2 9.3 15.1 13.7 5.3 4.8 98.4 99.6 194.1 183.0 168.2

 12 5.7 5.0 9.1 8.5 2.2 1.4 36.5 53.1 109.7 160.0 167.0

19 1 4.3 2.1 8.0 5.2 0.6 -1.0 74.6 49.3 163.2 47.0 159.7

 2 4.0 1.8 8.2 5.1 -0.2 -1.5 110.6 67.4 232.9 50.5 129.9

 3 5.1 4.5 9.5 8.5 0.7 0.6 119.8 125.4 354.8 141.0 102.6

 4 9.5 10.1 14.2 14.7 4.7 5.6 162.0 166.0 460.8 79.5 97.9

 5 15.6 15.0 19.9 19.4 11.3 10.7 172.3 165.8 530.1 80.5 111.5

 6 20.5 19.4 24.8 23.1 16.3 15.6 185.8 117.5 580.5 204.0 150.4

 7 22.0 23.0 25.7 26.8 18.4 19.3 104.7 134.9 443.8 162.0 167.1

 8 25.6 24.7 30.2 29.1 20.9 20.4 219.0 189.4 570.5 169.5 144.0

 9 23.3 20.6 28.2 25.2 18.4 16.1 184.2 130.6 445.8 64.0 154.4

 10 15.2 14.8 21.3 19.8 9.2 9.9 161.4 144.2 329.6 88.0 134.9

 11 9.0 9.3 14.2 13.7 3.9 4.8 114.9 99.6 203.4 111.0 168.2

 12 5.7 5.0 9.5 8.5 2.0 1.4 58.0 53.1 126.4 198.5 167.0

20 1 2.2 2.1 5.4 5.2 -1.0 -1.0 43.1 49.3 157.4 116.0 159.7

 2 1.9 1.8 5.5 5.1 -1.7 -1.5 56.6 67.4 211.9 95.0 129.9

 3 6.3 4.5 11.1 8.5 1.4 0.6 166.8 125.4 400.2 62.5 102.6

（注）１ 気温については平均値、降水量、日照時間については合計値。 

   ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 

   ３ 日照時間は昭和 57 年ＷＭＯにより日照の定義が世界的に統一された。当センターでは平成２年より新

太陽電池式に切り替えた 

   ４ 気象観測機器の検定が切れたため、観測値の精度は保証できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




